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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　『運命』の始まり









　───たすけて───




　その声で、少年は意識を取り戻もどした。

　少年がいる場所は、見なれた自宅の一室。

　だが少年の目の前では、通常ではありえない、異常な光景が広がっていた。




「たすけて──ちゃん!!」




　目の前の少女が発する必死の叫さけびに、少年は飛び出した。

　いったいなにが起きているのか理解できなかった。

　ただ少年は、目の前で必死に助けを求める少女に向かって手を伸のばした。

　少年は、必死だった。少女を助けるために全力を尽つくした。

　だが結局のところ、まだ幼く無力だった少年に少女を助けることはできなかった。




「くっ……うぅっ、えぅっ……なん、で……ひっ……」

　室内に、少年の嗚お咽えつが響ひびく。

「たすけ……られなかった……ごめん……ごめん……ほんとにごめん」

　小さな体がわなないた。眼めの奥からは止めどなく涙なみだがこぼれ落ちた。鼻からは鼻水。食いしばった歯の間からは鮮血がこぼれ落ちた。

　だがどんなに泣き、わめき、嘆なげき、恨うらみ、呪のろい、後こう悔かいしても、全すべては手て遅おくれだ。

　少年の大切な人は、跡あと形かたもなく室内から消えてしまった。

　否いな、一つだけ、痕こん跡せきが残っていた。

　少年は泣きながら、悔くやしさと憎にくしみのこもった眼まな差ざしを部屋の中央に向けた。

　床ゆかの上には、一冊の本が置かれていた。何度も読み込まれ、薄うす汚よごれた本。それをまるで親の仇かたきでも見るような眼差しで少年は睨にらみつけていた。




　その本の表紙には『せかいのどうわ　超ちよう大全』と書かれてあった。








第一章　現実と幻げん想そうの交こう錯さく点









　とある春の日──少年は、目の前にそびえる立派な校舎を見上げていた。

「ん～、いい天気だ。新しい門かど出でにはふさわしい日になりそうだな」

　振ふり返れば、太陽が山の向こうからわずかに顔を出していた。視界を横に向けると、穏おだやかに揺ゆれる海面が朝日をキラキラと反射している。

　少し視線を動かすだけで海と山の両方を見み渡わたすことができる──すでに見慣れた、瀬せ戸と内ない海かい周辺ではごくありふれた光景だ。ありふれてはいるが、少年はこの風景が好きだった。

「今日から新学期……どうなるかな、高校生活は」

　一人でつぶやく少年──名は空く我が山やまソーシ。高校に入学したばかりの十五歳。同年代の平均身長より若じやつ干かん高い身長。小学生の時から朝の走り込みとトレーニングは毎日欠かさないので、体力と運動神経にはそこそこ自信がある。両親が美形だった遺伝でソーシの顔もそれなりに整っているが、斜しやに構えたような性格が表情に滲にじみ出ているせいか、外見を誉ほめられることは少ない。

　ソーシの目の前には、ソーシが通うことになった轟ごう岳がく館かん学がく園えん高等部の校舎がある。

　イカロスと呼ばれる企き業ぎようグループがある。

　元々は日本の繊せん維い会社だったのだが、戦後日本の復興を牽けん引いんしながら急成長を遂とげ、現在では国際的にも最大級の企業連合にまで成長していた。

　そのイカロスグループが十数年前、瀬戸内海の海上に巨きよ大だいな人工島を建造。グローバルに活かつ躍やくできる次代の人材を育てるという理念のもと、人工島上に巨大な学園と、それを支える各種施し設せつを建設した。発電、浄じよう水すい、ゴミ処理施設を初めとするインフラはおろか、学園関係者のための各種商業施設や医い療りよう機関まで備えられたその島は、たとえ本土から孤こ立りつしても十年は戦える、と一部の人間に揶や揄ゆされるほどの代しろ物ものである。

　その学園の名は、私立轟岳館学園。学園が存在する人工島イカロスは一いつ般ぱんには学園島と呼ばれ、いまや日本中から入学希望者が殺さつ到とうするほどの有名学園となっていた。

　ソーシも去年まではこの轟岳館学園を目指す中学生だった。入学試験はウワサ以上にレベルが高かったが、ソーシは夢を叶かなえるため、必死に勉強をして合格したのだった。

「この学園になら、俺の捜さがす彼女が、いや、彼女の手がかりがあるかもしれない。やってやる、俺はやってやるぞ！」

　ソーシは気合いを入れ、入学式へと赴おもむいた。




　──数日後──

「……おかしいな」

　ソーシは学園の自教室で呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「この学園には日本中から優ゆう秀しゆうな生徒が集まってくる──頭もよく、運動もできて、容姿端たん麗れいな女子だって何人も集まってくる」

　なのに、とソーシは嘆くように自分の顔に手を当て、窓の近くの自分の席につっぷした。

「どうしてこの中に、俺の理想の嫁よめがいないんだ……」

「ソーシ君のそういう飾らないところボクはけっこう好きだけどね」

　ソーシに答えるのは前の席に座る男子生徒、学園指定の黒いブレザーを着た長身の少年だ。彼の名は高たか伏ふせ乖かい人と。一年Ｄ組所属。ソーシと最初に仲良くなった変人である。

　乖人は同性であるソーシの目から見てもカッコよかった。明るい髪かみに切れ長の瞳ひとみ、鋭えい角かく的な輪りん郭かく。端的に言うならイケメンだ。しかし中身は別物である。

「ソーシ君が初日にしたあの自己紹しよう介かい、なかなか刺し激げき的だったよ」

　──入学初日、ソーシたち新一年生はおのおののクラスに分かれ、最初の自己紹介を全員がすることになった。

　ソーシはその自己紹介でおもむろに制服の上着とカッターシャツを脱ぬぎ、肌はだ着ぎのシャツをさらけ出したのだ。シャツの胸部分にはハデな色の髪をのばし、大きな瞳の美少女がポーズをとりながら微笑ほほえむイラストがクッキリと印刷されていた。

『これは、俺の嫁です』

　臆おく面めんもなく、ソーシは告げた。

『俺の好みっていうか理想っていうか、とにかくそういったものを凝ぎよう縮しゆくして具現化したものがこの絵、いや、彼女です。彼女の名前はモモカ。二〇ＸＸ年、八月二十三日生まれの乙おと女め座ざ。血液型はＡ。好きな食べ物はフルーツタルト、嫌きらいな食べ物は納なつ豆とう。家族構成は両親と兄が一人。見た目通りに気だてがよくて愛あい想そがよくて最高に天使な性格をしています。まぁ現実にこんな天使な子がいるかどうかはわからないけど、というかこんな理想は現実には存在しないだろうけど、それでも万が一にも実在する可能性があるなら俺は全財産をはたいてでも彼女を捜したいと思っています。そういった意味で、彼女のことを俺は理想の嫁と仮に呼んでいるわけですが、もしみなさん、こんな美少女を見かけることがあったら俺に一報ください！』

　空我山ソーシ、十五歳、高校一年生。立派なオタクである。その後もちろん担任教師に職員室へ連行された。入学初日から職員室で怒おこられている生徒はソーシ一人だった。

　ソーシは山奥の田舎いなかで子供時代を過ごした。周囲に遊び場もなにもない本物のド田舎で、娯ご楽らくといえば山でタヌキを追い回すくらいしかなかった。そんな中、アニメやマンガという存在を知り、ソーシは大いにはまった。地元の本屋は本が出版日から二日たたないと入荷しない田舎で、しかもマンガの品しな揃ぞろえが最悪なので片道一時間かけて都市のアニメショップに買い出しに行かなければならなかった。田舎はテレビのチャンネル数が少ないせいでそもそもアニメの放映数が露ろ骨こつに少ない過か疎そ地域だったが、それでも好きな気持ちは抑おさえられなかった。その想おもいがいろいろ間ま違ちがった形で出現してしまったのが、初日の自己紹介だったりする。

「ソーシ君の熱い気持ちはすごいと思うけど、さすがに理想が高すぎるんじゃない？」

「妥だ協きように生きるくらいなら俺は理想を胸に死んだ方がマシだ！」

「ソーシ君ならそう答えてくれると思ったよ」

　そう答える乖人もソーシと同類のオタクだった。乖人は今時珍めずらしく腕うで時ど計けいを必ずつけているが、それは某ぼうアニメで主人公が使っていたガジェットと同じデザインのグッズである。スマホのホーム画面もアニメの絵だし、スマホを触さわっている時間の大半は何かのゲームをしているかネットニュースを読んでいるかだ。一見すると非の打ちどころのないイケメンだが、要所要所でオタクっぽさがにじみ出ているのである。ソーシに自分と同じ匂においを感じたらしく、入学早々話しかけてきて、それで仲良くなったのである。

「でも職員室で先生にけっこう怒られたんでしょ？」

「怒られたっていうか、大きなイラスト入りのシャツは校則違い反はんだって注意されただけだ。もうしませんって謝ったら簡単に赦ゆるしてくれた。もちろん今も着ているけどな！」

　ソーシが上着のボタンを外すと、その下のシャツにはアニメ絵のプリントがうっすらとすけて見えた。

「そこにしびれたりあこがれたりはしないけど、さすがソーシ君だね。ソーシ君の一いち途ずなところ、ボクはけっこう好きだよ」

「よせよ、男に言われても気持ち悪いだけだ」

「まぁまぁ、そう言わないでよ」

　初日から強きよう烈れつな印象を周囲にふりまいたソーシは、当然周囲から浮ういた存在となっていた。にもかかわらず、そんなソーシに真っ先に声をかけてきた乖人自身もなかなかの大物であり、変人の部類だとソーシは思っていた。ちなみにだが、乖人と変人って字じ面づらが似ていると思う、どうでもいいけど。

「ねー、オタっち、ちょっといい？」

　と、そんな変人二人組にわざわざ声をかけてくる生徒がいた。ウェーブがかった明るい髪にメイクとアクセサリをキレイに決めた顔立ち。学園指定の制服をほとんど無視したような服装。あきらかに周囲から浮いていて、ソーシとはまた別の意味で目立つ女子だった。
















「やぁ、灯萌ともえさん。今日はなんの用かな？」

「やー、用はないけどさ」

　彼女の名は篝かがり火び灯萌。灯萌は無ぶ遠えん慮りよにソーシの隣となりの空いていた席に腰こしを下ろしてきた。ソーシとの距きよ離りが近くむわっと、甘い香かおりが彼女からただよってくる。

「オタっち。なんかおもしろいマンガかして」

「用あるじゃないか。そもそもそのオタっちって、もしかして俺のことか？」

「ん～。あんたみたいなの、オタクって言うんでしょ？　だからオタっち」

「そんな呼ばれかたされたの初めてだよ……あと、オタクなら乖人もだぞ」

「あんたのほーがオタクのレベル高いんでしょ？」

「そんなことは……」「ボクなんてソーシ君にはとても及およばないほどの低レベルだよ」

　さらりと乖人がソーシを持ち上げる。イヤミっぽくも聞こえるが、乖人がさわやかな笑みと共に告げると不思議と不快感はない。だがそんなことを言われても全く嬉うれしくない。

「新生活始まってヒマだからさ。オタっちならマンガとか持ってるかなーって」

「そりゃ持ってるけどな、俺は男向けのマンガしかないぞ」

「そういうのアタシ気にしないし。アタシこれでも男向けのマンガとかけっこー見るし」

「たとえば？」

「ん～、日曜のプリキ○アとか？」

「それはどう考えても女子向けじゃないか。しかもマンガじゃなくてアニメだ」

「え？　どっちも同じっしょ」

「全然違う！」

「いちいち細かいなー。じゃ、あんたらはプリ○ュア見てないの？」

「もちろん」「毎週見てる」

　乖人と声がかぶった。

「むしろプリキ○ア歴十三年の俺を舐なめるなよ。ミラク○ライトだって全種類持ってるぞ。そもそも俺の前でプリキ○アを語るなら、歴代プリキ○アの人数を答えられるようになってからにしろ」

「ん～、プリキ○アはみんなの心の中にいるんだから、みんなの数だけプリキ○アはいるんじゃない？」

　灯萌が小首をかしげながら答える。ソーシは思わずうめいた。

「くっ、正解だ。プリキ○アの線引きは宗教裁判や領土権問題並にデリケートな問題だから、正解の人数はないというのが正解だ……」

「そう思っているのにそんな問題を出すなんて、ソーシ君もイジワルだね」

「あー、わかるわー。男子が好きな女子にわざとイジワルするやつねー」

「待て、それだと俺がお前のことが好きみたいじゃないか」

「え？　違った？」

　灯萌がソーシの顔をマジマジとのぞいてくる。無造作に接近されると、女子に慣れていないソーシとしては反応に困る。

　と、そこでソーシの眼まな差ざしが険しくなる。その視線は灯萌の頭上を見つめている。やわらかそうな髪を灯萌は頭の両横でツインテールにしている。だがソーシが見ているのはその髪型ではなく、灯萌の頭上のなにもない空間だった。

　次の瞬しゆん間かん、ソーシは座っていたイスを倒たおす勢いで立ち上がった。同時にブレザーの上着を一瞬で脱ぎ捨てると、その上着を傍かたわらの灯萌の頭上に放ほうり投げた。エッと、なにが起きたかわからず動どう揺ようする灯萌の顔が一瞬だけ見えた。同時にジャリィンッとなにかが割れ、ズバンッとなにかが激げき突とつする音が教室内に響ひびく。一体何事かと、教室中の視線が音のしたほうへと向けられる。

「なによ、いきなり変なもの投げないでよねー」

　ぷりぷりしながら灯萌が顔にかけられた上着を押しのけると、教室内の様子が見えるようになった。少し離はなれた場所にある教室の窓ガラスが割れていた。窓まど枠わくにのこされたガラスはいびつな形となっており、粉々になったガラスの破片が周囲に飛び散っていた。

　ソーシはそんな教室の中、片手でなにかを握にぎりしめていた。それは野球のボールだった。

「……いってぇ、クソッ」

　ソーシはそううめき、右手で摑つかんだボールを床ゆかに落とした。たった今、教室の窓ガラスを突つき破ってボールが飛び込んできたのだ。とっさにソーシはボールを受け止めたのだが、素す手でで摑んだボールの衝しよう撃げきは想像よりずっと痛かった。ズキズキと鈍にぶい痛みが手から腕へと伝わってくる。

「大だい丈じよう夫ぶかい、ソーシ君？」

「俺は平気だ。とっさに受け止めたけど、お前は大丈夫か？」

　ソーシが灯萌に声をかける。灯萌は、手に持ったソーシの制服を見て、もしかして、とつぶやいた。

「ひょっとしてオタっち、アタシのこと助けてくれた？」

「あぁ、たまたまボールが見えたからな。とっさに上着を投げるくらいしかできなかったけど、ケガしてないか？」

「ん～、アタシは平気っぽい。けどアンタこそケガしたんじゃない？」

「大丈夫だ、これくらい」

　ガラスの破片が飛び散ったというのに、奇き跡せき的にケガをしたものはいないようだった。割れた窓の一番近くにいたのがソーシの隣に座った灯萌だったのだが、ソーシがかばったおかげで無傷。近くにいたソーシと乖人も無傷だった。教室に飛んできたボールも、当たり所が悪ければケガの原因になったはずだが、ソーシがキャッチしたおかげで大事にはいたらなかった。

「驚おどろいたよ、ソーシ君。運動神経いいんだね」

「たいしたことない。キャッチボールくらい誰だれだってできるだろ？」

「灯萌さんをかばいながら飛んできたボールを摑むなんて、普ふ通つうの人にはできないよ……というより、ソーシ君飛んでくるボールなんてよく見えたね」

「たまたまだって言ったろ。たまたま窓の外のボールが見えたんだよ」

「ふーん……まぁ、ソーシ君がそう言うならそういうことにしておくよ」

　なんとなく含ふくみのある言い方の乖人。ソーシはわずかに顔をしかめた。今の行動はちょっと不自然だったかもしれない。しかし灯萌をかばうにはこうするしかなかったのだ。

「助けてくれてありがとね、オタっち」

「あぁ……そうだな」

　なにがそうなのかよくわからない、ソーシの口から出たのはそんな意味不明な言葉だった。そもそも田舎育ちのソーシにとって、同年代の女子に至近距離からお礼を言われるなんて経験はこれまでほとんどなかったので、どう反応すればいいのかわからず変な言葉しか出てこなかったのだ。

「オタっち、ちょっとだけカッコよかったじゃん」

「そんなこと、ない」

「なに、照れてんの？　あはっ、顔赤いよ～」

　灯萌はなぜかソーシの顔を至近距離からのぞき込んできて、どう反応すればいいのかますますわからない。ふわりと甘い匂いが灯萌からただよってくるのが、どうも気まずく思えた。なにか上手うまい返しでも言いたいが、自分にそこまでの社交性はないと改めて思い知らされた気分だった。

「いったい、ここでなにがあったのですか？」

　と、ソーシたちに声をかける生徒がいた。振ふり返ると、一人の女子生徒が室内に散乱するガラスを観察し、眉まゆをひそめていた。

　艶つややかな長ちよう髪はつに髪かみ留どめをつけた少女だった。キリッとした眼差しとたたずまいは、彼女のマジメさを表しているようだった。口元にあるホクロが少しだけ色っぽい印象を見る者に与あたえる。

「あぁ、えぇっと……」

「学級委員長の、亞あ彌や歌かさんだよね。ボクらに用かい」

　乖人がスラスラと名前を告げる。ソーシも彼女には見覚えがあった。入学初日のホームルームの時間で早さつ速そく学級委員長に選ばれた彼女は、聞くところによれば、昨年まで轟岳館学園中等部でトップの成績を修めていた才さい媛えんらしい。

「うちのクラスでなにか事件が発生したと聞き、様子を見に来たのです」

「それだけのためにわざわざ？」

「委員長としての務めですから」

　委員長はキリッとした表情で告げる。ウワサ通りマジメそうな物もの腰ごしの少女だった。

「それで、なぜ窓ガラスが割れているのか、理由を教えてもらえませんか？」

「窓の外からボールが飛んできたんだよ、ほら、そこに落ちている」

　乖人がボールを指さすと、なるほど、と委員長はうなずいて見せた。

「どうやら、グラウンドにいる誰かが野球をしていたのが原因のようですね。それで、どなたかケガをした人はいませんか？」

「へーきへーき、このオタっちが助けてくれたからね～」

　と、灯萌がソーシの背中をパンパンと叩たたく。どういうわけか、灯萌とソーシの間の距離感がいつになく近い気がする。そんな二人を見て、委員長はなるほど、とうなずいている。

「ケガがないのでしたらけっこうです。この件は、私から教師に報告して問題にしようと思います」

「問題って？」

「野球のボールが窓ガラスに直撃するということは問題です。また同じことが起これば、今度はケガ人が出るかもしれません。その対策を学校側に求めようと思います。もちろん、校庭で野球をしていた生徒にも注意をします」

　委員長の言うことはもっともだった。しかし──ソーシはチラリと窓の外を見た。一年生の教室は校舎の四階という高い位置にある。校舎の隣となりにあるグラウンドは結構広い。この学園島はそもそも轟岳館学園を建てるために作られた人工島なので、土地は余っているのだ──あの位置からこの高さの窓ガラスを割るほどのボールを飛ばすのは、かなりの強打者でないと不可能ではないだろうか。

「それはそうと、ガラスの破片が飛び散っていては危険ですね」

　委員長がふと、そんなことを言う。

「確かにそうだね」

　乖人がうなずくとおり、室内にはガラスの破片が残っていた。

「委員長の務めとして、私はこの教室を清潔に保つ義務があります」

　と、委員長は両手にホウキとチリトリを構えた。いつの間に持ってきたのだろう？

　委員長は慣れた様子でホウキを持ち、散らばったガラスを集めていく。

「こういうのって普通、ガラスを割った本人がやるんじゃないか？」

「放置しておけば誰かがケガをする可能性が高まります。迅じん速そくに掃そう除じすべきです」

　もっともである。てきぱきと掃除する委員長を見て、最初に動いたのは乖人だった。

「手伝うよ、亞彌歌さん」

　乖人が周囲の机やイスを移動させ、掃除しやすくしている。こういうときにサラリと行動できるのがイケメンなのかもしれない。乖人は外見だけでなく性格もイケメンだった。変人のはずなのに。ソーシもなにもしないわけにはいかないだろう。

「俺も手伝うよ」

「ありがとうございます。机の上にも破片があるかもしれませんから気をつけてください」

「はいはい」

「あー、アタシ用事思い出したわ～。じゃぁね～」

　と、灯萌が片手を振りながら教室から出て行く姿が見えた。いや、灯萌だけではない。教室内にいた生徒たちはいつのまにか消え、残ったのはソーシたち三人だけだった。厄やつ介かいごとの気配を感じ、全員さっさと逃にげたようだ。

「ボクらだけになっちゃったね」

「別にいいだろ。この程度三人いればすぐに終わる」

「そうですね」

　三人で作業をするとすぐに終わりそうだった。最後、委員長がチリトリを構えて座ったので、ソーシはそこに向かってホウキを動かしていく。自然としゃがんだ委員長を見下ろす形になってしまったが、委員長のスカートが白い太ももで押し上げられている姿にどことなくエロスを感じてしまう。これ、ソーシもしゃがめば絶対スカートの中の下着が見える。もちろん実際にそんなことをやったりはしないが。

「それはそうと空我山君」

「な、なんだ、委員長」

　まずい、視線に気づかれただろうか？　委員長が座ったままソーシを見上げる。その視線はなぜか、ソーシの胸むな元もとを見ていた。

「今日もその服を着ているのですね」

　ソーシの胸のシャツには、肌はだ着ぎのシャツにプリントされた美少女が浮うかび上がっていた。そういえば、先ほど上着を脱ぬいだあと、そのままにしていた。

「はっ、もしかして委員長、俺を校則違い反はんで捕つかまえる気か？」

「いいえ。それは私の職務ではありません。それに高校生がこれくらいのオシャレをするのは普通のことだと思います」

「普通の高校生はさすがにこんなシャツを常つね日ひ頃ごろ着ないと思うよ」

　乖人はどっちの味方だ。

「ただ、その絵に個人的な興味があるので、よく見せてもらってもいいですか？」

「そりゃいいけど」

　委員長は立ち上がると、ものおじせずにカッターシャツのボタンを外したソーシの胸元から腹部にかけて視線を動かしていく。委員長の吐と息いきがかかりそうなくらい、お互たがいの距きよ離りが近い。チリトリとホウキを使っていた位置関係のままだからだ。よく考えたら、人ひと気けのない放課後の教室、委員長と二人きりで至近距離で見つめ合うというのはなかなかアヤシイ光景だ。ソーシの好きなギャルゲーとかなら絶対なにかイベントが発生するパターンだ。

「委員長もソーシ君の嫁よめに興味があるの？」

　そういえば、乖人も近くにいるのを忘れていた。二人きりではなかった。

「嫁？」

「あぁ俺が心から愛する彼女は、俺にとっては嫁のような存在だということだ」

「そういえばソーシ君。今さらだけど、ソーシ君の嫁の彼女って、どの作品の子？　ボクも初めて見るんだよね」

「そりゃそうだろう。俺のオリジナルキャラだからな！」

「え？　ソーシ君が自分で描かいたってこと？」

「そうだ。俺の母親は服ふく飾しよく関係の仕事してるから、俺の描いたイラストをもとに作ってもらったんだ」

「それって、お母様もこのことを知っているということですか？」

　委員長が驚いたように口元に手を当てた。

「そうだな、俺の嫁なんだから、親にも紹しよう介かいして当然だろ」

「なるほど。空我山君は本当に大物ですね」

「もしかして、呆あきれたか？」

「感心したのです──その女の子は、空我山君が考えたキャラクターということですよね？」

「あぁ、そうだ。もしかして委員長も俺の嫁に興味ある？　なんなら、予備のシャツがあるからあげようか？　女子サイズも作れるぞ」

「いえ、いりません」

「ボクはちょっと欲しいかも」

「男はダメだ」

「ヒドイよ、ソーシ君」

　本気で残念そうな顔をしている乖人は措おいておいて──委員長はふむ、と思し慮りよ深げな顔でアゴに指を当てた。

「空我山君。確かあなた、この絵のような女の子が理想の女性像で、現実でも似た女性を捜さがしていると言っていましたね？」

「まぁな。とは言っても、こんなかわいい子が現実にいるとは俺も思ってないけど、万が一、億が一のわずかな可能性にかけて……」

「いますよ、その子」

　委員長の言葉に、ソーシは思わず自分の耳を疑った。

「その絵とそっくりな子、私見かけました」




　轟岳館学園のある学園島と本州との間には橋がかかっている。片側二車線に自転車歩行者道が整備されており、橋の上からは瀬戸内海の海と島々がゆったりと眺ちよう望ぼうできる。轟岳館学園は今時珍めずらしい全ぜん寮りよう制せいの学園である。しかも学園島にはイカロスグループ直営の各種商業施し設せつがそろっているため、日常生活に必要なものは全すべて島内で入手することが可能だ。簡単には入手できないものも通つう販はんサイトで注文すれば翌日には手に入る。もちろんその通販も運営会社はイカロスグループだ。地方出身の生徒が学園島に来ると、地元よりよほど都会だ、とカルチャーショックを受けるほどである。

　そういった事情もあって、長期休きゆう暇か以外で生徒が島外へ出ることはあまりない。

　そんな中、学級委員長である七なな有う美み亞彌歌は先日、本土へと行く用事があったそうだ。

『私が町を歩いているときたまたま見かけたんです。すごく変わった恰かつ好こうをしていて、コスプレって奴やつですか？　とても目立っていたので私も思わず見つめてしまいました。その顔がどこかで見覚えあったような気がして、ずっと思い出そうとして頑がん張ばっていたんです。それで今日、空我山君の服の絵とそっくりだって気づいたんです』

　その情報を聞くや、ソーシは学園を飛び出し、本州へと続く橋を全速力で駆かけ出した──が、すぐに止められた。橋にあるゲートで警備員に止められてしまったのだ。

「生徒が島から出る場合は学生証と、外出理由を書いた書類を提出するように。書類には担任の先生のハンコがいるぞ」

「くっそめんどくさいな！」

「はぁはぁ、やっと追いついたよ、ソーシ君」

　遅おくれてなぜか乖人がやってきた。その手には外出届と書かれた紙があった。

「はい、職員室に行ってもらってきたよ。ハンコももらってきたよ」

「乖人、ナイス！」

　乖人は中等部から学園に在ざい籍せきしていたらしいので、高校入学のソーシより学園のシステムにくわしい。手回しがよかった。

「はい、これでいいよ。平日は午後七時までにここへ戻もどるように。時間内に戻らなかった場合はペナルティがあるぞ。最悪停学処分になるから気をつけるように」

　警備員に見送られてゲートを抜ぬけることができた。

「これがあるからみんな普ふ段だんは島から出ないんだよね。島内の暮らしに不満はないし」

「なら委員長はなんで外出したんだ？」

「さぁね。けど委員長は一年生の学年トップだし」

「それが関係あるのか？」

「成績優ゆう秀しゆう者はこの学園だといろいろ特典があるんだよ。外出手続きも担任の許可がなくてオーケーだしね」

「なんだそれ、格差社会だな」

「現実の社会を模も倣ほうしたシステムって、先生たちは言ってたね」

「でも乖人はあっさり先生からハンコもらえたな」

「ボクもいちおう学年四位だからね、先生からそれなりに信しん頼らいされてるんだ」

　……なぜだろう。今少しイラッときた。

　そのままゲートのすぐ前の停留所からバスに乗って町へ移動する。ちなみにこのバスの運営会社もイカロスグループなので、学園の生徒は特別料金で利用できる。

　バスにゆられること二十分──目的の町に到とう着ちやく。海辺だが、北へ行くとすぐ山があるため道路の多くが坂道であり、住宅も斜しや面めんに密集している。

　夕方という時間もあってか、それなりに人どおりも多い。そんな町中にソーシと乖人の二人組は立ちつくしていた。

「それでソーシ君。委員長が目もく撃げきした人を捜すつもりなんだろうけど、具体的にどうするつもり？」

「走って聞き込みをしながら捜す！」

　ソーシは毎朝走り込みを続けたりしているので体力には自信があった。とにかく時間いっぱい町中を走って捜すつもりだ。

「ソーシ君地元はここじゃないよね？」

「あぁ、俺の実家はもっと西の方だ」

「知らない町中を闇やみ雲くもに捜してもダメだよ。まぁ、少し待ってよ。ボクが今情報を集めているから、それから捜したって手て遅おくれじゃないよ」

　乖人はバスに乗っているときからスマホでなにか操作をしていた。

「どうする気だ？」

「ボクは一応中等部のころから学園に通っているし、このあたりの知り合いも何人かいるからね。ラインとツイッターで情報収集中。委員長の言う外見の人が近くにいるなら絶対目立つはずだからね」

「確かにそうだな」

「あ、リプライあった」

　ソーシも乖人のスマホを横からのぞき込んだ。

「なになに『十五分くらい前に駅前で見たよ』か、よし……って、これ、お前のアカウント？　名前が『きもぶた王子』って……」

「よかったらフォローしてね☆」

「自分で自分を王子って言っちゃう人はフォローしたくないな」

「ひどいよ、ソーシ君」

　あと、語ご尾びに☆がつきそうな勢いのキメ顔をしてきた乖人のことが純じゆん粋すいに気持ち悪かった。見た目は間ま違ちがいなくイケメンなのに、つきあえばつきあうほど乖人の残念な部分が見つかっていく。

「まぁいい。駅前ってこっちか？　俺は行くぞ」

「あっ、待って」

　ソーシは乖人のことを置き去りにして、全速力で走った。駅前がどっちかはよくわからなかったが、線路が見えたのでそれに沿って進めばいいだろう。

　細い歩道をしばらく走っていくと、見つけた。明らかに場違いな服装をした人物を。

　それは、幻げん想そう的な美しさを持つ少女だった。銀色の髪かみは人形のようにきれいで、見るものを幻げん惑わくする。年ねん齢れいは、ソーシとあまり変わらないくらいだろう。ほっそりとした身体からだには、半はん透とう明めいの布がまとわりつき、その下には肩かたや腰こしが露ろ出しゆつした扇せん情じよう的な衣装をつけている。ほとんど無防備とも言える服装だが、手足には黒光りする防具のようなものがつけられ、片手に杖つえのような棒状のものを持っていた。

　鋭するどい眼まな差ざしに固く結ばれた口元は、彼女の意志の強さを表しているようだった。そしてなにより誰だれもが見とれてしまうほどの美び貌ぼう。奇き抜ばつな衣装を抜きにしても、彼女が非常に目立つ存在であることは間違いなかった。

　そして委員長の目撃情報通り──彼女は、ソーシの描いたイラストの少女とそっくりだった。髪の色こそ違うし、目つきもイラストよりも若じやつ干かん鋭すぎるが、それ以外は非常に似ていた。なにより……

「モモカ、なのか？」

　ソーシは思わずその名をつぶやいた。知らず、足が彼女に向かって歩んでいく。が、そこでソーシは異変に気づく。彼女が歩く背後から、車が接近してきている。その車の動きが妙みようだ。なぜか歩道にいる彼女めがけてまっすぐ突つっ込んできている。

　そんな車の異変に、周囲の誰よりも早くソーシは気づいた。先ほど教室に飛んできた野球ボールにも真っ先に気づいた。それには理由があった。

　ソーシの目には、普ふ通つうは見えないものが見えている。それは糸だ。正確に言うなら、糸のようなものを見ることができるのだ。

　それはソーシが五歳のとき、とある事件をきっかけに見えるようになった。

　周囲の人間の身体から糸が伸のびているように見えるのだ。それはキラキラと輝かがやく細い糸だ。糸は何十本も人の身体から伸びており、数メートルほど先で空中に消えている。最初にそれを見た時、まるで操り人形の糸のようだと子供心に思った。

　そしてこの糸は、自分以外の人の目には見えていないとすぐに気づき、以来、他人に糸の話はしないようになった。

　人には見えないものが見える──そう聞くとソーシの好きなマンガやアニメによくあるような心おどる設定だが、現実はそんなにいいものではない。そもそも、変な糸が見えたからといって、現実に役立つことなどない。

　まず、目には見えるが、この糸に触さわることはできない。触ろうとしても指先には空気を摑つかむ感かん触しよくしかない。糸に他ほかのものがぶつかっても素す通どおりするだけで、糸に変化はないのだ。そんなものが見えるだけなら煩わずらわしく思えるが、糸はかなり細く、目に力をこめないと見えないので日常生活に支障はない。

　そんな糸の存在はながらく謎なぞだったが、小学生になった時、師し匠しように初めて糸のことを相談したら、『それは運命線ね』、と言われた。師匠によれば、人の運命が糸状に可視化された存在だそうで、師匠自身は運命線を見ることはできないそうだ。

　そう言われて改めて糸を注意して観察すると、少し特性がわかってきた。人の全身から伸びているのは共通しているが、糸の数に差があることがわかった。人によっては全身からそれこそ数百本以上の糸が伸びていたりするが、せいぜい数十本程度しか糸がない人間もいた。糸の数は千差万別だが、だいたいにおいて、若者ほど数が多く、年寄りほど数が少ない傾けい向こうにあるようだった。ただ子供でも運命線が少ない場合もあったりして、例外もあるようだ。

　そして運命線の中には、二人以上の人間の間に結ばれているものもあった。この運命線はどうやら、知り合い同士の間でつながっているとわかった。肉親や親友など、近い関係の人間ほど糸でつながっている可能性が高いようだ。

　だがそれもあまり役に立つ情報ではなかった。運命線をたどれば赤の他人の人間関係がある程度わかるが、男子小学生の日常でその能力が役立つ場面は皆かい無むだった。他人の運命線同士を結べば恋こいのキューピッドになれるかもと思ったが、運命線に触れないのではどうしようもない。

　ただ、もう一つ発見した法則は役に立った。注意深く観察すると、ごくたまに、運命線同士が絡からまっている場合があるのだ。複数が絡まった運命線は注視しなくても目立つので発見しやすい。そういった運命線を持つ人間は、だいたい近い将来にトラブルに巻き込まれるのだ。

　先ほどの教室の一件もそうだった。教室でソーシのそばにいた灯萌の身体から、絡まった運命線が伸びているのが見えたのだ。その運命線はそのまま窓の外へと伸びていた。視線をそちらへ向けると、絡まった運命線の先が外から飛んでくる野球ボールへとつながっており、運命線のおかげでソーシはその危険をいち早く察知できたのである。

　この能力を使えば自分の不幸も回かい避ひできると最初は思ったが、それはできなかった。なぜなら、ソーシは自分自身の運命線を見ることができないからだ。目をこらせば他人の運命線は見えるのに、自分のものだけはどんな方法を使っても見えないのだ。話はそこまでうまくないらしい。

　そして今も、その効力が発揮されていた。目の前の少女の体から絡まった運命線が伸びているのが見える。数十本以上の糸が複雑に絡み合ったその運命線は、できそこないのクモの巣のようだった。その運命線は少女の背後を走る車へとつながっていた。

　絡まった運命線の先にあるものは、高確率でトラブルの原因となる。ソーシが視線をその車へと向けると、その異常さに気づいた。

　走ってくる車は白い軽トラ。車自体はありふれた車種だ。だがどういうことか、こちらから見える運転席には誰も乗っていない。にもかかわらず軽トラは車道を高速で走りつつ、一直線に少女へと突っ込んできていた。

「あぶない！」

　ソーシは思わずそう叫さけびながら駆かけだした。このままでは人身事故になるのは確実だ。黙だまって見ていることなどできない。全速力で走っていくと、こちらを見る彼女と一いつ瞬しゆん視線が交こう錯さくした。彼女の鋭い眼差しがキッと吊つり上がり、ソーシのことを睨にらみつけた。ソーシの全身を、形容しがたい悪お寒かんのようなものが包み込む。同時に、周囲に轟ごう音おんが響ひびいた。

　そして気づいてみれば、ソーシは道路の上に転がっていた。

「汝なんじは何者かや？」

　ソーシの目の前には件くだんの少女がそびえ立っていた。地を這はうように転がったソーシの鼻先には、鈍にぶく光る棒状のものが突きつけられている。よくよく見れば、それは少女が片手で持つ日本刀のような刃は物ものだった。

　全すべては一瞬のできごとだった。それこそ速すぎて、目撃したソーシ自身も信じられない気持ちだった──少女の背後へと迫せまる車。そのまま凄せい惨さんな事故に発展するかと思われた瞬間、少女は片手に持った棒を、ほとんど振ふり向くことなく背後の車めがけて振り払はらった。轟音が響き、その車は前面をひしゃげさせながら真横へと進路を変え、道路横の建造物に激げき突とつして停止した。同時に少女は滑すべるような足運びでソーシめがけて接近。先ほど振り払った棒状のものを手元に戻もどすと、鞘さや走りとともにその刀身が露あらわになる。そこでようやくソーシはその棒状の物が刀だったと認にん識しきする。ソーシの目前に迫った少女は片手でソーシの肩を摑むと、ソーシの体を地面の上に軽く投げ飛ばし、その鼻先に刀の切っ先を向けてきた──これらのできごとが、それこそ瞬まばたきを数回するような短時間で展開したのだ。

　チラリと、傍かたわらの壁かべに突っ込んだ軽トラックを確認する。前面がひしゃげているが、中にはやはり誰も乗っていない。なぜ無人の車が走っていたのだろう。少女から伸びる運命線は、車にデタラメにからみついていた。それこそがんじがらめにするかのように。運命線が人間以外のものにここまでからみつく様は、ソーシも初めて見た。

「汝、ワタシの名を口にしたな？　ワタシを知っているのか？」

　少女が真っ直すぐソーシに問いかけてくる。冷たく、殺気のこもった声だった。実際凶きよう器きを向けられた状じよう況きようなのだから、ソーシはこのまま無事には済まない可能性もある。だが、不思議とソーシの内心は落ち着いていた。

「あぁ、モモカ、なんだろ？　俺は、お前のことを知っている」

「モモカ……」

　少女はその名を、嚙かみしめるようにつぶやいた。

「……不思議だ。なにも覚えてないはずなのに、その名には懐なつかしい響きを感じる」

「覚えてない？　どういうことだ？　まさか、記き憶おくがないのか？」

「ワタシは……クッ」

　少女はそこでうめきながら膝ひざをついた。手に持っていた刀が音を立てて地面に転がる。ソーシは思わず立ち上がって、うずくまる彼女に近づく。

「どうした？　どこか、ケガでもしているのか？」

　その瞬間、くぅぅ、その場の雰ふん囲い気きにはにつかわしくない、かわいらしい音が響いた。たった今まで殺気さえ感じるほど冷たい雰囲気を放っていた少女は、ふにゃっと表情をくずしていた。

「うぅぅ……おなか……減った……」

　うずくまった少女が絞しぼり出すような声をもらす。

「もう……何日も……なにも食べてない……」




「お姉さんすいません、ラーメン二つください」

　ソーシはたまたま見つけたラーメン店に入って注文をすると、奥の席を選んで一いつ緒しよに来た少女と二人で座る。

　結局あの後、ソーシは少女を連れて事件現場から逃にげ出してしまった。ほどなくやってくるであろう警察にソーシは関かかわりたくなかったのだ。警察に自分が見たままを話しても、ロクな結果にはならないだろう。無人の車が勝手につっこんできた、と正直に言ってもすぐには信じないだろうし、最悪痛くもない腹を探さぐられることになる。警察にはいい思い出がないのだ。

　少なくとも車の暴走事件に関して、ソーシや少女に落ち度はないはずだ。少女が車を殴なぐり飛ばして半はん壊かいさせたことだって、あのままだと激突していたのだから正当防衛の範はん疇ちゆうだ。そう考えたソーシは厄やつ介かいごとを避さけるため、現場から逃げ出したのだった。

　逃げる途と中ちゆう、少女の外見はあまりに目立ちすぎるので、ソーシの制服の上着を着せた。まだ目立つが最初のカッコウよりはマシになっただろう。そして空腹が限界に近いらしい少女のために、町中で見つけたラーメン店に入ったところである。

「ここはなにかしら？」

「ラーメン屋だ。知らないのか？」

「ラーメン……そう、食事を提供する商店ね」

　少女はテーブル席に腰こしを下ろすと、壁に袋ふくろに入った刀をたてかけ、自身は硬かたい表情で腕うでを組んだ。同い年くらいの少女のはずだが、こうやって対たい峙じするとえもいわれぬ威い圧あつ感かんを感じる。こちらを警けい戒かいしているのだろうか？　まぁ、向こうからすればソーシは初対面らしいのでムリもないか。だが、ソーシとしてはこの少女の正体を突き止める必要がある。

「空腹ならラーメンをおごろう。そのかわり、少し話を聞かせてくれないか？」

「ワタシを懐かい柔じゆうする気？　あいにくワタシはそのていどの」くぅ～「…………」

　絶ぜつ妙みようなタイミングで少女のお腹なかが鳴った。少女は凜りんとした硬い表情を崩くずさないが、頰ほおが少しだけ赤くなってきた。うん、カッコつけたタイミングで今のは恥はずかしい。

「ラーメン一いつ杯ぱいくらいたいしたことじゃない。見返りとかは気にするな。少しだけ俺とおしゃべりをしてくれればいい」

「……なにが聞きたいのかしら？」

　少女も空腹には勝てないのか、話に食いついてきた。

「さっき、記憶がないようなことを言っていたけど、実際はどうなんだ？」

「そうね。ワタシ、何日か前に山の中で意識を取り戻したの。それ以前の記憶がないみたいでね。しばらくは山の中で暮らしていたんだけど……山には食べ物が少なくて、最近この町の近くにまで来たのよ」

　記憶がない、というと大事のはずだが、語る少女から悲ひ愴そう感は感じられなかった。

「本当に記憶がないのか？」

「自分が何者で、どこから来たのか、さっぱりだわ。あぁ、でもさっき、あなたにモモカって呼ばれたときは、ちょっと頭の中でなにかが閃ひらめいたの。それで反射的にあなたにつかみかかっちゃったわ。ごめんなさい」

「やっぱりな……これを見てくれ」

　ソーシがカッターシャツの前のボタンを外し、肌はだ着ぎのシャツにえがかれたイラストを少女に見せた。

「この子、あんたと似ていると思わないか？」

「……見たこともない絵ね。悪いけど、記憶にないわ」

「この子の名はモモカ。俺はずっとこの子を捜さがしていた。そして絵に似ているあんたをさっき見かけて、思わず声をかけたんだ」

「事情はわかったけど……あいにく、ワタシはあなたのことなんて知らないわ。もっとも知り合いなんて誰だれもいない状況だけどね」

「おまたせしましたー」

　と、女性店員が二杯のラーメンを持ってきた。むわっと醬しよう油ゆのきいたスープの香かおりが鼻先をくすぐる。

「へぇ、これがラーメン……これはまた、面めん妖ようね」

「ラーメンだけに麺めん妖ようってか」

「え？」

「……いや、なんでもない。冷めないうちに食べてくれ」

　ソーシの高度なギャグは正体不明の少女に通用しなかった。その少女は未知の食べ物と遭そう遇ぐうした原始人のような顔でラーメンを見ている。

「ほら、これはこうやって食べるんだ」

　ソーシは割り箸ばしを片手に持ってぱちりと割り、そのまま麺をすすって食べてみせる。へぇ、と少女は興味深そうにうなずいた。そうやってマジマジと見られると、なんとなく気まずい。

　ここはご当地ラーメンである尾おの道みちラーメンの店である。ソーシも初めて入った店だが、ラーメン一杯五百八十円で助かった。今日は学園を勢いで飛び出してきたので、現金の手持ちが少なかったのだ。この値段なら二人分のラーメン代を払っても残金に余よ裕ゆうはある。

　少女は割り箸を物もの珍めずらしそうに見ながら二つに割り、麺を持ち上げて口へと運ぶ──割り箸を珍めずらしがっている割に、箸の持ち方や使い方はキレイだ。言葉だって、普ふ通つうに日本語を話している。銀ぎん髪ぱつと奇き抜ばつな衣装のせいで外国人のようにも見えるが、やはり彼女は日本人なのだろうか。

「ひぅっ！」

　と、ラーメンを口にした少女が短い悲鳴を漏らした。

「どうかしたのか？」

「……あ、あちゅい……」

　気が強そうに見えた少女の目が涙なみだ目めになっていた。できたてのラーメンをいきなり食べようとすれば、それはもちろん熱いだろう。

「慌あわてるからだ。ほら水を飲め」

「ん……」

　コクコク──白いノドをならして冷水を飲む少女。

「落ち着いて、ふーふーしてから食べるんだ」

「子供あつかいはやめて。ワタシはこれでも一人前のもののふよ」

　もののふ……武士か。そんな言葉を日常会話で使う人間、ソーシは初めて見た。だが勇ましいことを言いつつも、少女はラーメンにふーふー息をふきかけて食べ始めた。なにこの子、かわいい。

「こ、これは……なんてことなの、この食べ物は……」

「どうかしたのか？」

「この食べ物は……美味おいしすぎるわっ！」

　そう叫さけぶや、少女は猛もう烈れつな勢いでラーメンをすすりはじめた。

「このツルリンとした食感……おつゆはけっこう塩しお辛からいわ。けど、それが香かぐわしい香りと調和して新たな味わいになっている……おつゆになにか白い物体が浮うかんでいるけど、これは獣けものの肉かしら？　これが全体に複雑な味わいとコクを与あたえていて、なんとも言えない調和をかもしだしているわ。端たん的てきに言って、とても美味しい！」

　グルメマンガのような解説をしながら少女はズルズルとラーメンをすいこんでいく。まるでバキュームカーだ。そして同時に、さっきまで他人を寄せ付けないほど冷たいオーラをまとっていたはずの彼女は、一転して幸せそうにラーメンをほおばっていた。見ているソーシにまでラーメンの美味しさが伝わってくるかのような顔だった。

「うちのラーメンは口にあったようじゃね」

　と、女性店員が声をかけてきてくれた。少女は嬉うれしそうにうなずいてみせる。

「えぇ、とても美味しいわ。この町に来て食した中で一番の美味ね」

「そりゃ嬉しいね。けどあんま慌てんと、落ち着いて食べんさい」

　いや、そもそもこの少女、今までまともに食事をしていないらしいから、この町で一番美味うまいって言っても比ひ較かく対象がほとんどないはずだ。ものは言いようである。

「食べながらでいいから聞いてくれ。あんた、記憶がないと言っていたが、せめてなにか覚えていることはないのか？　なんでもいい」

「んん、そふひはえぇぇてほ」
















「いや、口にものを入れてしゃべるな。わかった。食べ終わるまで待つから」

　猛烈ないきおいで食事をする少女はあっというまにラーメン一杯を食べてしまった。ラーメンのスープまで飲み干したあと、ちらり、ソーシの手元を見てくる。ソーシは少女の食べっぷりについ見入ってしまい、最初の一口しかまだ食べていない。

「……もしかして、まだ空腹なのか？」

「そ、そんなことはないわ」

　だが少女は明らかに挙動不ふ審しんな態度でチラチラソーシのラーメンを見ている。

「……よければ食べるか？」

「いいの!?　い、いえ。別に欲しいわけじゃないわよ？　でも食材をムダにするのはもののふの名折れだし、あなたが食べないのならワタシが食べるわ」

　いいわけがましく言いながら、少女は嬉しそうに、ソーシのドンブリを引き寄せる。女性店員はそんなソーシたちをほほえましいものでも見るような眼まな差ざしで観察している。あまり注目しないで欲しい。

　少し手持ちぶさたになったソーシは、ふと思い出してスマホを見た。見ると、着信が何度か入っていた。相手はすっかり忘れていた乖人だ。

『こっちは大だい丈じよう夫ぶ。目的は達成できた。帰ったら説明する』

　簡単にまとめてメッセージを送っておいた。すると数秒と待たずに返信があった。

『よかった。昨日も事件があったらしくて、心配してたよ。早めに戻もどった方がいいよ』

　事件？　ソーシは、ふと店内に設置されたテレビを見上げた。地方テレビ局のチャンネルで夕方のニュースをちょうどやっていた。昨日町中で爆ばく発はつ事故があったらしい。道どう路ろ脇わきの一角にシートが張られ、周囲を警察官が固めていた。報道に拠よれば、ガス爆発らしい。そしてその現場というのが、ここの近所らしかった。

「なんだか物ぶつ騒そうじゃねぇ。最近は夜中に山から獣の雄お叫たけびみたいなんが聞こえるんよ。野犬でもおるんじゃないかってウワサになっとるけぇ、あんたらも気をつけんさいよ」

　と、女性店員がそんなことを言う。なんだかひっかかる言葉だ。

「ごちそうさま。美味しかったわ」

　ラーメン二杯を食べ終わった少女が丁てい寧ねいに手を合わせている。少し食べ過ぎじゃないかと思ったが、何日もまともな食事をしていないというならこの食しよく欲よくもむべなるかな。

「落ち着いたか？　なら話を……」

「さっきから気になってたんだけど、これはなに？」

　と、少女は壁かべに貼はられたポスターを指さした。マイペースな少女だ。

「なにって、ポスターのことか？」

「ポスター……知っているわ。写真ってやつよね。本当に、精密な絵ね。人間はこんなものも作れるようになったのね」

　と、少女はうんうんうなずいている。この子、いつの時代の人間だろうか？

「この人はこんな化け粧しようをしているところを見ると、身分の高い人かしら？　貴族？」

「閣下だよ。閣下を知らないのか？」

「閣下？　やっぱりえらい人なのね」

「閣下は人じゃない。悪あく魔まだ」

「悪魔？」

「広島県民はガン検けん診しんを受けないと閣下から悪魔的一いつ喝かつを入れられるんだよ」

　少女は不思議そうにガン検診のポスターを見ていた。そんなことも知らないなんてやはり不思議な少女だ、とソーシは内心で思っていたが、実は県外の人なら少女の反応のほうが一いつ般ぱん的である。

「閣下の話はもういいだろ？　それより話を聞かせてくれ。記き憶おくがないらしいが、自分の名前も覚えていないのか？」

「そうね。さっぱりだわ」

　あっさりうなずく少女。そんな状態でも不安を感じている様子もない。

「ちなみに俺は空我山ソーシ。この名前に覚えは？」

「ソーシ、ね……ごめんなさい。まったく記憶にないわ」

「そうか……とりあえず名前がないのは不便だ。仮にだが、モモカと呼んでもいいか？」

「なんとなく、その名前には聞き覚えがあるのよね。だからその呼び方でいいわ」

「で、モモカ……なんでもいいから、覚えていることはないのか？　自分の過去に関係あることなら、どんな小さなことでもいい」

「そうね……一つだけあるわ」

　少女、モモカは指を一本だけ立てた。

「なにも覚えていないけど、一つだけ、頭にこびりついて離はなれない言葉があるわ。




『全ての鬼おにを殺せ』




　その一言だけは覚えている」

「鬼？」

　どういう意味の言葉だろう。情報が少なすぎて判断のしようがない。

　そもそもモモカの服装も異様だ。記憶喪そう失しつの件を措おいておくにしても、こんなコスプレじみた服装をしたモモカの正体はなんなのだ。手には日本刀まで持っているし、なにより先ほど車を弾はじいてしまった怪かい力りき──冷静に考えて、モモカが普通の人間であるとは考えにくい。なら何者かと聞かれても答えはみつからないが。

　さしせまった問題は、この後どうするかだ。ソーシには門限があるからもう学園に戻らないといけないが、まさか部外者のモモカを連れ帰るわけにもいかない。だが記憶のないモモカには帰る場所もない。警察に事情を説明してモモカを預ける？　いや、それはない。

　モモカは、十年もかけてソーシがたどり着いたたった一つの手がかりだ。この少女を手放すという選せん択たく肢しはありえない。

　ソーシが思考を巡めぐらせていたその時──オオオォォォォォォォォ、店の外からうめき声のような声が聞こえてきた。

「やだ、この声よ、さっき言ったん」

　女性店員が言う山からの雄叫び──しかし、予想外に大きな声だ。なにかのサイレンかと思った。ズシンッ、なにか、重いものが地面に落ちたような音と衝しよう撃げきまで伝わってくる。

「来た」

　ガタッとイスをならして立ち上がるモモカ──ラーメンをすすっていたときとはうってかわって、彼女の瞳ひとみには怜れい悧りな輝かがやきが宿っていた。片手には立てかけてあった刀を持ち、初対面の時と同様、全身から畏い怖ふを覚えるほどの殺気が漏れ出ている。

「奴やつが、来たわ」

「どういう意味だ？」

「鬼よ！」

　叫び、モモカは風のように店から飛び出していった。

「あぁ、ったく……代金おいておきます！」

　千二百円をテーブルにおいて飛び出した。おつりはいらない。モモカの後を追う。

「なんだよ、あれ……」

　外に出て、思わず声がこぼれた。道行く人たちもなにやら騒さわぎながら山を指さしている。

　山の麓ふもとに巨きよ大だいな人ひと影かげがあった。大きい。二階建ての家の、さらに倍くらいの高さはある。文字通りの巨人だ。夕暮れの町中にそびえる巨人。その目は妖あやしく光り、鋭するどい牙きばのならぶ口から雄叫びが響ひびいている。なによりその額には目をひく巨大な角があった。

「鬼だ！」

　前方を走るモモカが叫ぶ。そのモモカに変化があった。背中でたなびく長い銀ぎん髪ぱつ。その色が変化する。根本から、銀髪が桜色へと染まっていく。同時にモモカの体が加速、全速力で走るソーシを突つき放すほどの高速でモモカが駆かけていく。

「奴は、ワタシが殺す！　汝なんじは早く逃にげろ！」

　モモカの口調が変わっていた。古風で荒あら々あらしい口調だ。

「待て、モモカ、まだ聞きたいことが……」

「ラーメン、美味かったぞ。再度まみえた時は、ワタシが馳走しよう」

　かすかに微笑ほほえみ、モモカの速度がさらに上じよう昇しよう。ソーシの足ではもはやついていくこともできなくなった。モモカはそのまま住宅街の奥へと消えていった。

「なん、なんだよ、これは!?」

　足を止め、荒く呼吸をくり返すソーシ。状じよう況きようが急展開しすぎてついていけない。

　バリンッ、なにかの破は砕さい音。見ると、巨大な鬼が動き、傍かたわらの家が倒とう壊かいする様がソーシの位置からでも観察できた。悲鳴のような声が周囲から聞こえる。道路に止まっていた車がクラクションを何度も鳴らしている。車をその場に乗り捨て、自分の足で鬼とは反対方向へ逃げていく運転手たちが何人もいる。歩行者も同様、誰だれもが逃げていく。遠くからサイレンの音が聞こえるが、道路は車が多くて全く動かない。

　どうすればいいのか、ソーシにもわからない。本能と常識が、早く逃げろと告げている。あの鬼は、本物だ。幻げん想そうでも何でもなく、現実に出現した怪かい物ぶつだ。人間ではとても太刀たち打うちできないようなバケモノだ。

　だが、ここで逃げれば、きっとソーシは後こう悔かいする。ここで逃げるということは、モモカと別れるということだから。ここで逃げて、もしそのまま二度とモモカと会えなくなれば、ソーシは生しよう涯がいにわたって後悔することになるだろう、十年前と同様に。

　行くしかない──どうするかなんて、行ってから考えればいい。ソーシは人の流れに逆らうように、モモカの消えていった方角へと走っていった。

　そのまま進むと自然と人が少なくなっていったので、現場へは予想外にスムーズに近づくことができた。

　住宅街のど真ん中に突とつ然ぜん出現した巨大な鬼。それは存在そのものが非常識な存在だが、近づくと肌はだがピリピリするような、おぞましく、禍まが々まがしい気配を感じる。

　ソーシの見守る中、鬼がその太い腕うでを振ふった。瞬しゆん間かん、鬼の傍らにあった民家の二階部分が粉々となり、無数のガレキが砲ほう弾だんのように飛び散った。耳みみ障ざわりな破砕音と衝しよう突とつ音が響く。ソーシはとっさに両手で頭を抱かかえたが、さいわいガレキはソーシのいる場所には飛んでこなかった。

　そして飛来するガレキの雨の中、その隙すき間まを縫ぬって風のような速さで動く人影──モモカだ。モモカは民家の屋根から屋根へと、重力を感じさせないほどの素す早ばやさで飛び移る。

「鬼、死すべし！」

　モモカの声が、ソーシの耳にも届く。モモカは屋根から大きく飛び上がると、鬼の頭めがけて手にした刀を思いっきり振り下ろした。

　だが、ガィンッ、固い音。刀は鬼の太い腕によって受け止められ、弾かれてしまった。モモカは空中で身をひねりながら別の家の屋根へと着地。すかさず鬼が巨大な拳こぶしを叩たたきつけた。爆発するようにその民家が吹ふっ飛ぶ。

「モモカッ！」

　思わずソーシは叫さけんだ。モモカがどんなに素早くても、着地の瞬間を狙ねらわれてはどうしようもない。ソーシの目は、鬼の巨大な拳の下した敷じきとなるモモカの体をはっきりと目撃していた。自動車のような大きさの拳があんな勢いで叩きつけられれば、人間などミンチ肉になってしまうだろう。

　だが、ソーシの予想は外れた。

　叩きつけられた鬼の拳の下で、再度爆発が起こったのだ。粉ふん砕さいされた民家のガレキが周囲に吹っ飛び、鬼の拳の下に立つモモカの姿が現れた。モモカは刀を持っていない手を頭上に掲かかげ、鬼の拳を片手で支えていた。たいした風もふいていないはずなのに、モモカの背後では彼女の桜色の長髪がはげしくたなびくように動いていた。

「鬼き畜ちく、滅めつするべし！」

　モモカが目にも留まらぬ速さで刀を振るった。それだけの動きで鬼の右腕が肩かたから切断され、地じ響ひびきと共に落下した。

　鬼は雄お叫たけびをあげながら左手で右肩の傷口を押さえる。そのまま数歩後じさった。怪物じみたその狂きよう暴ぼうな顔がゆがみ、恐きよう怖ふが生まれる。鬼が、目の前のモモカに対して恐おそれを抱いだいていた。モモカは桜色の髪かみをなびかせながら、両手で刀を構えなおした。

「この世に巣くう全ての鬼を、誅ちゆう殺さつすべしっ！」

　モモカが刀を振るった瞬間、巨大な光の刃やいばが切っ先から伸のび、鬼の首を切断した。鬼の頭は宙を飛び、残された鬼の体が膝ひざをついて崩くずれるように倒たおれていく。

　圧あつ倒とう的だった。ソーシは当初の目的も忘れ、モモカの戦いを眺ながめることしかできなかった。理り不ふ尽じんな怪物を秒殺してしまったモモカの圧倒的な力……やはり彼女は人間ではないのだと、改めて見せつけられた思いだった。

　戦いは終わった。半はん壊かいした民家のガレキの上に立つモモカは、ふぅと息を吐はき、刀を鞘さやに戻もどした。なびいていた髪が重力に引かれて落ち、もとの銀髪に戻っていく。

　ソーシはそのモモカに近づこうとした。聞きたいことはまだまだある。ここで見失ってしまえば、もう会えないかもしれない。あわてて走り出そうとした瞬間。

　ドゴンッ、ソーシの真横で爆ばく発はつが起きた。上空から巨大なものが落下して、ソーシの真横にあった民家に直撃したのだ。

　ソーシの全身に衝撃とともに、体中を切り刻まれるような痛み──爆発で飛び散る土やガレキがソーシの全身を傷つけたのだ。とっさに両手で頭をかばうように防ぼう御ぎよしたが、手足や体に無数の傷ができていく。

　目の前で雄叫びが上がる──そこにあったのは、巨大なアゴだ。ソーシなど丸まる吞のみにできる巨大なアゴが開き、鋭い牙が鈍にぶい輝きを放っていた。モモカが切断した鬼の生首だ。頭だけでもソーシの何倍もあるような巨体。それが目の前にあった。

　それはいわゆる、断だん末まつ魔まの悪あがきだった。鬼はモモカになすすべなく殺され、まもなく絶命するのは確実だった。そんな状況で鬼の生首の目の前に偶ぐう然ぜんソーシがいた。生首だけとなった鬼は最後の力を振り絞しぼり、牙を剝むいてソーシへと嚙かみついた。本来鬼にとって、ソーシなど歯し牙がにもかけない存在のはずだ。だからこの状況であえてソーシに襲おそいかかったのは、悪あがきでしかなかった。

　巨大なアゴがソーシへと迫せまる。その鋭い牙は、かすめただけでソーシの肉を抉えぐるだろう。吞み込まれれば、一瞬でソーシの全身はズタズタに引き裂さかれる。絶体絶命だ。

　しかし、そんな状況であるにもかかわらず、ソーシは自分が妙みように冷静であることを自覚していた。頭の中がおそろしく鮮せん明めいだ。命の危機であることを認にん識しきしながらも、慌あわてることなく周囲の状況を分ぶん析せきし、活路を見いだそうとしている自分がいた。

　迫る鬼の牙に、ソーシは蹴けりを入れた。脚あしに鋼鉄を蹴ったかのような重い反動が返ってくる。ミシッと、ソーシの脚の骨の方が悲鳴を上げた。だがそれでいい。ソーシは牙を蹴った反動で後ろに転がり鬼の嚙みつきをかわそうとしたのだ。が、巨大な鬼の首は予想外に動いてくる。転がるソーシに追いすがり、再度嚙みつこうとしてくる。逃げられない。

　ガシュッ、片腕が鬼の牙に吞み込まれた。ソーシの顔面を血が汚よごす。自分の左腕から飛び散った血だ。左腕が痛い。いたいいたいいたいいたいいたいいたい、痛すぎてもういたい以外の言葉が出ない。だが、失神するほどの痛さではない。たぶん今ソーシの脳内で大量のエンドルフィンが分ぶん泌ぴつされている。脳内麻ま薬やくの効果で痛みが薄うすれていく。

　鬼の首が動く。ソーシの左腕を嚙み切るつもりだ。だがソーシは鬼の動きに合わせ、前に飛び出しながら嚙まれた左腕を、鬼のノドの奥へ押し込んだ──昔、犬に嚙みつかれた経験がある。あぁいう動物の牙は肉を嚙みちぎる構造になっているため、嚙みつかれたまま腕を引くと牙がより食い込んでくるのだ。ここは逆にノドの奥へと腕を押し込む方が正解だ。鬼の牙も似たような構造のはずだ。ソーシの腕は鬼の牙の間に挟はさまり、肉が大きく抉られていた。にもかかわらず傷の痛みはうすまり、気分が高こう揚ようしていく。

　左腕を鬼の口に突っ込んだまま、鬼の生首に身体からだをぶつける。ソーシは右腕を大きく振りかぶった。右手には、木材が握にぎられていた。先ほど一瞬地面を転がった時、とっさに摑つかんだものだ。壊こわれた家のガレキの一部だ。たまたま手を伸ばした先にあったのがこの木材だった。運がいいことにこの木材はソーシにとって握りやすく、手て頃ごろな長さであった。

　ソーシは木材の切っ先を鬼の巨大な目に突き刺さした。グチャッと、眼球がつぶれる感かん触しよくが手に伝わる。鬼が悲鳴じみた咆ほう哮こうを上げた。おかげでようやく牙に挟まっていた左腕を抜ぬくことができた。左手は血まみれで、上じよう腕わんの一部がえぐれていた。だが奇き跡せき的にまだ動く。そのまま両手で鬼の目に突き刺した木材を力ちから一いつ杯ぱい押し込んだ。

　鬼の悲鳴。腐くさった魚のような生なま臭ぐささと、むせかえるような血の臭においが混ざってムワリとソーシを包み込む。ソーシは歯を食いしばってひたすら腕に力を込めた。鬼も目は弱点なのか、思っていたよりもあっさり木材が突き刺さった。だが、半ばまで刺したところでそれ以上動かなくなる。地面に杭くいを突き刺した感じと似ていた。摩ま擦さつが大きくなりすぎて、ソーシの力ではこれ以上ムリだ！

　ソーシは、地面に転がっていた石を持ち上げた。コンクリートの破片かもしれない。どっちでもいい。それを持ち上げ、力一杯木材の後部めがけて叩きつけた。鬼の血が傷口から飛び出る。木材がさらに鬼の目の奥へと突き刺さる。

　ソーシはそのまま何度も石を叩きつけた。何度も、何度も、なんどもなんどもなんどもなんどもなんどもなんども……

「ソーシ、落ち着いて、もう死んでるわ！」

　背後から誰かに組み付かれた。ソーシはとっさに、手にした石を背後に叩きつけようとする、が、その手が摑まれ、石が落ちる。ソーシは興奮したまま背後の相手を引きはがしにかかる。

「完全に頭に血が上っているのね……しかたないわね」

　次の瞬間──むにっと、ソーシの口元に、何か柔やわらかいものが押しつけられた。

　息が、つまる。ソーシの目の前に、つぶらな瞳ひとみがあった。まるで、ソーシの心の底まで見み透すかすような鋭い眼まな差ざし。まるで果くだ物もののように甘く香かぐわしい香かおりがソーシの鼻先をくすぐる。柔らかい肉体が、暴れるソーシの身体をやさしく包み込む。

　ソーシは、モモカにキスされたのだと気づいた。

　ちゅっ、ぴちゅっ、口元で水音。ソーシの口こう腔こうにモモカの舌が侵しん入にゆうし、ソーシの口の中に何かが流れ込んできた。反射的に吞み込む。甘い、ジュースのような味がした。

「……落ち着いた、ソーシ？」

　いったいどれくらいそうしていただろう。ハッと気づき、あわててモモカから離はなれる。

「落ち着いたのならいいわ。あなた、見かけによらず乱暴なのね」

　落ち着いた様子のモモカ。いやそれよりも……

「モモカ。今、キス……」

「キ、口吸いキスなんて知らないわ！　ワタシは知らない！　あなたも知らない、それでいいわね？」

　モモカが顔を赤くして必死に否定してくるので、逆に先ほどのできごとが現実だったのだと実感できた。クチビルには、まだたしかにモモカの感触が残っている気がする……鬼に襲われ、興奮してリミッターが外れたソーシだったが、モモカの行動のおかげで平静を取り戻したのは確かだった。

　二人がそのようなやり取りをしていると──ゴゴゴ、重い音と共に、なにか、巨きよ大だいなものが動く気配。

　振り返ると、鬼の身体が立ち上がろうとしていた。ソーシを襲った生首ではない。片腕と頭部を失った胴どう体たいのほうが、地響きと共に立ち上がろうとしていたのだ。

「なんて生命力だよ！」

「かまわないわ。どうせただの死に損ない──このまま滅するのみ」

　モモカの声色が変わる。目つきが鋭するどくなり、また雰ふん囲い気きが変わっていた。モモカの銀髪が、かすかに桜色に染まっていた。どうやら、モモカは髪の色が変わると性格まで変へん貌ぼうするようだ。

　だが、モモカが再度戦うことはなかった。




「ちょっと頭下げといて──〈爆灼バニツシユ〉！」




　誰だれかの声が響ひびくのが聞こえた。同時に、立ち上がった鬼の巨体が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。凄すさまじい高熱がソーシのところにまで届く。鬼が左ひだり腕うでを振り回して暴れ出した。鬼も熱さで悲鳴をあげたいのかもしれない。だがすでに首がないため、声を出せないまま暴れることしかできないのだ。

「炎よ、光こう芒ぼうとなれ〈仄かな灯フアイン・レーザー〉！」

　カッと、強力な一筋の光線が鬼の巨体に突つき刺さった。ジュワッと、一瞬で鬼の肉が焼け、焦こげる臭いがたちこめる。光線のまぶしさに、ソーシはとっさに目を覆おおった。

　鬼を貫つらぬいた光線はそのまま燃えさかる鬼の体を斬きり裂き、鬼の巨体は四し肢しがバラバラとなって地面に転がった。バラバラになった鬼の体はなおも燃え続けていたが、その巨体はしだいに薄くなっていき、やがて消えた。背後に転がっていた鬼の生首も同様だった。目の前で急激に実体を失ったかのように消えたのだ。

「汝なんじ等らは何者かや？」

　と、ソーシの傍かたわらのモモカが尋たずねる。モモカはあいかわらず冷たい雰囲気のままだ。モモカの見つめる先、半壊した住宅街に、いつのまにかソーシたちを包囲するように立つ人ひと影かげが出現していた。

「……こちら第二班。目標は無力化しました。『侵蝕者デイストラクタ』は第三階梯レベル３にまで成長しており、市街地にかなりの被ひ害がいが出ています。至急現場処理班をよこしてください」

　人影の一人がそんなことを言っている。スマホで誰かとしゃべっているようだ。

　カッと、周囲が急に明るくなった。見ると、道路の向こうに止められた車の荷台に載のせられたサーチライトが強きよう烈れつな光線でこちらを照らし出していた。ソーシとモモカ、二人の長い影が地面の上に伸びている。

「同時に、現場で事件の関係者と思える二名を発見。一名は、おそらく『保全者パラミシア』。もう一方は、学園の生徒のようです──わかりました、回収後、帰投します」

　人影が、包囲を狭せばめるようにソーシたちへと近づいてくる。モモカは刀に手をかけたまま油断無く身構えていた。

「こやつ等は何者か？　敵か？」

「違ちがう、モモカ、たぶん、俺の知り合いだ」

「そう……わかったわ」

　答えるモモカの雰囲気が、通常状態に戻る。髪かみの色も元の銀髪となっていた。

　実際のところ、ソーシには今なにが起こっているのか、さっぱりだった。だが先ほど鬼が燃え上がる直前に聞こえた声には、確かに聞き覚えがあった。

「灯萌だろ、そこにいるの？」

「うわ……オタっちじゃん。なんでこんなとこにいるわけ？」

　ソーシの声に反応して、人影の一人、クラスメートの篝火灯萌が近づいてきた。

「それはこっちが聞きたい。灯萌こそなんでここにいるんだ？」

「ん～、なんてゆ～かな。まぁ、いわゆるアルバイトってやつ？　アタシって、いわば秘密に戦う正義の味方、みたいな感じなのかな。そう、プ○キュアみたいな？」

「……プ○キュアというにはちょっとトウがたってるんじゃないか」

「トウ？」

「ＢＢＡババアじゃないかってことだよ」

「ヒドッ。プ○キュアだって、高校生いるじゃん」

「レギュラーだと三人しかいないけどな」

「こだわるわね。オタっちって、やっぱロリコンなの？」

「やっぱってどういう意味だよ。俺は……」

　ふっと、ソーシの視界が一いつ瞬しゆん暗くなった。あれ、と思った瞬間、身体の平へい衡こう感かん覚かくがなくなった。張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が、知り合いと出会ったことでとぎれてしまったらしい。

「ソーシ、しっかりしなさい！」

「オタっち、どうしたのよ？　まずくない？　どうしよ」

「負傷者一名を確認。本部、大至急医務室に受け入れ準備を整えさせてください！」

　周囲でさわぐ者たちの声を聞きながら、ソーシの意識は闇やみに沈しずんでいった──
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　ソーシが意識を取り戻もどしたとき、自分は不思議な空間に迷い込んだと思った。

　そこは白い光に満ちた場所だった。白い床ゆかの上にソーシは横たわっていた。体を起こしてみると、普ふ通つうに動く。けっこうなケガをしたはずだが、体には傷きず痕あとすら残っていない。

　そして正面には本ほん棚だながあった。視界を大量の本を収めた本棚が埋うめている。本棚が無数に並んでいるが、まずどこからどこまで並んでいるのかがわからない。右を向けば、はるか彼方かなたまで本棚が続いている。左を向いても同様だ。背後にも延々と本棚が並んでいる。さらに真上を向けば、本棚はどこまでもはるか高く、高層ビルのようにそびえていた。いや、それどころか空中に浮うかぶ本棚さえ見える。

　本の保管庫のようにも思えるが、あきらかに現実離ばなれした場所だ。なにげなく、視界の高さに並んでいる本を眺ながめてみた……見たこともないようなタイトルばかりだ。一冊取り出してページをめくってみる。白い紙には見たこともない文字がびっしり並んでいた。外国語？　文字というよりなにかの記号にも見える。

　いったいここがどこなのか、モモカはどこへ行ったのか、疑問はいくらでもあるが、とりあえずソーシは本を戻して歩き出した。本棚の間をまっすぐ歩く。はるか彼方まで本棚にはさまれた道が延々と続いている。ソーシ以外の人の気配はない。

　そのまま数十分は歩いただろうか。だがいくら歩いても風景に変化はない。あいかわらず延々と本棚が続くだけだ。どれだけ広いのだ、この場所は。

　と、ズシン、なにか重いものが動く音。振ふり返ると、本棚にはさまれた道をこちらへ近づいてくる人影があった。だが、サイズが大きい。足を踏ふみ出す度たびに床が震しん動どうする。本棚の高さと比ひ較かくすると、相手はソーシの十倍くらいの身長があるようだった。真っ黒い巨大な人影。相手は、まるで影法師がそのまま巨大化したかのような、黒い巨人だった。

　ソーシは迷わず走りだした。もちろん巨人から遠ざかる方向にだ。巨人の正体は不明だが、君子危うきに近寄らずという奴やつだ。本棚の間を全速力で走る──これでも毎朝走り込みをしているので、脚きやく力りよくには自信があるのだ。全速力で走り続けると、やがて巨人の足音も遠ざかっていった。

　背後を振り返っても巨人の姿が見えなくなったので、足を止めた──逃にげ切ったようだが、ここは一本道だからこのままだといつか追いつかれるだろう。それまでになんとか打開策を考えないと……

　そのとき、視界に一冊の本が入った。ここにある本のほとんどが日本語以外の言葉で書かれているため、ソーシにはちんぷんかんぷんだ。だがその本の背表紙には日本語のタイトルが書かれていた。

『せかいのどうわ　超ちよう大全』

　それがタイトルだ──ソーシは迷わずその本を本棚から取り出した。

「なんでこんなところにこれが……」

　ひどく古びた本で、表紙は傷いたみが激しかった。だが、確かに見覚えがある──裏表紙を見ると、そこには『くがやまそーし』と、子供が書いたように歪ゆがんだ文字が並んでいた。

「バカな……この本は、とっくに捨てられたはず……」

　十年前のあの事件──ソーシにとって一生忘れられないあの絶望的な事件の、唯ゆい一いつの手がかり。失われたと思っていた本が、どうしてこんなところに……

　ソーシはその本のページを開いた。だが、中身は白紙のページが並んでいるだけだった。

「内容が記き憶おくと違う？　なんで……」

「それは、童話たちが逃げ出してしまったから」

　背後から声。ソーシが反射的に振り返ると、そこには影法師がいた。影がそのまま人型になったような存在。大きさはソーシと同じくらい。目の前に存在するはずなのに、人の気配が全く感じられない。まさに影法師だ。

「何者だ、お前は……」

「人は誰もが人生という名前の物語を持っている。その物語を描えがくのは君たち自身だ。君の人生とは、君が手にしたその本だ」

「なにが言いたい？」

「君は運がいい。普通の人間はこの〈真界運命図書館プライマリ・デコード〉へくることはできないのに。いや、それが『異能運命者デイス・クラウダー』である君自身の特異性か」

「お前の言っていることはサッパリだ。会話を成立させろ！」

「君の物語は失われてしまった。故ゆえに白紙の本だ。このままだと全すべての事象が白紙と化す。それを防ぐには、失われた物語を再構築しなくてはならない」

　影法師が、ソーシの手にした『せかいのどうわ　超大全』を指さした。

「第五階梯レベル５の『運命侵蝕者デイストラクタ』は十二名。地球に逃とう亡ぼうした。もはや『運命保全者パラミシア』の手には余る事態だ。君の手で全員を再封印するんだ。それができなければ、宇宙の理ことわりが崩ほう壊かいする」

　ソーシの足元が突とつ然ぜん崩くずれた。ソーシは本を持ったまま、床の下の穴に落下していく。影法師はそんなソーシに上から声をかけた。

「君が君の物語を取り戻したとき、君の大切な捜さがし人とも会えるだろう」




　──ソーシは、再度眼めを覚ました。

「よかった、気づいたのね！」

　ガバッと、ソーシの体に覆い被かぶさる人影。見れば、それはモモカだった。目め尻じりにきらりと光る水すい滴てきがある。泣いているのか？　どうして？

「本当に心配したのよ、全然眼を覚まさないから」

「あぁ……俺は、どれくらい意識を失っていたんだ？」

「三十分少々ですね」

「思ったより短いな！」

「検査の結果も異状ないようなので、起きて大だい丈じよう夫ぶですよ」

　と、室内にモモカ以外にもう一人いることに気づくソーシ。それは七有美亞彌歌、ソーシのクラスの委員長だ。ソーシがベッドの上で起き上がると、心配そうなモモカとマジメな表情の委員長が真っ白な部屋の中にいることがわかった。

「ここは……」

「学園島の医務室です。ケガをしていたので運んで治ち療りようをしてもらいましたが、ほとんど軽傷だったようです」

　軽傷のはずがない。鬼おにに嚙かみつかれた左ひだり腕うでは、かなりの重傷だった。

　だが確認してみると、むき出しのソーシの左腕はケガどころか、傷痕すら残っていなかった。というか、なぜかソーシは上半身裸はだかだった。

「服はボロボロだったので脱ぬがせてもらいました。こちらにあります。必要ですか？」

　委員長の傍かたわらにある制服は全体に破れやほつれができていた。特に左腕はどす黒い血が固まってヒドイ状態だ。まだ新品なのに、これではもう着られないだろう。

「それはもう捨ててもらえないか？　いや、そっちのシャツはいる。返してくれ」

「よほどお気に入りなのですね」

「当然だ」

　肌はだ着ぎのシャツだけは回収して、とりあえず着ておく。これも制服と同様にボロボロだが、裸でいるよりはマシだろう。胸には無論、いつもの美少女イラスト。

「委員長が助けてくれたのか？」

「いいえ」

「変な乗り物に乗せてここまで運んだのはワタシよ」

「モモカか。ありがとうな」

「……勘かん違ちがいしないで。あのまま死なれたら目覚めが悪いから、少し手伝っただけよ」

「おいおい、どんなテンプレツンデレだよ」

「てんぷれつんでれ？　なにそれ？」

「いや、なんでもない」

「お二人とも、よろしいですか？」

　委員長が話しかけてくる。

「落ち着いたのでしたら移動しましょう。案内するように言われていますので」

「誰だれに言われたんだ？」

「無論、私たちのボスからです」

　にこりともせず、マジメくさった表情で委員長が告げた。




　轟岳館学園生徒会──轟岳館学園における生徒の自治組織。ソーシも学園に来たばかりなのでくわしくは知らないが、ウワサによれば、生徒会は学園内においてかなりの権力を持っているそうだ。この学園島はそもそも一いつ般ぱん人が簡単に入ることのできない場所であり、学園を経営するイカロスグループの社会的な影えい響きよう力とあいまって、学園島では治外法権が認められている、といったウワサがまことしやかに流れていたりもする。生徒会のウワサも、それと同様のものだとソーシは判断していた。それこそラノベじゃないのだから、生徒会程度が非常識な権力を持っているはずがないではないか。

　だが、学園本館の最上階にある生徒会長室、という部屋に案内されたソーシは、ウワサも完全に無む根こん拠きよではないかもしれない、と思い直した。普通こういう部屋は、生徒会室と言うのではないのだろうか？　生徒会長室なんて初耳だ。

　委員長がノックをして部屋に入る。部屋は大きかった。ソーシたちが普ふ段だん使う教室と同じくらいの大きさがある。部屋の奥に木製の重厚そうなデスクが設置され、その奥のイスに男子生徒が座っている。座っている状態だというのに背が高い。その傍らには大人しそうな雰ふん囲い気きの女子生徒が静かに立っている。ここまでの状じよう況きようからすると、あの机に座っている男子が生徒会長か？

「私の職務はここまでですので、失礼します」

　と、ここまで案内してくれた委員長は頭を下げ、そのまま退室していった。ソーシとモモカの二人は室内に残される。

「それで……なんでお前がここにいるんだよ、乖人？」

「ご挨あい拶さつだね、ソーシ君」

　と、答えるのはソーシの級友の乖人だ。どういうわけかデスクの奥に座っている。

「待て、お前がそこにいるってことは……お前、生徒会長なのか？」

「うんそうだよ、驚おどろいた？」

「いやいやいや、ありえないだろ？　俺たちが入学して何日目だよ？　入学直後の一年生が生徒会長なんてやるのはおかしいだろ。そもそもいつ選ばれた」

「去年かな」

「どういうことだよ？」

「この学園の生徒会は独特でね。次の年の生徒会長は前年の生徒会長が指名する仕組みなんだ」

「民主主義に反する決め方だな」

「それで去年の生徒会長が……」

「お前を指名したと」

「ちょっと違うね。去年の生徒会長もボクだったんだけど、ボクが留年しちゃったからそのままボクが引き続き生徒会長をやってるんだ」

「待て待て、今さらりととんでもないことを言ったな……お前、留年ダブってたのか？」

「うん」

「でもお前、頭いいとか言ってなかったか？」

「成績はよかったけど、出席日数が足りなくてね」

「留年者が生徒会長でいいのかよ？」

「別にいいじゃない、生徒会なんてこの学園ではお飾かざりな組織だしね」

　なんというか、もともと謎なぞめいたところのある乖人だったが、ますます謎が深まってきた気がする。

「お話はよろしくて？」

　と、乖人の隣となりに立っていた女子生徒が口を開く。こちらは物静かな雰囲気で伏ふし目がちな少女だ。

「わたくしは伽が藍らん道どう桜さく夜や。生徒会の書記をしていますわ」

「書記……あれ、伽藍道って、どこかで聞き覚えのある名前だな……」

「そうでしたかしら？　あなたとは初対面だったはずですけれど」

　確かに、目の前の桜夜とは面識がないはずだ。しかし、どこかひっかかる。

「なんだか、気に入らないわね」

　と、ソーシの傍らに立つモモカが口を開いた。

「さっきから回りくどいわ。要は、この女がこの部屋の主でしょ？」

　モモカが桜夜を指さしてつげる。桜夜は伏し目のまま、あら、と上品に口元を隠かくした。

「どうしてそう思いますの？　この学園の生徒会長が高伏乖人さんであることは事実ですわよ」

「最初から気になっていたけど、机とイスの高さが彼とつりあってないわね」

　と、モモカが乖人を指さす。確かにソーシも最初、イスに座っているのに背が高いと感じた。それはイスが必要以上に高かったせいだ。

「つまり、このイスを普段使う人物は、もっと背が低いということね。それってつまり、あなたではないのかしら？」

「……あ、思い出した」

　ソーシもそこでつぶやいた。

「伽藍道桜夜って確か、この学園の理事長の名前だ。あれ？　それじゃぁ……」

「ほら、桜夜さん。ソーシ君たちもう気づいちゃいましたよ」

「そのようですわね。なるほど。お二人とも、平均より洞どう察さつ力があるようですわね」

　桜夜がそこで初めて目を見開き、ソーシを見つめた──なんだろう。桜夜は特別鋭するどい目つきではないはずなのに、見られた瞬しゆん間かんゾクリと背中に冷たいものを感じた。人の本質を見み透すかすような、異質な眼まな差ざしだ。

　乖人がすっと席を立つと、桜夜は自然と、乖人が座っていたイスに座った──なるほど。イスの高さは彼女にぴったりだった。彼女がこの部屋の主なのは確かだろう。

「改めまして、わたくしは伽藍道桜夜。轟岳館学園高等部三年、生徒会書記であり、学園理事長でもありますわ」

「本当に理事長なんですか？　ちょっと、若すぎるような……」

「我が家の家訓に、勉強をするのに若すぎるということはない、とありますの。この学園島全体の統とう括かつはわたくしが任されていますわ」

「……あ、そっか、伽藍道って名字、確かイカロスグループの初代会長と同じですよね」

「よくご存じですわね、空我山さん」

「自分が通うことになる学園の情報だから、入学前にある程度は調べました」

「よろしいですわ。頭の回転の速い人は、わたくし好きですわよ」

「不ふ愉ゆ快かいね。ワタシたちを試ためしていたの？」

「えぇ」

　モモカに指し摘てきされても、桜夜は平然としていた。

「あなたがたの人となりを見るため、少々試させてもらいましたわ」

「なんでそんなことをする必要が？」

「あなたがたに世界の秘密を教えていいものかどうか、教えたとして、あなたがたは戦力になるかどうか、それを見み極きわめる必要がありましたの」
















「世界の秘密？」

「前置きが長くなりましたわね。そろそろ本題に入りましょうか」

　桜夜に促うながされ、ソーシは部屋の中央のソファに座った。モモカも隣に座る。目の前のテーブルにはお茶とお菓か子しが初めから用意されていたが、モモカは手をつけようとしない。ソーシもやめておいた。

　部屋の奥にあるデスクの上で桜夜は手を組んでいた。その傍らに乖人が佇たたずんでいる。ソーシと視線が合うと、乖人はウィンクしてきた。イラッと来たので無視したら、パチパチまばたきするかのように連続ウィンクをしてきた。絶対反応してやるもんか。

「まず、わたくしたちイカロスは、『運命保全者パラミシア』と呼ばれる異世界人を発見、保護することを目的に活動をしていますわ」

「パラミシア？」

「順を追って説明しますわね──」




　──今から十年前、南米で事件が起こった。悪あく魔まが現れ、町を破は壊かいしたのだ。

　その事件を皮切りに、類似した事件が世界中で起こった。悪魔や竜りゆう、妖よう怪かいに怪物、それまで伝承や伝説で語られていた空想上の存在が現実に現れ、各地で破壊活動を行ったのだ。

　そういった怪物たちは、『運命を侵しん蝕しよくする者』、『侵蝕者デイストラクタ』と名付けられた。

　恐おそろしいことに『侵蝕者デイストラクタ』にはあらゆる武器や兵器が通用しなかった。世界は一方的に蹂じゆう躙りんされた。

　その『侵蝕者デイストラクタ』を倒たおしたのは、どこからともなく現れた人物だった。その人物は、地球以外の異世界からやってきた存在であり、人間にはありえない超ちよう能のう力りよくじみた能力で『侵蝕者デイストラクタ』を倒すことができた。

　人類はこの異世界人たちを『運命を保全する者』、すなわち『保全者パラミシア』と名付け、『保全者パラミシア』と協力しながら今も人類は『侵蝕者デイストラクタ』との戦いを続けている。




「いや、待ってください、そんなことが起こっているなんて、初耳ですよ」

「各国の首脳間で秘密協定が結ばれ、この問題に関しては情報規制がかけられていますの。ミサイルが直ちよく撃げきしても無傷の怪物が現れて人類に打つ手はない、などという事実、公表すれば世界がひっくり返りますわ」

「昔ならいざ知らず、この情報社会で、隠しきれるとは思えないんですけど？」

「『侵蝕者デイストラクタ』が暴れた事件は、現実には過激なテロリストの破壊活動だと、報道されるようになっていますの」

　そう言われてみれば、最近は世界中でテロ事件の報道がされている気がする。あれが全すべて、隠いん匿とくされた事件だったというのか？

「でも、町中であんなのが暴れたら、目撃者だってたくさんいるでしょう？」

「本日の事件はかなりのレアケースですわ。町中で暴れられたのは、こちらの失態ですわね。情報処理に手間取りそうですわね」

「まぁ、話はだいたいわかりました──つまり、このモモカがその『保全者パラミシア』ってことですか？」

「理解が速いかたは好きですわ」

　普ふ通つうなら信じられないような話だが、ソーシの好きなマンガやラノベではありそうな設定だし、受け入れるのに抵てい抗こうはなかった。

「ワタシは、異世界人なの？」

「モモカさん、でよろしいですわね？　あなたがこの地球上で生まれた存在でないことは確かですわ。あなたがたはそれこそ降って湧わいたかのように、ある日唐とう突とつに地球上に現れるのですわ。そしてあなたがたは人間に近い肉体を持ちながら、人間にはありえない異能の力で『侵蝕者デイストラクタ』を倒すことができる──空我山さんもすでに目撃したはずですわ」

「確かに」

「そして『保全者パラミシア』の正体は──現在では、童話の登場人物ではないか、と言われていますわ」

「童話って、なんなんですか？」

「言葉通りですわ。例えば──こちらの高伏さんの正体は、童話『ウサギとカメ』における亀かめですわ」

　と、桜夜が傍かたわらの乖人を指さす。乖人はなぜかダブルピースをしていた。

「亀って……あの、ウサギと競走して、ウサギが昼ひる寝ねしている間に勝った亀ですか？」

「そうですわ。故ゆえに彼の能力〈尽きせぬ労力ネバーギヴアツプ〉は、他人が休んでいる間も疲ひ労ろうすることなく働き続けることができるものですわ。社会の歯車には最適な能力ですわね」

　ひどい言い方だが、乖人はドヤッとした表情でソーシたちを見ていた。なぜ得意げ？

「他ほかの『保全者パラミシア』たちも、自分がそういった、童話の存在であるという記き憶おくを漠ばく然ぜんと持っているようですの。彼らが使う超能力じみた力も、その童話に由来した能力になっているようですわ」

「だ、そうだけど、モモカにもあるのか、そういうの？」

「……わからないわ。記憶がないから、どうもピンとこないわね」

　モモカが首を振ふる。

「モモカさんのケースは珍めずらしいですわね。まったく記憶がないという事例は、聞いたことがありませんわ……ともあれ、このままでは困るでしょう。モモカさん、あなたにはこの学園島に住んでいただこうと思いますの。生活に必要な物資も提供しますわ」

「……なぜ、そこまでしてくれるのかしら？　見返りは？」

　モモカはどこか疑わしげな様子だ。桜夜はにっこりと微笑ほほえみを深めた。

「先ほども言ったはずですわ。あなたがた『保全者パラミシア』には、『侵蝕者デイストラクタ』と戦ってもらいます。残念ですが、『侵蝕者デイストラクタ』はあなたがたにしか倒せませんの。その見返りとして、わたくしどもはあなたに衣食住を始めとするこの国で生きていく上で必要なものを提供します。これは、一種の雇こ用よう契けい約やくですわ。悪い話ではないはずですけど？」

「そうかもしれないわね。でも話がうますぎるわ。うまい話には簡単にはとびつかないようにしているの」

「俺がおごったラーメンはあっさり食べていたが、それはいいのか？」

「うっ……し、しかたないじゃない。三日も飲まず食わずで本当に辛つらかったんだから！」

　口を尖とがらせるモモカ。ちょっとかわいい。

「恩とか、そういうことは考えなくてけっこうですわ。ただ、異世界からのお客人を粗そ末まつにあつかって気分を害されてしまっては、わたくしたちも不本意ですの」

「お気き遣づかい無く。ワタシは一人でも生きていけるわ」

　モモカはかたくなに告げる。三日も飲まず食わずでふらふらだったモモカが言うとギャグにしか聞こえない。が、確かに桜夜の言葉がちょっとうさんくさく思えるのも確かだ。警けい戒かいするのも仕方がない。

「なぁ、モモカ。記憶がないんじゃ、行くあてもないんだろ？　そんな状態でこのあとどうする気だ？」

「それは……」

「確かにいきなり言われて困こん惑わくするのも仕方ないだろうけど、別に悪い話じゃないと思うぞ？　『保全者パラミシア』っていうお前の仲間がここにはたくさんいるみたいだから、ここにいたほうがいいんじゃないか？　学園島は安全な場所だし、食事だってうまいぞ」

「ソーシがそう言うならいいわ」

「……簡単に意見をひるがえしたな」

「ソーシなら信用できるから」

　その言葉は嬉うれしいが、いくらなんでも簡単に信用しすぎではないだろうか。というか、モモカの顔が少し赤くなっている。恥はずかしがるならカッコつけたセリフを言わないで欲しい。ソーシまで恥ずかしくなる。

「なるほど……モモカさんは、空我山さんのいうことはよく聞きますのね」

　桜夜が何気なくつぶやくが、その口元に微び笑しようが浮うかんでいた。なぜかそれを見ると不安な気分になる笑みだった。なんだか、マズイ人に弱みを知られてしまったような気がする。

「それでは、さっそくモモカさんの部屋を用意しますわね」

　桜夜がデスクの上の電話のスイッチを押した。少し待つと、ノックと共に部屋の扉とびらが開かれる。やってきたのは委員長だった。

「彼女があなたの住む場所まで案内をしますわ。くわしくは彼女が説明しますわ」

「ソーシは一いつ緒しよじゃないの？」

「申し訳ありませんが、彼にはもう少し話がありますわ」

　桜夜に言われ、ソーシはうなずいて見せた。

「そういうことだ。悪いが、先に行っててくれ」

「ソーシが一緒じゃないならイヤよ」

「それは……」

　桜夜を見ると、首を横に振っている。ダメなようだ。

「悪いけど用事があるんだ。あとで会いに行くから、頼たのむよ」

「……本当に、あとでくるのね？」

「あぁ、もちろんだ」

　モモカは多少ためらいつつも、最終的には委員長と一緒に部屋を出て行った。残ったソーシに、桜夜が話しかけてくる。

「ずいぶん彼女とうち解けていますのね」

「そうですかね？　食事をおごったら、すごく感謝されたみたいです」

「それだけとは思いませんけれど？」

「と、いうと？」

　桜夜がソーシを指さした。ソーシのシャツの胸には、あいかわらずのイラストが描えがかれている。

「彼女にとても似ていますわね。あなたが描かいた絵かしら？」

「えぇ、俺の趣しゆ味みで描いた、俺の理想の嫁よめです」

「モモカ、という名前もあなたがつけたそうですわね。あなたはなにか彼女について、以前から知っていたのではなくて？」

「さぁ、彼女とは本当に今日会ったばかりですから」

　室内に微び妙みような空気が流れる──ひどく居い心地ごこちが悪い空気だというのに、桜夜はむしろ楽しそうな笑みを浮かべている。どういう神経をしているのか。

「それより先せん輩ぱい。モモカや乖人が『保全者パラミシア』って言うのはわかったんですけど、さっき見た中で、俺の知り合いも何人か『保全者パラミシア』だったみたいですけど……」

「あなたももう察してるようですけれど──この轟岳館学園は、『保全者パラミシア』を受け入れるための施し設せつですわ。学園の生徒や関係者の中に『保全者パラミシア』が在ざい籍せきしていますわ」

　やはり──最初から違い和わ感かんがあった。全ぜん寮りよう制せいで学園島への出入り口は正面の橋一つ。島内にはいろいろな施設がそろっていて、本州から半ば独立したような地域になっている。それも全て、『保全者パラミシア』という機密を隠かくすためだと考えれば納なつ得とくできる。

「けど、俺はただの人間ですよ」

「もちろん、『保全者パラミシア』とは無関係な一いつ般ぱんの方々も多く在籍していますわ。学園である以上、広く入学希望者を受け入れなくてはいけませんもの。少なくとも、対外的な姿勢としては。そして、この学園はモデルケースでもありますの」

「つまり、『保全者パラミシア』という異世界人と現代人が一緒に暮らしても問題ないかを実験していると？」

「察しのいい人は、嫌きらいではありませんわ」

　桜夜が笑みを深めた。

「この学園では、成績優ゆう秀しゆうな生徒は特待生として特別寮に入ってもらっていますの。おわかりの通り、特別寮は『保全者パラミシア』が暮らす場所。あなたのような一般のかたは、通常の寮ですわ。けれど、あなたはこの学園の秘密を知ってしまった──あなたにはこの後、特別寮の部屋に移動してもらいますわ」

「それはいいですけどね……言っておきますけど、俺は普通の人間だから、モモカみたいに、『侵蝕者デイストラクタ』とかいうやつと戦うことなんてできませんよ？」

「あなたには、他に頼みたいことがありますの──あのモモカさんが戦う姿を、あなたは目撃しましたわね？　どう思いました？」

「すごく強くて……すごくキレイだと、正直思いました」

「モモカさんの力は、現段階で他の『保全者パラミシア』を上回ると予想されていますの」

　確かに、巨きよ大だいな鬼おにをモモカはほとんど秒殺していた。

「彼女が味方になることは、わたくしたちの戦力が大おお幅はばにあがるということ。そして彼女はあなたと親しい様子。彼女がこころよく協力してくれるよう、あなたからも口くち添ぞえしていただけませんこと？」

「懐かい柔じゆう、ってことですか？」

「少し言葉遣いが間ま違ちがっていますわ。これはただのお願いですわ」

「けどここで俺が逆らったらどうなります？　イカロスグループの力で社会的に抹まつ殺さつされます？」

「そんなことは……」

「あるでしょう。俺は国家秘密を知ってしまったわけだし。この学園島内で俺が事故にあって消えるか死んでしまうように見せかけることだって、イカロスならできるはずだ」

「できますわね。もちろんそんなことをやる気も、やったこともありませんけど」

　笑顔であっさり肯こう定ていしてしまう桜夜に、ソーシは異様な気配を感じた。

「空我山ソーシさん。あなたは少し勘かん違ちがいをなさっていますわ。わたくしたちは確かに世間から隠れて活動をしてはいますけれど、決してやましいことをしているわけではありませんわ。できればあなたにも、こころよく協力していただきたいと思っていますの」

「先輩も、勘違いしないでください。俺だって、協力したいと思っています。それこそ、俺にできることならなんだってしますよ──でも、仮にですが、モモカが先輩たちに協力なんてしたくないと彼女自身の意思で答えたなら、そんな彼女を何とか説得してくれ、と頼まれても俺にはできません。一番大切なのは彼女の意思ですし、それこそ異世界から来て記憶も失ったモモカの無知につけ込むような行こう為い、俺はしたくありません」

「思ったより人格者ですわね、空我山さん。あなたの意見はごもっとも。もとより、わたくしたちも、あなたやモモカさんになにか無む理り強じいをする気はありませんわ」

　微笑みと共に桜夜が答える。その言葉が彼女の本心なのか建前なのか、残念ながらその表情からはうかがい知れなかった。

「けっこうですわ。あなたもモモカさんも、いろいろと知らされて混乱するところもありますでしょう。しばらく時間を差し上げますわ。モモカさんにもこの学園の生徒として過ごしてもらって、現代での生活になじんでからまた改めて意思確かく認にんをしますわ」

　ならばソーシから言うべきことはない。無論疑問点はいくつもあるが、それは後日、まとめて聞いた方がいい気がする。

「もちろん聡そう明めいな空我山さんなら言うまでもないことと思いますけど、今日あなたが見聞きしたことを、外部の人間に吹ふい聴ちようしたりはなさらないでくださいね」

「もししたら？」

「あなたはそんなことなさらないと、わたくしはわかっておりますわ」

　信じている、ではなく、わかっていると断言するところが桜夜の抜ぬけ目なさを表しているようだった。暗に「逆らえばどうなるかをあなたはわかっているでしょう？」と釘くぎを刺さされたも同然だ。

「先ほども言ったように、あなたには今日から特別寮に移っていただきますわ。あなたの部屋にあった私物は、勝手ながらこちらのほうで移動させていただきましたわ」

「引っ越こしの手間がかからなくて助かります」

　失礼します、と頭を下げ、ソーシは生徒会長室（名前に偽いつわりあり、実際は書記室か桜夜室）から出て行く──直前、扉の前でふと足を止めて振ふり返った。

「最後に一つ聞いていいですか？」

「なんでしょう？」

「この学園に『保全者パラミシア』がたくさんいることはわかりましたけど──もしかして桜夜先輩も『保全者パラミシア』なんですか？」

　その質問に、デスクの上で手を組んだ桜夜はニコッと、微笑ほほえみを深めた。

「それはあなたのご想像にお任せしますわ」




　学園島の内部は、いくつかのブロックによって区切られていた。

　まず、北ブロックは本州に繫つながる橋のある玄げん関かん口。そこにある検問所とゲートをくぐった北から中央にかけてのブロックが学園島のメイン、轟岳館学園の校舎と関連施設が集中する教育ブロックだ。学園は初等部から大学部まで、四つのブロックにさらにわけられる。島の東側は商業施設が設置され、日用品から娯ご楽らく品まで、ほとんどのものを島内でそろえることができる。島の西部は発電施設など、島のライフラインを担になうブロックだ。

　そして学園島の南部は住宅ブロック。全寮制である学園の生徒たちが暮らす寮と、生徒以外の学園関係者が暮らす集合住宅が設置されている。

　学園島の入り口である北ブロックからもっとも離はなれた南ブロックが住宅ブロックとなっているのは偶ぐう然ぜんではないだろう。学園島の秘密を知ったソーシは、生徒たちが簡単には逃にげられないような配置になっているのだと予測した。

　とはいっても、そのことに不満があるわけではない。それらの点を差し引いても、学園島での暮らしは快適だ。学生寮は新しい建物ばかりだし、全室冷れい暖だん房ぼう完備、ネット回線も使い放題。実家より豪ごう華かだという生徒もいるほどだ。家族と普ふ段だん会えないのは確かに寂さびしいかもしれないが、勉強に集中するには最適な環かん境きようだ。

　ソーシは現在その南ブロックにいる。今までソーシがいたのは南ブロックの中の東側、一般生徒の住む一般寮だった。今日からは南ブロックの西側にある特待生用の特別寮に移るのである。轟岳館学園は日本中から優秀な生徒が集まる場所だが、特待生というのは、その優秀な生徒の中でもさらに選えりすぐった連中で、学費や学園島内での生活でさまざまな優ゆう遇ぐうがある。ソーシも当初は特待生を狙ねらっていたが、選ばれなかった。

　しかし、特待生というのが『保全者パラミシア』という存在を隠すためのシステムだと判明した今なら、なるほど、自分が選ばれなかったのも当然だとわかる。不公平だと文句を言いたい気持ちはあったが、その文句を言う前に桜夜はソーシを特待生の枠わく組ぐみの中に入れてくれた。事情を知らない一般生徒には悪いが、これも役得だ。

　もちろんソーシだって、この境遇の上にアグラをかくつもりはない。桜夜にも言ったが、『保全者パラミシア』の秘密を知った以上、その役に立ちたいとソーシは本心から思っていた。一般人に過ぎない自分になにができるかはまだわからないが……

　と、すっかり暗くなった夜の道を歩いていたら、人の気配を感じた。夜時間は基本的に生徒の外出が禁止されるため、こんな時間に出歩くのはソーシのような人間以外いないはずだが……

「あ、来たのね、ソーシ」

　近くの街灯の下に立っていたのはモモカだった。モモカは別れたときと同じ服装をしている。

「そんなところでなにをしている？」

「あなたを待ってたのよ」

「委員長と一いつ緒しよじゃなかったのか？」

「ソーシが気になるって言ったら、ここで待っていればいいって教えてくれたわ。あの子は先に、あの建物に入ったわ」

　モモカが指さす先には特別寮があった。モモカをほうっておくなんて委員長も薄はく情じようだな、と少し思わないでもなかったが、まぁいいだろう。

「そういうことなら一緒に行くか」

「えぇ」

　モモカはソーシの横に並んで歩き出した。

「…………」

　モモカは無言だ。モモカの正体はなんだろう？　モモカははたして、ソーシの捜さがし求めていた人物なのか。今はまだわからない。だが、手がかりであることは確かだ。

「……ワタシの顔に、なにかついている？」

「そんなことないさ。ちょっとモモカの美び貌ぼうに見とれていただけだ」

「……しょ、しょういう軽けい薄はくなことを言わないで」

　顔を赤くしたモモカが視線をそらす。ちょっと嚙かんだ。モモカはおだてに弱いようだ。ソーシも自分の口からすらすらお世辞が出てくるとは驚おどろきだった。普段のソーシは間違ってもこんなことは言わない。やはりモモカの存在は、ソーシにとって特別なのだ。

「ここが特別寮だな」

　学園島内には特待生用の寮もいくつかある。ソーシが入るよう桜夜に指示された寮は、星ほし屑くず寮りようという名前のついた寮だった。見たところ二階建て、一つの階に十部屋ほどあるようだ。今朝までいた一般寮よりも小さな建物だ。

「とりあえず入るか……腹減ったな。食堂閉まってる時間だろうけど、事情を言えばなにか食べさせてもらえるかな？」

「待って、ソーシ」

　と、一歩前に出たモモカがソーシを手で制した。

「……不ふ穏おんな気配を感じるわ。待ち伏ぶせね」

「待ち伏せって、誰だれが？」

「わからないわ。ワタシが先に行くから、あなたは後から来て」

　少し眼まな差ざしを鋭するどくしたモモカが足音を消し、素す早ばやく星屑寮の玄関に近づいた。寮の玄関には薄うす暗ぐらい電灯がついているものの、他ほかの部屋は真っ暗で、人の気配が感じられない。

　モモカは刀の柄つかに手をかけている。いつでも抜けるよう、臨戦態勢だ。

「まった、モモカ。ここにそんな危険はない……」

「御ご免めん蒙こうむる！」

　ソーシが止めるより早く、モモカが声を張りあげ、寮の玄関を勢いよく開けて入っていく。慌あわててソーシが入ってモモカの肩かたをつかむと、モモカは驚いたように振り返った。

「なにを……」

　パンッパンッ、パンッ、中に入った途と端たん、破は裂れつ音がひびく。同時に薄暗かった玄関に煌こう々こうとした灯あかりがともる。

「「「「星屑寮へようこそ!!」」」」

　と、玄関で待ちかまえていた生徒たちが口々に叫さけぶ。

「これは……なに？　待ち伏せ、よね？」

「待ち伏せといえば待ち伏せだけど、歓かん迎げいのためのものだろう」

　ソーシが教えてあげると、モモカはこほん、とごまかすように咳せき払ばらいをした。

「危なかったわね。ワタシの対応が遅おそければ、人死にが出るところだったわ」

「いや、危険はなかったし、どこにも人の死ぬ要素なんてなかったよな？」

「不意打ちだと思っていたから、もう少しで反はん撃げきするところだったわ」

「お前が殺す側か！」

　思わず声に出して突つっ込んでしまった。ソーシは、自分が知らないうちに大だい惨さん事じを回かい避ひしていたとわかり、冷や汗あせが浮うかぶのを感じた。




　気を取り直して、星屑寮へとやってきたソーシとモモカは寮生たちによる歓迎を受けた。玄関の奥の食堂へ行くと、テーブルの上に料理と飲み物が用意されていた。

「二人がここへくる話が急だったので、ありあわせの料理しか用意できませんでした」

　と、告げたのは委員長だった。彼女もここの寮生らしく、歓迎会も彼女が企き画かく立案してくれたらしい。モモカを置いて先に帰ったのも、サプライズが目的だったようだ。

「十分だ。わざわざありがとうな、委員長」

「レクリエーション関係も委員長の職務ですから」

　淡たん々たんと答える委員長は、本当に職務に忠実だった。

「いいから早く食べよー。今日出撃だったから、ペコだわ～」

　と、空腹を抱かかえてイスの上でグッタリとしているのは灯萌。

「やぁ、ソーシ君。今日からは同じ寮の仲間だね。まぁ今後もよろしく」

　と、乖人がソーシたちに遅おくれて寮へとやってきた。

「生徒会長様も同じ寮なのかよ」

「ははは、まぁ気にしないでよ。生徒会長っていっても、実質桜夜さんの下僕でしかないからね」

「それでいいのかよ。というか、こんな変人が生徒会長で誰も文句を言わないのかよ」

「まぁまぁ、ボクがなんで生徒会長になったかは追々説明するよ──なにしろこれからはソーシ君と授業時間だけでなく二十四時間一緒にいられるんだし、時間はたっぷりあるからね」

「なにそれ、怖こわい」

　背中に悪お寒かんを感じた。ソーシは乖人から逃げるように離れていく。

「ソーシ。これはどうすればいいのかしら？」

　と、モモカはなにやら落ち着かない様子でキョドキョドしている。どうも、見知らぬ寮生たちに囲まれて不安な様子だ。意外と人見知りなのかもしれない。

「そう不安になるなよ。みんな歓迎してくれているんだ。よし、こっちに座ろう」

　と、ソーシはモモカと並び、食堂の長テーブルの中央付近に座った。そのタイミングを見ていた委員長が声を上げる。

「準備ができたようですので、乾かん杯ぱいの音おん頭どを寮長お願いします！」

「うむ、わぁたしが寮長の中なか高こう下げ遠え近ちかである!!」

　食堂の一番奥から声が響ひびく。声は聞こえるが姿が見えない。と思ったら、よいしょ、というかけ声と共に小こ柄がらな女子生徒がイスの上に立った。

　寮長というからにはソーシたちよりも年上なのだろうが、とてもそうは見えない。背が低く、ふわふわしたソバージュヘアのかわいらしい少女だ。肩からタスキをかけていて、タスキには『りょ～ちょ～』と書いてあった。なんだかパーティーグッズっぽい。そんな寮長は、かわいらしい声をはりあげていた。

「えぇ～、今日は我々星屑寮に新たな仲間が二名も入ることになって、まことに目め出で度たいことである。この寮長、中高下遠近はまさにかんむりょー、せいてんのへきれき、ごぞうろっぷにしみわたる、やきにくていしょくじんちょうげ……ん？　なにこれ？　途と中ちゆうから原げん稿こうのセリフ、おかしいよぉ、考えたのだれぇ？」

　どうも堅かた苦くるしいアイサツだと思ったら原稿を読んでいただけらしい。しかもその原稿が途中から適当になっていて、マジメな顔でアイサツしていた寮長は恥はずかしさから涙なみだ目めになっていた。

　そんな状じよう況きようにもかかわらず他の寮生は「寮長かわいー」「がんばってー」「一生ついていきます」「その涙目の目線ください」「寮長かわいすぎてしんぼうたまらん！」「はぁはぁくんかくんか」──こいつらが本当に特待生なのか、とソーシはひそかにショックを受けていた。というか、異世界人のクセに現代文化に染まりすぎじゃない？

「はい、とにかく乾杯ってことで！」

　誰かが勝手に乾杯と叫ぶと、みんな一いつ斉せいに乾杯、乾杯とグラスをぶつけあった。イスの上に立っていた寮長だけは「ふぇぇぇぇ、かんぱいはわぁたしが言うはずだったのにぃぃ」と涙声で叫んでいた。なんだか寮長いいようにあしらわれているが、確かにかわいい。ソーシも初対面の相手だけれど、保護欲よくをかきたてられるというか……
















「はい、ソーシ君も乾杯。歓迎会なんだから飲んで飲んで」

　ソーシの傍かたわらにやってきた乖人がグラスをぶつけてくる。こいつ、離はなれた席に座っていたはずなのにいつのまに……グラスには泡あわの浮かんだ透とう明めいな液体が入っていて、寮生はみんな楽しそうに飲んでいる。というか、みんな明らかにテンションが異様に高い。

「なぁ、まさかと思うが……酒じゃないよな、これ？」

「面おも白しろいことを言うね、ソーシ君は」

　ニコリと微笑ほほえむ乖人。イケメンがそんな表情をすると、女子なら一目見ただけで恋こいに落ちそうだ。中身が残念なことを知っているソーシはだまされたりしないが。

「これはゴウガクサイダー。学園島で作っている地サイダーだよ。瀬せ戸と内ない海かいの天然湧わき水と四国の天然糖で作った名産品なんだ」

　飲んでみると、冷たいのど越ごしにさわやかな炭酸の刺し激げきと甘味を感じる。ほどよい甘味が爽さわやかな飲み心地ごこちとなっているようだ。普ふ通つうに美味おいしい。

　ソーシはジュースを飲みながらテーブルの上に並べられた料理にも手を伸のばした。料理の内容については、一いつ般ぱん寮りようで食べていた食事と変わらない。揚あげ物とかサラダとかが大皿に盛られていてそれぞれが好きなようにとって食べる形式のようだ。食堂の片かた隅すみに大型炊すい飯はん器きが置かれているので、ご飯はそこから自分でとってくればいいらしい。

「そうそうソーシ君の荷物はボクがここまで運んでおいてあげたよ。ベッドの下に隠かくしてあった本も一緒に持ってきてあげたからね」

「ありがとうと素直に言えないのはなぜだろうな。言っておくけど、俺はその手の変な本は持ってないぞ」

　引っ越こしてきたばかりでアダルトな本を隠し持つのは抵てい抗こうがあったのである。乖人は、かるい冗じよう談だんさ、と笑っている。

「モモカさん。わからないことも多いだろうけど、できるだけボクらが力になるから気楽に頼たよってね」

「……えぇ」

　モモカは軽くうなずき、さっとソーシの陰かげに隠れた。乖人が肩をすくめている。

「嫌きらわれちゃったかな？」

「お前の変態ぶりを敏びん感かんに感じ取ったんだろう」

「ソーシ君からのその冷たい仕打ち、ボクは嫌いじゃないよ」

「そういうところが変態なんだよ」

　ソーシの隣となりに座ったモモカはなにやら身を縮こませ、周囲の視線から隠れるようにしながら料理に手を伸ばしている。その手の動きが速い。この子は、夕方にラーメンを二杯食べたはずなのによく食べるな。

「初めて食べるものばかりだけど、どれも美味しいわ」

「どれもそんなたいしたものじゃないぞ。ここに住めば毎日食べられるものばかりだ」

「それはいいことね。食が豊かというのは国が豊かな証しよう拠こよ。いい国ね」

　まさか、日常的な食事内容一つで国の評価が下されるとは思わなかった。

「あーあ、今日からオタっちと同じ屋根の下か～。オタっちスケベだから心配だわ～」

　と、いつのまにか灯萌が傍らに来ていた。彼女もここの寮生なのか。

「変な言いがかりをつけるな。俺はなにもしない」

「男はみんなそーゆー」

「ちなみに男子寮と女子寮は隣同士だけど別の建物だよ。間の食堂だけ共用だね」

　乖人が補足してくれる。食堂にいるのは総勢二十名ほどの男女。最初は少し驚おどろいたが、やはり建物は別だったか……いや、別にガッカリはしていないけど。

「ちゃんモモも、オタっちに変なことされたらアタシに言いなよ、ポコパンするから」

「ちゃんモモ？　それ、ワタシのことかしら？」

「そ。モモちゃんだからちゃんモモね」

「愛あい称しようね。まぁいいわ──ソーシは不ふ埒らちな人間ではないわ。それくらいわかるわよ」

　モモカがあっさりとした口調で告げる。そんなに信しん頼らいされていたとは、ソーシとしてはどこかむずがゆい気持ちがする。

「なになに、オタっちとちゃんモモ、仲いいじゃん。どういう関係？」

　灯萌が興味を引かれたようにソーシたちを見まわす。

「どういうもなにも、今日会ったばかりの関係さ。な？」

「そうね。ソーシには少し恩がある、それだけの関係よ」

「恩ってなに？　あやし～……もしかして、ちゅーくらいした関係？」

　ブホッ、モモカが飲んでいたサイダーをむせて口から勢いよく噴ふき出した。汚きたない。周囲の寮生にすいませんと謝りながらソーシはふきんでテーブルの上をふく。モモカははげしく咳せき込んでいた。あらぁ、と灯萌が頭をかいている。

「ウソ……ほんとにもうしちゃったの？　まさかそれ以上……」

「し、知らないわ、そんなの。口吸いキスなんて、ワタシ知らない！」

　モモカがそう答えるが、その否定はどう考えても不自然だった。

「ソーシ君って積極的だったんだね──これは、ボクもワンチャンあるかな」

　ぞくっと、ソーシの背中に悪寒が走った。乖人、お前にチャンスなどない。そもそもなんのチャンスだとつっこみたいが、怖い答えが返ってきそうなのでやめておいた。

「みんな、飲んでいるぅ？」

　と、そんな微び妙みような空気のソーシたちに大きな声で話しかけてくる人物がいた。小さな子供が必死に声を張り上げている感じだ。見れば、先ほど乾杯の音頭をとった（とろうとしていた）寮長がいた。タスキの『りょ～ちょ～』の文字がなんともかわいらしい。

「えっと、寮長さんですよね？」

「うん、わぁたしは寮長の中なか高こう下げ遠え近ちか！」

　寮長は近くで見ると本当に小さい。ソーシの胸くらいの身長だろう。小柄でかわいいから人形みたいだ。外見は中学生だと言われても違い和わ感かんはない。

「寮長。一年の空我山ソーシです。どうかよろしくお願いします」

　ソーシがアイサツすると、寮長は小さな体でせいいっぱい胸をはって少しでも体を大きく見せかけるようにしていた、かわいい。

「アイサツのできる一年生はいいね！　今日は好きなだけ飲んでね！」

　寮長が手にしたサイダーをソーシのグラスに注ついでくれる。

「あれぇ？　寮長のグラスが用意されてないじゃない？」

「ふぇ？」

　灯萌が叫ぶと、寮長が驚いたように体を硬こう直ちよくさせる。すぐさまどこからか空のグラスが運ばれてきて寮長に渡わたされ、そこになみなみとサイダーが注がれた。

「はい、寮長の分」

「あ、えっと、うん、ありがとう。でも、わぁたし、炭酸は、ちょっと苦手……」

「えぇ～、まさか、一年生にばかり飲ませて、寮長が飲まないわけないでしょ？」

「えっと……そ、そうだよ、わぁたしが寮長だもん！　飲まないはずないもん！」

「さっすが寮長！」

　灯萌がうまく寮長を煽あおっている。寮長はなにか覚かく悟ごを決めた顔でグラスを両手で持っている──中身サイダーだけど、寮長のかわいい顔は真しん剣けんそのものだ。

　いつのまにか食堂中の寮生がこちらに注目している。みんな手て拍びよう子しでリズムをとりだした。その手拍子に後押しされるように、寮長は両手で持ったグラスを口元に押し当て、一気に上を向いた。寮長の小さなノドがこくこくと上下に動き、グラスの中身が減っていく。

「……ぷはぁ、ごめん。これ以上は、ちょっと……」

　グラス半分くらいのサイダーを飲んだところで寮長は口を離した。けふっ、とかわいらしく吐と息いきがもれている。

「おっと？　これはもしかしてソソーか？」「ＳＯＳＯソソー？」

　寮生がそんなことを言いながら寮長のグラスに追加のサイダーを注いでいる。ふぇぇぇぇ、寮長がかわいい悲鳴を上げる。

「ＳＯＳＯってなんのことだ？」

「飲み会のかけ声みたいなものだよ。寮長はみんなのマスコットだから、寮生みんなから愛されているんだ」

　確かにそれはわかる。今グラスからあふれそうなサイダーを前にしてぷるぷる震ふるえながら涙目になっているけれど、本当にかわいい。けど、なんだかイジメみたいな構図に見える。いいのか、この場の流れは？

「見ていられませんね」

　と、冷れい徹てつな声とともに助けが現れた。寮長の後ろから伸びた手がグラスをうばい、そのままクイッと、中身を一息に飲み干す人物。

「あ、亞彌歌ちゃん。ありがとぅ。たすかったよぉ～」

「いえ。寮長の危機をお救いするのも、委員長の職務ですから」

　寮長を助けたのは委員長だった。そんな職務があるのかはともかく、顔色一つ変えずにサイダーを飲み干した委員長は少しかっこいい。

「委員長つまんな～い。寮長にサイダー飲んで欲しかったのに～」

「篝火さん、悪ふざけが過ぎますよ。これ以上寮長にからむなら、私が相手です！」

「おっ、いいじゃん。あんたとはいつか決着つけねーとな、って思ってたし」

　と、灯萌と委員長が二人、サシで飲みあいを始めた。周囲の寮生たちの喝かつ采さいを受けながら二人がグイグイサイダーを飲んでいる。

　しかし、いくらなんでもおかしくないだろうか。なんだか寮生みんながどんどんハイテンションになっているというか、明らかに素面しらふじゃない。

「なぁ、乖人。これ本当にただのサイダーか？　さっきからみんな様子がおかしいし、あの子なんて完全に酔よいつぶれているぞ」

　部屋の隅すみで丸くなってくーくー寝ねている女の子までいた。

「あぁ、あの子は巫み女こ兎とさん。だいたいいつも寝ている子だから、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「それは本当に大丈夫なのか？　いや、とにかく明らかにおかしいだろ、これ。酒を飲んでいないか？」

　寮で飲酒なんてことになったら停学だ。入学早々、そんな問題を起こしたくはない。

「実はソーシ君には教えてないことがあるんだけどね」

　乖人がすまし顔で告げる。

「ボクら『保全者パラミシア』は普通の人間とは体質が違ちがってね。お酒を飲んでも酔っぱらわないけど、ある種の天然糖成分を大量に摂せつ取しゆすると、酔ったのに近い状態になるんだ」

「つまり？」

「普通のサイダーを飲んだだけでみんな酔っぱらうんだ」

「ダメじゃん！」

「みんなでジュースを飲んでいるだけで、ボクらは日本の法律に違い反はんしてはいないよ？」

　と、乖人がソーシの肩かたに手を回してきた。顔の距きよ離りが近い。乖人の甘い吐息が感じられる。その息は、サイダーの匂においだった。

「お前、酔っているのか？」

「それよりソーシ君。せっかく同じ寮りようになったんだから、今夜は夜通し語り合って親交を深めようよ」

「待て、乖人。お前、あきらかにおかしいぞ？」

「おかしくないよ。でももしボクがおかしいのだとしたら──それはソーシ君の存在がボクをおかしくさせちゃったのかな？」

　フッと、乖人の吐息がソーシの耳にかかる。全身に鳥とり肌はだがたった。ソーシは乖人の体を投げ飛ばすように振ふり払はらった。

「いくらなんでもやり過ぎだ、この変人！」

「ふふっ、照れちゃってかわいいね、子こ猫ねこちゃん……」

　床ゆかに倒たおれた乖人はそのままむにゃむにゃ寝言を言っている。こいつ酒さけ癖ぐせが、いや、サイダー癖が悪かったんだ、気をつけないと──心に刻むソーシ。

「えーん、ちゃんモモ、助けてぇ！」

「な、なんなの？」

　灯萌がモモカに抱だきついていた。灯萌はなぜか上着を脱ぬいで上半身が下着姿となっていた。大きな胸がモモカに抱きついてプニッとつぶれている。刺し激げきが強すぎる。

「委員長と飲み比べで負けちゃった、くやしぃぃぃ！」

　女子高生がこんな場所で半はん裸らになっていいのだろうか、どう考えてもまずいのに、まわりが全員酔っぱらいなので誰だれも気にしていない。

「助けを求められ、それを無視してはもののふの名折れね──義により助すけ太刀だちするわ！」

「さすがちゃんモモ！」

「ふふふ、次の相手はモモカさんですか──委員長と呼ばれるこの私に刃は向むかうとは、愚おろかとしか言いようがありませんね」

　委員長は食堂の中央に設置されたソファにふんぞり返っていた。なんだか、ゲームとかの悪の魔ま王おうみたいな黒い笑えみを浮うかべていた。委員長ってこんなキャラだっけ？

「委員長──聞きしにまさる強敵のようね。相手にとって不足はないわ」

　モモカまでなんかノリノリでセリフを言っているけど、いつ委員長のことを聞いたのだろう。あぁ、よく見たらモモカも顔が赤い。モモカも酔ってる。

「ではいざ尋じん常じように」「勝負！」

　二人が叫さけぶと、周囲の寮生からやんやの喝采が上がった。誰も止めるものがいないまま、二人はそのままグラスに注がれたサイダーを一気に飲み干し始めた──まぁ、サイダーを飲んでいるだけなのだから、好きにさせておけばいいか。

「ほら、灯萌、しっかりしろよ」

　灯萌は真っ赤な顔でふらふらしている。下着に包まれた大きな胸もぽよんとゆれていた。うん、目の毒だ。眼福と言っていられない。灯萌はクラスメートだし、ここで変な目で見ると明日あした以降どんな顔で顔をあわせればいいかわからなくなる。

　とりあえず灯萌にはソーシのシャツを貸してあげた。というか、シャツ一枚だったのでソーシの方が上半身裸はだかになってしまった。

「なんか、胸がきつい……」

「それはお前が……いや、なんでもない」
















「スケベ」

　なぜか罵ば倒とうされた。理り不ふ尽じんだ。周囲の寮生はみんな好き勝手に盛り上がっていて、誰もこちらを気にしていない。これ、一応ソーシとモモカの歓かん迎げい会かいだったはずだよね？　まぁいいのだが。

「オタっちってさ、やっぱちゃんモモのこと好きなん？」

　ソーシの隣となりに座った灯萌がソーシの肩にもたれてくる。急にどうしたのだ？

「違う。今日会ったばかりなのにそんなはずないだろ」

「でも、オタっちの理想、まんまじゃん」

　灯萌がシャツの胸むな元もとを引っ張る。その胸元には、モモカそっくりなイラストがある。

「あんた、あぁいう子がいいんでしょ？」

「好きとは、少し違う。そんな単純な言葉で表現できない」

「でも嫌きらいじゃないから、キスだってしたわけでしょ？」

「キスは……して、ないわけじゃないけど、あれは偶ぐう然ぜんの事故みたいなものだ」

「偶然の事故なら、キスしちゃうんだ」

「いやそれ、は!?」「んっ」

　ちゅっ、灯萌のクチビルがソーシのクチビルと重なった。

「い、今のは……」

「……これも事故だから、ノーカンね」

　灯萌はそのまま立ち上がり、んっ、と伸のびをした。

「アタシ疲つかれたから部屋戻もどるわ。あとよろしくー」

　呆ぼう然ぜんとするソーシを置いて、灯萌はすたすたと食堂から去っていく──最後に見えた灯萌の顔が、赤く見えたのは錯さつ覚かくではないはずだ。サイダーを飲んで酔っているせいか、恥はずかしがっているせいか、両方なのか、それはソーシにはわからないことだった。

　食堂内に歓かん声せいが響ひびいた。見ると、部屋の中央でモモカと委員長が二人仲良く倒れていた。二人ともサイダーの瓶びんを抱かかえて真っ赤な顔をしている。両者ドローとか誰かが叫んでいるので、二人同時に酔いつぶれたらしい。けど、倒れた二人はなぜか互たがいに握あく手しゆするように手を握にぎりあっていた。寮生たちは感動したと言いながら拍はく手しゆしている。ソーシが見ていないうちにあそこでドラマが生まれていたらしい。なにがあったかすごく気になる。

　最終的に、寮生は全員サイダーのせいでベロンベロンになった。だというのに、主役のはずのソーシだけがひたすらクールだ。ソーシはサイダーを飲みながら夕食を食べていただけなので、酔っぱらうはずがない。

　この状じよう況きようはあれだ。飲み会とかでみんなが酒で盛り上がる中一人だけ車運転するからウーロン茶を飲み続けなきゃいけない立場の人──いや、ソーシは飲み会とか実際に参加したことがないので、想像でしかないのだけれど。

　一人だけ意識がはっきりしているソーシは食堂で食べ残しや使用済みの食器などを片付け、ゴミをまとめ、酔いつぶれた生徒をとりあえず食堂のはしに移動させ、寮の中を探して見つけた毛布を掛かけておいてあげた。なんだか損な役回りだが、やるしかない。

　今日はモモカと出会い、『保全者パラミシア』の秘密とかをいきなり知らされてソーシも困こん惑わくしていた。この先どうなるか不安な気持ちもあったが、周囲の人間があれだけバカ騒さわぎをしているのを見たら、くよくよするのがバカらしくなったのだ。乖人や灯萌といった知り合いがこの寮にいたことも地味に嬉うれしい。

　モモカは委員長と抱き合うような体勢で寝ていたので、毛布を掛けて仲良く寝かせておいた。なんだか幸せそうな寝顔で、おなかいっぱい～、とか言っていたから本当にいろいろ悩なやむのがバカらしくなってきた。

　ソーシは片付けを済ませた後、自室へと向かった。部屋にネームプレートがかかっていたので、ソーシの部屋はすぐにわかった。二階の隅の部屋だ。

　一いつ般ぱん寮りようでは二人の相部屋だったが、この星屑寮では一人一人個室がもらえるらしい。特待生の優ゆう遇ぐうの一つだ。ありがたい。

　部屋の入り口にはダンボール箱がまとめてあった。一般寮にあったソーシの私物がそっくりまとめられている。とりあえずこれを片付けるのは明日にして、今日はもう休もうかな、と考えるソーシ。

　ただ、私物の上に見覚えのない包みがおいてあるのが目に留まった。なにか、カードが載のせてある。カードを見ると『引ひつ越こし祝い』と書いてあった。裏返すと『伽藍道桜夜』と名前が書いてある。

　包みを開けてみると、新品の制服一式が入っていた。サイズはきっちりソーシにあわせてある。今日、鬼おにと戦ったせいで制服を一着ダメにしてしまったところだ。どうしようか内心悩んでいたのだが、桜夜が手を回してくれたようだ。ありがたい。

　先ほど今日はもう休もうかな、と思ったが、そういえば風ふ呂ろに入っていなかった。これでもソーシはキレイ好きだ。そもそも鬼と戦った時、ドロドロに汚よごれてしまった。明日に備えて入浴するか。でも、この寮の入浴規則はどうなっているのだろう？　一般寮ではグループごとに入浴時間が決められていたはずだが。

　着き替がえとタオルを持って一階に行くと、奥に大浴場と書かれた部屋があった。『利用時間二十時まで』、プレートが貼はってあった。今は二十一時過ぎ。うん、余よ裕ゆうで時間外だ。こっそり使えないかな？

　と思ったら、大浴場の隣に『プライベートシャワールーム』と書かれた部屋を発見した。『二十四時間使用可能』なんてプレートまである。ちょうどいい。使わせてもらおう。

　中に入ると脱だつ衣い所になっていた。脱衣所の奥には、壁かべで仕切られたシャワールームが並んでいるようだ。簡単に身体からだを洗うだけなら充じゆう分ぶんな設備だ。寮生はみんな酔よいつぶれていたので使うのはソーシだけ。貸し切り状態だ。

　ソーシはシャワールームに入り、蛇じや口ぐちをひねった──冷たかった水がやがてお湯に変わる。お湯の温度はちょうどいい。全身にお湯をかけてまずは軽くこすった後、用意してきたボディーシャンプーで洗うことにしよう。

　と、ソーシがシャワーを使っていると入り口の扉とびらが開く音がした。続いて誰かが入ってくる気配。相手は一人。他ほかの寮生が来たようだ。シャワールームの仕切り板のせいで、相手が誰かはわからない。先せん輩ぱいだったらアイサツしないといけないかな？

　と、相手の足音が止まった、ソーシの背後で。なんでそんなところで止まるんだ？　なんだかちょっと背中に悪お寒かんを感じるぞ。少し怖こわい。

　振り返って仕切りのカーテンを開ける──そこには、全裸のモモカが立っていた。

「ソーシ、あなたもいたのね」

「あぁ……って、なんでいる!?」

　ソーシは反射的に股こ間かんを手で隠かくした。一方のモモカは堂々としたものだ。ただモモカの長い銀ぎん髪ぱつが身体にまとわりつき、うまい具合にきわどい部分を隠していた。シミ一つない真っ白な肌はだは、つやつやと輝かがやいていた。腰こしは折れそうなほどに細いのに、胸元とお尻しりはむっちりとして、みごとなくびれを形成していた。日本人離ばなれしたグラマラスな肉体と言っていいだろう──ついつい相手の身体を観察してしまうのは、ソーシも年とし頃ごろの男子高校生なのだから仕方ない。

　ただ、モモカはふらふらと小刻みに頭が揺ゆれていた。様子が変だ。

「ちょうどよかったわ。このシャワーというものはどう使うの？　教えてくれない？」

「あぁ、それは蛇口をひねって……いや、なんでここにモモカがいるんだ！」

「鬼と戦った日は、禊みそぎで身体を清めることにしているの」

「そうじゃなくて、ここ男子寮りようだぞ!?」

「男子が女子寮に入ったら死し刑けいだけど、女子が男子寮に入るのは平気らしいわ」

「理不尽だな！　って、モモカ、酔ってないか？」

「酔ってないわ。ちょっとソーシが三人に見えるだけよ」

「酔ってる!?」

　モモカの顔がいつもより赤いのは、サイダーの酔いのせいだった！　ふらふらしているのもそのせいだろう。

「とにかく、誰だれかに見られたらマズイ！　バレたらここを追い出されるぞ！」

「え？　それは困るわ。ソーシと離れたくないし」

「とにかく、女子寮にもシャワールームがあるだろ？　そっちへ行け！」

「えぇ……あっ」

　つるり、モモカの身体が倒たおれる。足元には、泡あわ混じりの液体。ソーシが洗い流したボディーシャンプーが床ゆかに残っていたのだ。足を滑すべらせたモモカが倒れるのを支えた。

　むにっと、ソーシの両手が柔やわらかいものを摑つかんだ。モモカの身体は細いのにやけに肉付きがいい、と思った瞬しゆん間かん、バゴッ、ソーシの視界で火花が飛び散った。モモカの拳こぶしがソーシの顔面にめり込んだのだ。

「あ、ごめんなさい、ソーシ。他人にいきなり摑まれると反射的に反はん撃げきしてしまうの」

「お前はどっかの暗殺者か！」

「あら……ソーシ、あなた、変な匂においがするわね」

　と、モモカが倒れたソーシに顔を近づけてすんすん鼻を鳴らす。鬼との戦いで血まみれになったりしたし、その匂いかな？　というより、そんな接近されるとモモカの甘い香かおりが鼻先をくすぐってきて……

「ソーシ、あなたから、篝火灯萌の匂いがするわ。どういうこと？」

　さっき、灯萌にキスされたことを思いだした。ソーシは言葉につまる。いや、ソーシにやましいところはないはずなのに、なぜか冷や汗あせが出てきた。

「ねぇ、どういうこと？　あの女と、なにをしたの？」

「な、なにもしていない、ぞ？」

「ウソね……あなたのクチビルからあの女の匂いがするわ」

　モモカの嗅きゆう覚かくはバケモノか!?　ソーシがしどろもどろで言い訳をしようとした時。

　ちゅっ、モモカの顔が近づいてソーシのクチビルにかさねられた。

「上書きしたわ」

　そう言い残し、モモカは形のいいお尻を振ふりながらシャワールームを出て行った。

　残されたソーシは、どうすればいいのかわからず、しばらく呆然とするしかなかった。

　その後、火ほ照てった体を鎮しずめるために冷水のシャワーを浴びた。




　身体を洗ったあと自室に戻るソーシ。今日は本当にいろんなことがあって疲れた。荷物の片付けはやっていないけど後にしてもう休もう……けど、休めるだろうか？　先ほどのモモカの姿を思い出すと、頭に血が上って身体が熱くなってくる。こういうときは、参考書でも読んで心を落ち着けよう。読んでいるうちに眠ねむくなるはずだ、予習にもなるし。

　と、そこで部屋に備え付けられた勉強机の上に見慣れない本が置いてあるのに気づいた。そんなものを置いたおぼえがない。誰かが置いたのか？　だが誰が？

　しかしその本の正体に気づいた時、ソーシは短く息を吞のんだ。

　本のタイトルは『せかいのどうわ　超ちよう大全』。

　昼間、夢の中で手に入れた、ソーシにとって因いん縁ねんのつきまとう本だった。

















第三章　転入生と『保全者パラミシア』の秘密









　早朝──ソーシはベッドの上で目覚めた。スマホのアラームが鳴るよりも早く目が覚めた。引っ越こしたばかりで落ち着かなくて、眠りが浅かったせいだろう。

　さっさと着替え、洗面所で顔を洗って眠気を振り払はらう。まだ薄うす暗ぐらい寮の中はしんとしている。他の寮生はまだ寝ねている時間だ。ソーシは物音を立てないように気き遣づかいつつ、玄げん関かんから外へ出た。

　ソーシは早朝、ランニングをする習慣がある。もう十年くらい、毎日続けていた。今後も続けるつもりだ。ソーシの目的のためには、身体を鍛きたえて損はない。

　走る前にストレッチをして体をほぐしていると、ガサガサ、寮のすぐ横の茂しげみから誰か出てきた。

「ソーシ、おはよう」

「モ、モモカ、おはよう」

　いきなりモモカが現れ、ソーシはぎこちないアイサツを返した。昨日のシャワールームの一件を思い出し、顔が熱くなる。

「ソーシ、変な顔してどうしたの？」

「いや……モモカは、なんともないのか、昨日のこととか？」

「昨日？　なぜか、食事のあとの記き憶おくがないのよね」

　あれだけ酔っていれば、記憶もなくして当然か。

「でも、変な夢を見たわ。夢の中で、ソーシが裸はだかで出てきて……」

　急に口ごもるモモカ。なぜかその顔が赤い。

「どうした？」

「……な、なんでもないわ……そうよ、あれは夢よ、夢、現実なはずないし……」

　ブツブツ何か言っているが、深くは追つい及きゆうしないでおこう。

「モモカは、こんな早くから、なにしてたんだ？」

「えぇ、もののふとして、朝の鍛たん錬れんをしていたのよ。あなたも？」

「俺はちょっとランニングに行く」

「ワタシも同行していい？」

「構わないさ」

　学園島内は道が規則正しく交差して区画わけされている。島の外周にある道は、学園の運動部が走ることを想定してランニングコースとして整備されていた。瀬せ戸と内ない海かいの海と島々、本州と四国まで一望できるコースだ。

　走りながら話しかけてみる。

「なぁ、モモカ。昨日は大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「なんのこと？」

「いや、だいぶ酔っていたみたいだし」

「あの程度、水を飲んだのとかわらないわ」

「そりゃサイダーだからな……でも酔っていたよな？」

「昼間戦いがあったから、戦いの高こう揚ようを慰なぐさめていただけよ」

「そうか、ならいいんだが……」

「ワタシは、あなたに感謝しているのよ、ソーシ」

　走りながらモモカが告げる。

「あなたのおかげでここに住めるようになったし、食事も寝ね床どこも申し分ないわ。隣りん人じんも悪くないし、ここはいい場所ね」

「モモカがここに住めるようになったのは、理事長のおかげだ。俺はなにもしていない」

「それでも感謝を。この世界で最初に親しくなった人間があなたでよかったわ」

「ありがとう。俺も、モモカと最初に親しくなれて嬉うれしいよ」

　そう言うと、モモカは赤くなった顔を隠すように横を向いた。この子、意外と感情が表に出やすい。

　と、そこで道の向こうから走ってくる人ひと影かげに気づいた。パステルカラーのトレーニングウェアを着て、長い髪かみを頭の後ろで束ねている。ソーシたちと同じ年くらいの少女だ。むこうもランニング中らしい。ソーシ以外にも同じ趣しゆ味みの人間がいたのかと少し驚おどろいたが、轟岳館学園にはスポーツ推すい薦せんの枠わくもあったか、と思い出した。

　とりあえず相手に会え釈しやくで軽くアイサツをしてすれ違ちがった──と思ったら、相手はそのままＵターンしてソーシたちと併へい走そうを始めた。なんだ？

「おはぁ。朝早いじゃん？」

「あぁ、そうだな……」

　しかもなんだか親しげに声をかけてきた。誰だ？　こんな人物に覚えは……

「ちゃんモモも、おはぁ」

「おはよう」

「うぇ、灯萌だったのか」

「なに？　アタシだってわからんかった？　ヤバたんでしょ」

　学校で見かける灯萌は、ギャルのように派手な姿をしていた。だが今はメイクもしていないし、動きやすいかっこうで健康的に汗を流ながす運動部の女子のようにしか見えない。

「いや……お前、こんな朝からなんで走ってるんだ？」

「ん～、美容と健康のため？」

　走りながら灯萌が答える。ソーシは毎朝走っているので、下手な運動部の生徒には負けない体力がある。実はさっきからかなりの高速で走っているのだが、モモカは平然とついてきているし、灯萌も普ふ通つうに走っている。モモカの体力が並以上なのは昨日見たが、灯萌も負けていない。ちょっと自信をなくしそうだ。

「あと『保全者パラミシア』の仕事は体力勝負だから、トレーニングは必要よね」

「意外だな。お前、こんなことをするキャラには見えなかったのに……」

「ん～、ま、たまにメンディ～、って思うけどさ、アタシが弱いせいでアタシが死ぬならともかく、他人に被ひ害がいが出たらやっぱ悔くやんでも悔やみきれねー、って感じじゃん？」

「いい心がけね、ワタシも負けてられないわ」

「ちゃんモモも、足速いじゃん。けど負けねー」

　と、モモカと灯萌が意気投合して加速しだした。ソーシもそれについていくが、この二人、本当に足が速い。男としてのプライドがバキバキになりそうだ。自信がなくなる。

　と、ソーシの視界の隅すみに人がいた──ランニングコースの向こう。桜並木の地面に寝ている人影があった気がした。慌あわてて振り返ると、その人影は消えていた。気のせいか？

「どうかした、オタっち？」

「いや……たぶんなんでもない」

　とりあえずその場は気にしないことにした。すぐ目の前をモモカが走っているが、モモカの長い銀ぎん髪ぱつがたなびいて、それがキラキラ朝日を反射してとてもキレイだ。そんなモモカも、今朝はトレーニングウェア姿だった。昨日と同じコスプレのような衣装だったらどうしようとひそかに心配していたが杞き憂ゆうだったようだ。タンクトップにスパッツ姿という、非常に現代的な服装となっている。

「モモカ。その服はどうしたんだ？」

「昨日もらった服の中で、一番動きやすそうなものを選んだの。変？」

「変ではないけど……」

「もう少しオシャレなほーがいいんじゃない？　あとでアタシが見てあげよっか？」

「別にかわいくなくてもいいんだけど……」

「ダメダメ、ちゃんモモ。今時の女子高生らしくしてないとこの世界で生きてけないよ」

　灯萌はむしろ馴な染じみすぎだろう──灯萌も『保全者パラミシア』なんだな、と今さら思い出す。

「なぁ、灯萌」

「なに？」

「『保全者パラミシア』は、童話の世界からやってきたって昨日聞いたんだけど、マジ？」

「マジマジ。オタっちは信じられない？」

「信じるさ。世の中、俺の常識では想像もできないことなんていくらでもあるだろうし──そういうマンガとかアニメ、俺も好きだし」

「オタっちはやっぱオタっちだわ」

「ワタシは……ごめんなさい。自分のことを思い出せないの」

「ちゃんモモ、マジ記憶そーしつなんだ。ま、だいじょーぶ、そのうち思い出すって」

　灯萌が軽い調子で言うと、モモカもそうね、とうなずいていた。

「で、灯萌も『保全者パラミシア』ってことは当然童話の世界からきたんだよな？」

「まぁね、そんな感じ」

「それじゃ、灯萌ってどんな童話の誰だれなんだ？　もしかして有名人か？」

「オタっちデリカシーないわ～。そ～ゆ～こと女の子に聞く？」

　聞いたらまずいのだろうか？　しかし、隠かくされると余計気になる。マンガやラノベでも、能力者が自分の能力とか正体を隠していたら気になってしょうがないのだ、ソーシは。

「昨日、町で戦った時、鬼おにがいきなり燃え上がったよな。あれが灯萌の能力か？」

「ん～、それはどうかな～」

「火に関連した能力のある童話か……『カチカチ山』とか？」

「なにそれ。アタシがタヌキだっての？　もっとかわいい奴やつよ」

「かわいいね……シンデレラとか白しら雪ゆき姫ひめとか……」

「アタシあの話嫌きらいだわ」

「なんで？」

「だって、結局あいつら、人よりちょっと美人だからって理由で最後ハッピーになっちゃったじゃん？　世の中顔さえよけりゃそれでいいのかよ、って感じでちょいムカつくわ」

　そう言う灯萌自身もけっこう美人なことは指し摘てきしない方がいいだろうか？

「アタシはそんな話より、もっとさ、めぐまれない子供がささやかな救いを手に入れる、みたいなそーゆー話の方が好きだわ」

「めぐまれない子供ね……それって、あれか、『マッチ売りの少女』か、もしかして灯萌の正体ってそれなのか？」

「うぇっ!?」

　灯萌が変な声を出した。どうしたのか、そう思って前に出ると、灯萌の整った顔は今やトマトのように真っ赤に熟している。大きな眼めはうるうると不安そうにゆれ、真っ赤な顔を隠そうと両手を頰ほおに当てているが、そんなものでは隠しきれていない。

「どうした、灯萌？　あ、もしかして図星か？　本当に『マッチ売りの少女』なのか？」

「ち、ちがっ……アタシ、そんなのじゃ……ないこともないけど……」

　正直童話のイメージと灯萌は正反対な気もするが、よくよく考えたらラノベとかでもアンバランスで意外な能力者の正体ってのは良くあるパターンか。

「そうか、灯萌は『マッチ売りの少女』だったの……」

「うっさいバカ！　この、ドスケベ！」

　真っ赤な顔の灯萌はソーシを突つき飛ばし、そのままＵターンして逃にげるように走っていってしまった。灯萌の力は予想外に強くてソーシは息がつまりそうになったが、逃げる灯萌を追って慌てて走り出した。

「いったいどうしたっていうんだ、あいつ」

「ソーシ、どうする？　止める？」

「できるのか？」

「えぇ」

　モモカが走りながら片手で日本刀を構えた。
















「この距きよ離りならワタシの間合いよ。片足を斬きりとばせば……」

「やりすぎだ！」

「もちろん冗じよう談だんよ。ちょっと足に傷を作れば走れなくなるはずだわ」

「それでもやりすぎだっての！」

　モモカもたまに非常識なことを口にするから油断ならない。

　ソーシも全速力で追いかけているのだが、灯萌には全然追いつけない。それどころか、徐じよ々じよに距離が空いていく。『保全者パラミシア』が人間離ばなれしているのは確かだ。

　そのまま走り続け、ようやく足を止めたときにはソーシはもはや呼吸困難一歩手前と言った状態で息を切らせていた。

「灯萌、ここに入っていったよな」

「えぇ、星ほし屑くず寮りようね」

　なんのことはない、スタート地点に戻もどってきただけだ。

「灯萌、どっちに行った？」

「自分の部屋だと思うわ」

　ソーシと同じ速さで走ったはずのモモカは全然息を乱していない。少しへこむが、今は灯萌の件をどうにかしよう。ソーシはモモカと一いつ緒しよに灯萌の部屋へ向かった。

　が、その途と中ちゆう、誰かに首根っこを摑つかまれ、床ゆかに叩たたきつけられた。一いつ瞬しゆんのできごとだったのでなにが起こったか理解するのに時間がかかった。倒たおれたまま見上げると、ソーシのかたわらに冷たい表情をした委員長が立っていた。

「女子寮りようの敷しき地ちは男子禁制です！　私が委員長の職務を全うする限り、男子の侵しん入にゆうは認めません！」

　委員長の言うとおりだ。ソーシはごめんなさいと委員長に謝ることしかできなかった。




「朝からどこに行ってたんだい、ソーシ君？」

「ちょっと、走り込みをな……」

「ずいぶん疲つかれているね」

「いろいろあってな」

　寮の自室に戻り、汗あせをかいた服を着き替がえて食堂に行くと、ちょうど朝食の時間だった。食堂で待っていた乖人が声をかけてくる。

「朝から走ってきたんだ、すごいね」

「昔からやってる習慣だ……お前は走ったりしないのか？」

「朝はやらないね。ボク、トレーニングは放課後やる主義なんだ」

　ソーシは乖人と話しつつ食堂内を見まわした。寮生がおもいおもいに座って食事をしているが、灯萌の姿はどこにもない。

「灯萌、見なかったか？」

「彼女はいないと思うよ。灯萌さんが朝食を食べているところ、見たことないから」

　灯萌は朝食抜ぬきがデフォルトらしい。どう考えても健康によくない。というか、毎朝あれだけ走ってるらしいのにエネルギー補給しなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？

「灯萌さんは登校時間も始業ギリギリだし、朝は弱いんじゃないかな」

　どうやら乖人は灯萌が毎朝ランニングをしている事実を知らないようだ。どうも灯萌は人に隠れて努力をするタイプらしい。しかしここで謝ろうと思っていたソーシの計算が狂くるった。女子寮に灯萌がいる間はソーシから会いに行くことはできない。

「ソーシ君、どうかしたの？　なにかあった？」

「いや……なんでもない」

「ふ～ん。くわしくはわからないけど、ボクでよければいつでも相談に乗るよ」

　乖人も深くは追つい及きゆうしてこなかったのでありがたかった。

　ちなみに現場に居合わせたモモカからはすでに、「なんで灯萌は怒おこったんだと思う？」と聞いたのだが「わからないわ」という大変心強い回答をいただけた。

　その役立たずモモカは、ソーシの目の前の席でモリモリ朝食を食べていた。ご飯をおかわりまでしている。この子、昨日から食べてばっかりな気がする。

「ソーシ、これはなに？」

　モモカが朝食についていた丸い団子状のものを指さした。

「それは広島名物のはっさく大福だね。デザートだよ」

　はっさく大福──名前の通り、ハッサクの果肉が中に入った大福のことである。瀬戸内海周辺は温暖な気候のため、もともと柑かん橘きつ類るいの栽さい培ばいが盛んだ。中でもハッサクは広島が原産の果くだ物ものではあるが、ハッサクは苦みと酸味が強い果物なので、現代の若者にはあまり人気がない。糖度が高い果物に人気が集中する中、酸味の強いハッサクが苦手な人間は多い。

　しかしこのハッサクを大福にすると美味おいしい。ハッサクをアンコと餅もちで包んでいるのだが、ハッサクのみずみずしい果か汁じゆうの持つ苦みと酸味が甘いアンコと口の中で混ざることでほどよい味わいになる。そこにモチモチとした餅の食感が全体を包み込むことで味が渾こん然ぜん一いつ体たいとなって絶品なのだ。

「すごいわ、こんな味、初めて食べた。すごく美味しいわね！」

「モモカ。そんなに気にいったなら俺の分もやるよ」

「……べ、別に食べたいわけじゃないけれど、食材をムダにしないために食べるわ」

　言い訳がましく言いながらモモカがソーシの分も食べる。口ではなんだかんだ言いながら美味しいものを食べるときのモモカは笑え顔がおだ。その笑顔がお菓か子し一個と引き替かえに見られるなら安いものだ、とソーシは思った。

　そんなソーシのことを乖人が真っ直すぐ見つめていた。

「なんだ？」

「ううん。なんだか今のソーシ君、幼い子供を見守る父親みたいな目をしているなー、と思って」

「俺は父親と呼ばれるほど老ふけてない」

「ソーシ君ってたまに高校生とは思えないくらい落ち着いてるよね。『保全者パラミシア』の話を聞かされたときも平然としていたし」

「驚おどろきのあまり反応できなかったんだ」

「そういうところが大人びているんだよ。そこがソーシ君の魅み力りよくだよね」

「気持ち悪いことを言うな」

　朝食を食べ終わって食器を片付けたら登校の準備をする。




　学園島内に寮が設置されているので、登校は始業時間ギリギリまでノンビリしていられる、ということはない。そもそも学園島内はけっこうな広さがあり、寮と学園はある程度離はなれて設置されている。朝全校生徒が一いつ斉せいに登校を開始すれば道がすぐ渋じゆう滞たいになってしまうので、それも考こう慮りよして生徒は複数の寮に分かれて入れられ、渋滞が起こらない配置となっているらしい。

　その日は乖人やモモカと一緒に学校へ向かう。モモカは転入の手続きがあるらしく、それにあわせていつもより早めに出発した。灯萌とはあの後顔を合わせていない。

「この制服って、なんだか落ち着かないかっこうね」

　学園の制服を着たモモカ。武器である日本刀は布の袋ふくろに入れている。学校に日本刀を持って行ったら普ふ通つうはアウトだが、そこは『保全者パラミシア』の受け入れをしている轟岳館学園、許可してもらえたそうだ。銀ぎん髪ぱつという髪かみは非常に目立つが、それ以外は年とし頃ごろの女子高生だ。少なくとも、一目で異世界人だとはわからない。

　そしてソーシはモモカの先行きが少し不安だった。轟岳館学園は全国的に有名な進学校。その授業レベルは高い。記き憶おく喪そう失しつ状態のモモカの学力がどの程度あるかはわからないが、普通に考えて授業についてくることは難しいはずだ。

「わからないことがあったらなんでも俺に聞けよ、モモカ。なんだったら、放課後はしばらく勉強を教えてやるぞ」

「そうね。そのときはよろしく頼たのむわ」

「あまり心配はいらないんじゃない。なんとかなるよ」

　乖人は楽観的なことを言っているが、ソーシはそこまでお気楽ではいられなかった。右も左もわからないモモカの面めん倒どうを見る義務が自分にはあると、勝手に思っているためだ。

「あれ、なんだ？」

　学校へ向かって歩いていると、気になるものが視界に入った。

　学園に続く道は桜並木となっている。春は桜が満開となるのだが、残念ながら学校が始まった今の時期にはすっかり花が散ってしまっている。

　その桜の木の下で寝ねている生徒がいた。学園の制服を着た女子生徒。制服のリボンの色からするとソーシたちと同じ一年生。すやすやと寝息が聞こえそうなくらい気持ちよさそうな顔で熟じゆく睡すいしていた。

　朝走ったときチラリと見えた気がしたが、見み間ま違ちがいではなかったようだ。しかしまだ春先で朝は寒いはずなのに、なんでわざわざ外で寝ているのだろう？

「あぁ、巫女兎さんだね。今日はこんなところで寝ていたんだ」

「知り合いか？」

「星屑寮の住人だよ。昨日見なかった？　名前は紅くれない巫女兎さん。一年生だよ」

　言われてみれば、昨夜ゆうべの歓かん迎げい会かいで彼女を見た記き憶おくがある。サイダーを飲んで真っ先に酔よいつぶれて食堂の隅すみで寝ていた……この子、昨夜から何時間寝ているんだ？　いや、きっちり制服に着替えているところを見ると、途中で起きたのか？

「見ての通り、趣しゆ味みが朝寝昼寝夕寝夜寝っていうくらい寝るのが好きな人で、基本的に寝ているね」

「いいのかよ、それ……いや、よくないな」

　こんなところで寝ていてはカゼをひいてしまう。手て遅おくれかもしれないが、ソーシは巫女兎に近づいてかるく揺ゆさぶってみた。

「おい、起きろ」

「Ｚｚｚ……」

「朝だぞ、起きろ」

「……寝てるよ～」

「起きてるんじゃないか、目を開けろ！」

「……すり～ぴんぐ～」

「英語で言ってもダメ！」

　体をはげしく揺さぶっても巫女兎の目は閉じたままだ。近づくとわかったが、巫女兎はとても髪が長い。立てば多分足首に届くくらいの長さだ。その長い髪の先せん端たんに、大きな髪留めのようなものがついている。巫女兎はその髪留めを頭の下に敷しいて寝ているのだ。早い話、髪の毛を枕まくらにしている。いや、髪の毛に枕がくっついているのか？　重くないのだろうか？　ともあれ、寝る気満々の髪型だった。

「早く起きて学校へ行かないと遅ち刻こくするぞ！」

「……起きたよ～」

「本当に起きたのか？」

「……起きた気がする……」

「不安だな」

「……起きている夢を見ている……」

「寝てるじゃないか！」

　巫女兎はなんとも手て応ごたえがない相手だった。ソーシが必死に話しかけてもまともな返事がこない。彼女も『保全者パラミシア』なのだろうが、ソーシが出会った『保全者パラミシア』の中でもぶっちぎりの変人だ。

「ソーシ君、ムダだよ。彼女がまともに起きているとこはボクも見たことがないからね」

「そんなのでよく学校に通えるな！」
















「彼女は一日二十時間眠ねむって、六時間を半分眠りながら生活するって言われているんだ」

「計算が合わん！」

「余分な時間は夢の中で起きている時間らしいよ」

「わけわからん！」

「よくわからないけど、彼女を起こせばいいの？」

「いや、モモカ。なんで刀に手をかけている？　お前はなにもするな！」

　結局──ソーシは自分のカバンを乖人に持ってもらい、寝ていた巫女兎を背中に背負って学校に行くことになった。巫女兎は小こ柄がらで痩やせているのでとても軽い。

「ソーシ君はモモカさんといい、面倒見がいいよね」

「放ほうっておいて、このまま遅刻していたらあとで目覚めが悪いだろ」

「……ボクは目覚めがいいほうだよ～」

　むにゃむにゃ、巫女兎が背中でつぶやく。起きたのかと思いきや、目は閉じたままだ。

「いいかげん起きて自分の足で歩けよ」

「……悪いね～、いつもいつも……」

「いや、あんたとはほぼ初対面のはずだが」

「……ちなみにこれは寝言だよ～……」

　微び妙みようにムカついた。巫女兎は寝ているふりをしているようにしか見えない。とはいえ、このまま見捨てるわけにもいかず、結局学園まで運んであげた。周囲の生徒からは奇き異いの目を向けられてしまったものの、早めに登校したおかげで目もく撃げき者の数が少なかったのは助かった。

　乖人に巫女兎は隣となりの一年Ｅ組だと教えられ、教室まで運び、そこにいた生徒に巫女兎の席を聞いて、その席に下ろしてやった。巫女兎は座った途と端たん、髪の枕を机の上にのせ、その上ですやすや眠りだした。本当に何時間眠る気だろう。これは病気ではないだろうか。

　微妙に疲つかれた、と思いながらＥ組を出るとき。

「……ありがとう」

　と、誰だれかの声が聞こえた気がした。

「……この恩は、いつか返すね……むにゃむにゃ……」




　巫女兎を無事クラスに送ったあと、ソーシには行くべき場所があった。

「おはようございます、いいですか？」

「どうぞ」

　扉とびらをノックすると、すぐに応えがあった。がちゃり、木製の大きな扉を開け、生徒会長室に入ると学園の理事長、伽藍道桜夜は昨日と同様、正面のデスクの前に座っていた。傍かたわらには乖人がすでに立っていた。一いつ緒しよにクラスのある階に行ったと思ったのに、乖人はいつ移動したんだろう。

「アポなしでの訪問は、社会ではマナー違い反はんですわよ」

「すいません、先せん輩ぱいの連れん絡らく先がわからなかったもので。先輩の連絡先さえわかっていたらアポを取るんですけど……」

「高伏さん、教えて差し上げなさい」

「はいはい」

　乖人がソーシになにかを手て渡わたしてきた。それは、名めい刺しだ。『学校法人轟岳館学園理事長　伽藍道桜夜』と、書いてあった。桜夜の電話番号とメルアドまでしっかり書いてある。

「わたくしの予想より早い来訪ですわね、もう昨日の返事が聞けるのかしら？」

「モモカはできることは協力する気みたいですね、くわしくは本人から聞いてください。俺が今日来たのは別件です──新しい制服、ありがとうございました。助かります」

「お気になさらず、『侵蝕者デイストラクタ』による被ひ害がいはできる限りわたくしたちイカロスで補ほ償しようするようにしていますの。そのお礼を言いにわざわざ？　律りち儀ぎですわね」

「お礼を言いたかったのは確かですが、もう一つ、先輩に聞きたいことがあって」

「なにかしら？」

　ソーシは、今朝、『保全者パラミシア』の友人とトラブルがあったことを告げた。そして灯萌とのやり取りも説明し、なにが問題だったかを尋たずねた。

「そんなことですの」

　桜夜は、いかにもつまらなそうにつぶやき、自分の爪つめを見た。遠目で見てもわかるくらい桜夜の爪はきれいに磨みがかれている。

「俺には、なんで彼女が怒おこったのか理由がわからないんで教えてもらえませんか？」

「『保全者パラミシア』が、童話世界の住人だった、という話は理解しましたわね？」

「はい」

「『保全者パラミシア』にとって、自分の正体がなんなのかは、彼らの本質に関かかわる問題ですの。つまり、正体を気安く尋ねるのはマナー違反ですし、よほど親しい関係でない限り教えることもないようですわ」

「そうだったんですか」

「そうですわね。あなたにもわかりやすくたとえるなら、『保全者パラミシア』の正体がバレるということは、全ぜん裸らを晒さらされるようなものですわね」

　どんなヘンタイだ！　いや、今考えると思い当たる節はある。今朝も灯萌はソーシをドスケベ呼ばわりしていたが、そういう理由だったのか！　だが、そこでソーシはある事実に気づいた。

「あれ？　なんだか、俺、恐おそろしいことに気づいたんですけれど……」

「どうしましたの？」

「……乖人が『保全者パラミシア』で、その正体が童話『ウサギとカメ』の亀かめだって、昨日先輩が教えてくれましたよね」

「えぇ」

「それって、今の先輩のたとえで言うなら、俺の目の前で先輩が乖人の服をひんむいて全裸にしたも同然ってことになると思うんですけれど……」

「…………」「…………」

　桜夜も乖人も無言でソーシを見ている。その沈ちん黙もくが恐ろしい──やがて、乖人が微笑ほほえみながら告げてくる。

「ありがとう、ソーシ君。ボクのことを心配してくれたんだね」

「いや、心配はしてないけど……」

「でも大だい丈じよう夫ぶ。なぜなら、ボクの本質をソーシ君にさらけ出すことは不快じゃないから。むしろ快感だね。なんならもっと見せてあげるよ。ボクのエクスカリバ……」

　スパンッ、桜夜が立ち上がると、どこからか取り出した巨きよ大だいなハリセンで乖人を殴なぐり倒たおした。乖人は、あひぃ、と変な声をあげて倒れ、桜夜は何ごともなかったような顔でもとの席に戻もどった。

「ねぇ、空我山さん。これ以上この話題を蒸むし返してわたくしを不快にさせたって、あなたにはなにも得がないとは思いませんこと？」

「そうですね、先輩。失礼しました」

　笑顔ですさまじい重圧を放ってくる桜夜から逃にげるように、ソーシは生徒会長室を後にした。

　桜夜もこわかったけど、乖人はマジでヤバイ。




　生徒会長室に行ってグダグダしてから教室に戻ったらすでにホームルームの時間間近だった。ちらりと確認すると灯萌が教室内に来ていたが、ソーシと視線が合うとすぐそらされてしまった。これはだいぶ嫌きらわれているようだ。

「入学式とタイミングがずれてしまったけど、新入生が編入します」

　ほどなく始まった朝のホームルーム、一年Ｄ組の担任教師がそう告げると、教室内でかすかなざわめきがあった。

「初めまして、神か実み月つきモモカです。田舎いなかからきたから、入学するのに時間がかかりました。よろしくお願いします」

　と、教きよう壇だんに立ったモモカがハキハキとアイサツをしている。神実月という名字はソーシも初耳だが、十中八九偽ぎ名めいなので気にしないでおこう。

　それよりも教室内のざわめきが大きくなり、チラチラ、ソーシのことを振ふり返る生徒がいる。当然だ。ソーシの変人ぶりはクラスメートなら誰もが知っている。そのソーシが今までアピールしていたイラストとモモカはそっくりなのである。みんな疑問に思うだろう。

　いや、よくよく教室内を見ていると、驚おどろいている生徒と、さほど驚いていない生徒の二種類がいる。驚いていない生徒は単純にソーシに興味がないだけかもしれないが、学園の秘密を知った今なら違ちがう答えが見えてくる。あまり驚いていない生徒たちは、モモカが『保全者パラミシア』であるという事情を知っている生徒だ。なるほど、灯萌や乖人、委員長以外にもクラスメートには『保全者パラミシア』がまだ交ざっているのか。

「席は、あそこ、空我山の隣だ」

　そしてどういうわけか、ソーシの隣の席にモモカがやってきた。モモカはソーシを見てかすかにうなずいて見せた。そんなソーシとモモカの二人をクラス中の好こう奇きな視線が包み込んでいる。カンベンして欲しい、とソーシは内心でつぶやいた。




　その後──休きゆう憩けい時間になった途端、好奇心を刺し激げきされたクラスメートによってソーシとモモカは包囲されてしまった。

「神実月さんって、どこ出身？」「神実月さんも特待生なの？」「空我山が特待生になったって本当？」「ウソだ」「二人ってもしかして知り合い？」「だって空我山の好きなのって、あの絵だろ？」「絶対そっくり」

　モモカはなんだかよくわかっていないような顔をしていたので、変なことはしゃべるな、と指示を出し、ソーシは適当な返事をしておいた。そしてそのため、席を離はなれて灯萌に近づくことができなかった。灯萌は物もの憂うげな表情で窓の外を見ており、ソーシのことを見ようともしない。その態度は微妙にソーシの心をざわつかせた。

　さらにその後の授業では──モモカが興味深そうな顔で新しく用意された教科書を読んでいる。と、さっそく英語の授業で担当教師がモモカを指した。

「神実月さん。三十六ページの問題三の英訳をやってみてください」

　いきなりの難問だ。いや、問題自体はこの学園に入学できた生徒なら、問題なく解ける。だが記き憶おく喪そう失しつで学園に入ったばかりのモモカには難問過ぎる。ソーシが答えを教えるか。だがそもそもモモカはアルファベットが読めるのか？　そう悩なやんでいると。

「ん～……[image: “]He that falls today may rise tomorrow.[image: ”]です」

「はい、正解です。この構文についてですが……」

　モモカがあっさり答えてしまった。クラスメートたちも、遅おくれてやってきた新入生の学力に納なつ得とくした様子だ。さらにその後の授業でもモモカはたびたび指名されたが、問題なく正解を解答していった。

「神実月さん勉強できるね～」「さすが特待生」「中学どこだったの？」「どこ出身？」

　と、休憩時間、モモカはまたクラスメートに囲まれて質しつ問もん攻ぜめにあっていた。轟岳館学園は進学校なので、頭のいい編入生がくればそれはライバルが増えたということであり、いやおうなしに注目される。モモカは最初こそ戸と惑まどった様子だったが、クラスメートたちにもあたりさわりのない受け答えを返すことができるようになっていた。

「どうなっている？　記憶がないのに英語の問題が解けるとか、反則だろ」

「ボクらにとってそれは普ふ通つうなんだ」

　乖人がソーシの質問に答えてくれる。

「ボクらはある日突とつ然ぜんこの世界に来たんだけどね、頭の中にある言葉が響ひびいていた。それは『『侵蝕者デイストラクタ』を倒せ』っていう言葉だった。それと同時に膨ぼう大だいな知識が流れ込んできた。それはこの世界で日常生活を送るのに必要な知識、同年代の人間が普通に持っているであろう常識、そういった情報なんだ。当初こそ急激に増大した自分の知識量に振り回されたけど、だいたいみんな数日でその情報を整理して理解できるようになるよ」

「つまり、異世界転移して苦労せずこの世界の知識を手に入れたってことか」

「そうだね。文化の違いで戸惑うことは少なかったよ。そもそも、そういった知識がなかったら会話もまともにできないだろうしね」

　乖人や寮りよう生せいたちが妙みように日本の文化になじんでいると感じたが、そういう仕組みなのか。

「あと、ボクらは身体能力が高いけれど、それと同じくらい記憶力や学習能力も高いんだよ。ボクらが特待生に選ばれているのは立場もあるけれど、純じゆん粋すいにそれにみあう実力を持っているためでもあるんだ」

　人間離ばなれした体力とパワーがあって、さらに頭脳まで常人離れしているとか、『保全者パラミシア』はどれだけチート能力を持っているのだろう。なんだかマジメに勉強することがバカらしく思えてきた。

「なに、今なんの話してたの？」

「ん？　今期始まった深夜アニメの話題だよ。一いつ緒しよに話す？」

「ん～、遠えん慮りよしとく」

　クラスメートの女子が乖人に話しかけてきたが、そつなくごまかしている。『保全者パラミシア』のことは普ふ段だんおおっぴらに話せないはずだが、こういうとき自分がオタクであるという設定は役立つな、とソーシは思った。

　ひそかにアホの子と勝手に思っていたモモカが実は頭がいいと判明してしまった。というか、乖人の言葉通りなら、モモカは学力でもソーシを簡単に追い抜ぬかせるようだ。うかうかしていられないとソーシは気づき、いっそう集中して授業を聞くことにした。




　午前中の授業が終わって昼休憩、昼食の時間である。生徒は学園の食堂へと向かう。あるいは、弁当業者が学園まで弁当を販はん売ばいに来るので、それを買って教室で食べる生徒もいる。その辺りは人それぞれだ。

「待てよ、灯萌」

「……なに」

　そして食堂の入り口で、ようやく灯萌をつかまえることができた。あきらかに灯萌はソーシのことを避さけていたが、昼食時に人が多い食堂では逃げ場がない。灯萌は朝食を食べていなかったので、絶対空腹がガマンできなくなっているはずだとふんで、ソーシは午前の授業が終わると同時に食堂へと先回りしておいたのだ。

「今朝のことは、俺が悪かった。デリカシーのないことを聞いてすまない。謝るから、ゆるしてくれ」

「……ゆるさない。だってあんた、アタシの正体……」

　灯萌が赤い顔で口をつぐむ。

「悪かった。お前の正体が『マッチ……」

「ちょま!!」

　灯萌がソーシの口を両手で塞ふさぐ。

「本気で殺してほしいわけ？」

　灯萌が血走った目でソーシを睨にらむ。目が本気だ。ソーシは口を塞がれたまま、必死に首を横に振った。今のはソーシの失言だった。

「二度とその名を言うなし、オーケー？」

「悪かった、もう言わない……で、今回の件は全面的に俺が悪いから、なにかお詫わびをしたい。どうすればいい？　俺の裸はだかを見せようか？」

「は？　そんなの見たくないし」

　やばい。灯萌がわりと本気で、ゴミ虫でも見るような目でソーシを見ている。いや、『保全者パラミシア』の正体を暴あばくことは全ぜん裸らにするようなものだって桜夜に教えられたから、全裸を晒さらせばおあいこかと思ったのに……でも美少女の全裸と男の全裸が等価値なわけないな、ちょっと考えればわかる。エッチなゲームを期待して買って実際に脱ぬぐのが男ばっかりだったらゲームディスクを叩き割るところだ。乖人は好きかもしれないが……

「と、とにかく、このままじゃ俺の気が収まらない──せめて昼飯をおごらせてくれ」

「別にそんなの食べたくないし……」

「あなた、意外に狭きよう量りようね」

　と、モモカが口を挟はさむ──いつのまにかやってきていたようだ。モモカは胸の前で腕うでを組み、ソーシと灯萌のやりとりを眺ながめていた。

「ソーシはさっきから素す直なおに謝罪しているのに、それを意固地になってはねのけるのは、あなたの度量が疑われるわね」

「なに、ちゃんモモ。それ、けっこうムカつくんですけど？」

　灯萌がモモカに詰つめ寄り、子供なら泣いてしまいそうな怖こわい顔をモモカに近づける。だがモモカはその場から微び動どうだにしない。互たがいに視線をそらさないまま、鼻先がぶつかりそうな近きん距きよ離りでにらみ合っている。これが芸人だったらここでキスする流れなんだけどなぁ……と、現実逃とう避ひをしてもしかたない！　一いつ触しよく即そく発はつの空気を無視して、ソーシはムリヤリ二人の間に入った。

「はい、そこまで！　二人とも、腹が減ってるから怒おこりっぽいんだ！　メシを食って仲直りしよう！　俺がおごるから、一番うまいメシおごるから、な、な、な？」

　ソーシは無言でにらめっこをしている二人を食堂のテーブルに連れて行き、自分は慌あわてて食券販はん売ばい機きにＵターンして食券を買う。

　この食堂でなにが一番美味おいしいのか、入学直後のソーシにはわからない。とりあえず一番高いものを買おう。値段と味は関係ないかもしれないが、他ほかに判断基準がない。

　券売機のメニューを見ていくと、一番下に二千円という金額のメニューがあった。学生向けの食堂なのでほとんどのメニューが五百円以下で買える中、二千円は明らかに高い。メニュー名は『学食スペシャル（四人前）』。四人で二千円？　なら一人五百円だからあまり高くない。けど、あまり悩んでもいられない。これでいい、ソーシはボタンを押した。

　が、受け渡わたし口で食券を出すと、食堂のおばちゃんに「これ四人前だから友達三人連れてきな」と言われた。三人で食べると言ったが、四人でなきゃダメだそうだ。一人足りない。最後の手段、乖人を呼ぶか、と食堂にいるはずの乖人を捜さがす。だが。

「ゴメンね、ソーシ君。ボクはもう自分の分は買っちゃった」

　乖人は麺めん類るいコーナーでカルボナーラをすでに買っていた。遅れてしまった。あと一人をどうするか、クラスの知り合いでも誰だれかいないかな。委員長とか。しかしこういう時に限って誰もいない……と、食堂の人ひと混ごみの間をふらふら歩いている人物を発見した。

　長い髪かみをひきずらないギリギリの位置にたらし、右へ左へ不安定な足取りで歩いている──朝ソーシが学校に連れてきた隣となりのクラスの少女、巫女兎だ。

　巫女兎が自力で歩いているのは初めて見たが、危なっかしい足取りだ。なのに奇き跡せき的に誰にもぶつかっていない。人の間を絶ぜつ妙みようなタイミングですり抜けているのだ。朝はすやすや眠ねむっていた目は、今は半開き状態。でも明らかに眠そうで、半分眠りながら歩いているようにしか見えない。

「紅だったっけ？　そんな歩き方じゃ危ないぞ」

　ソーシが声をかけると、ふらふらしながらソーシの目の前までやってきて足を止めた。半開きの目が一いつ瞬しゆんソーシの顔を見て、かくん、立ったまま眠りだした。

「……すり～ぴんぐ～」

「いや、ここで寝ねるな、危ないだろ。何時間寝る気だよ」

「……寝てないよ、起きてるよ……」

「どう見ても寝てるんだが……紅、メシはこれからか？」

「……巫女兎ちゃんでいいよ～……」

「わかった、巫女兎」

「……巫女兎ちゃん……」

「巫女兎」

「……巫女兎ちゃん……」

「巫女兎、メシを食うなら一緒にどうだ？」

「……巫女兎ちゃん……」

　意外としつこいが、絶対ちゃんづけなんてしない。

　ともあれ、巫女兎はソーシの誘さそいにうなずいてくれた。いや、正直うなずいたのか寝落ちして頭が下に動いただけなのか微妙ではあったが、ソーシが引っ張るとふらふらついてきてくれた。四人目はこの子でいい。

　そして──ソーシたちの座るテーブルには巨きよ大だいな皿が用意されていた。大きい。タライくらいの大きさの皿には山のようなカレーライスがそびえたっていた。

「……オタっち。なにこれ？」

「一番高いメニューの『学食スペシャル』っていうのを頼たのんでみた」

「それって、運動部の猛も者さとかがたまに挑ちよう戦せんする大食いチャレンジメニューだね」

　横でパスタを食べていた乖人が教えてくれた。そういうことは早く言って欲しい。

　巨大なカレーの山には、トッピングの具材がこれでもかと盛られていた。トンカツ、鶏とりの唐から揚あげ、コロッケ、シュウマイ、ソーセージ、野菜の素揚げなどがゼイタクに載のせられている。とんでもないボリュームだ。

「はい、制限時間三十分で完食できたら学食の食券二千円分プレゼントだよ」

　と、学食のおばちゃんがテーブルに三十分のタイマーをおいた。ちなみにカレーの皿が大きいので、こぼさないようおばちゃん三人がかりでテーブルまで持ってきてくれた。どんだけ多いんだ。

「すごい量ね、これ」

「ありえないんだけど」

「……すやすや……」

　ソーシの周囲の女子三人は予想通りの反応をしてくれた。というか、灯萌が目に見えて不ふ機き嫌げんそうにソーシを睨んでいる。

「これを食べろっての？　もしかして嫌いやがらせ？」

　ダメだ。灯萌に謝ろうと思って注文したのに逆効果だ！

「アタシ、これでもダイエット中なんですけど」

「なら、このワタシが食してみせるわ」

　どん、モモカが制服の胸を叩たたいた。今はモモカがいつになく頼もしい。

「もののふとして、いつでも戦いに備えないといけないわ──戦う前から勝負を諦あきらめる臆おく病びよう者なんて、最初から当てにしてないわ」

「ちょまちー。ちゃんモモ、その臆病者ってアタシのこと？」

「恥はじることはないわ。誰だって苦手なことはあるもの──ただ、ワタシはどんな困難からも逃にげない、それだけの話よ」

「ふーん、そー……気が変わったわ。食ってやろうじゃん！　ダイエット続きで機嫌悪かったとこだし、今日はリミッター解除してやるわ！」

「たいした気き迫はくね。でも、日本一のもののふと呼ばれたワタシに勝てるかしら？」

　なんでこの二人はそんなに闘とう志しを燃やしているのだろう。そしてソーシの知る限り、モモカが日本一と呼ばれたことはないはずだ。

　ツッコミどころは多かったものの、おばちゃんの開始の合図と共にタイマーが動き出した。ソーシ、モモカ、灯萌の三人はカレーの山を上から崩くずして自分の皿にとりわけ、食べ始めた。ちなみに巫女兎は片手にスプーンを持った状態で寝ている。この子はもういいや。

「これは……普ふ通つうに美味うまい。スパイスのきいたカレーだ」

「カレー。ワタシは初めて食べるけど、美味しいわね。見た目は茶色い汁しるだけど、ドロッとして、肉や野菜の味と刺し激げき的な味が混ざり合っているわ」

「へぇ……カレーの下はエビピラフだわ。少しオシャレ」

　と、三人とも感心しながら食べている。味は普通に美味しい。一人五百円という値段を考えると値段以上の価値がある。三人は美味しい美味しいと言いながら食べ続けた。

　二十分後──

「……ねぇ、ちゃんモモ。もっと食べなって。まだまだたくさんあるし」

「わかっているわ。ただ、このカレーという食べ物の香かおりをもっと楽しまないと……」

　灯萌はモモカに自分の食べかけの分まで食べさせようとしているし、モモカはさっきから瞳ひとみのハイライトが消えたヤンデレのような眼まな差ざしでカレーの匂においをかいでいる──早い話、この二人はもうダメだ。

　ソーシも必死に食べているが、満腹状態でトンカツを食べるのはキツイ。衣ころもがカレーを吸って重くなっているのがなおさらヘビーだ。揚げ物を先に食べるべきだった。

　二十分経過で全体の半分くらい食べたが、ソーシたちは限界だ。タイマーの残り時間は十分を切っているのにこの残量──もうムリだろう。

「ほら、みんな、水だよ。どんどん飲んでね」

　乖人がかいがいしくお冷やを持ってきてくれた。モモカと灯萌がごくごく水を飲んでいるが、それは罠わなだ。水を飲んだらお腹なかの中で米がふくらんでますます満腹になる。こういうとき水は最低限しか飲んではいけないのに、二人はそのあたりがわかっていない。乖人のフォローが裏目にでている。

　でもソーシたちは頑がん張ばったと思う。特にモモカ。昨日からよく食べると思っていたし自信満々だっただけあって、ソーシや灯萌の倍くらいは食べていた。しかしそんな彼女もさっきから乖人の持ってくる水を飲むだけになってしまった。

　ソーシたちの周囲には食堂に来た生徒たちがいつのまにか集まってギャラリーとなっていた。「がんばれー」「もう少し」「いや、もうムリだよ」「残り十分で半分残ってる」「やっぱだめだ」「女の子じゃムリだって」みんな好き勝手な声せい援えんを送っている。

「ソーシ君、諦めたら試合終しゆう了りようだよ！」

「乖人、お前他人ひと事ごとだと思って！」

「あまたの運動部の腹ぺこ部員を撃げき破はしてきた伝説のチャレンジメニュー。完食すれば学園史に名前が残るよ！」

「そんなにすごいメニューだったのかよ！」

　実質的に三人でチャレンジするのはムリがあったようだ……と、そこで今までずっと眠っていた巫女兎が身体からだを起こした。

「……むにゃ……おなかへった……」

「それは寝言か？　ガチか？　まぁいい。少しくらいお前も食べたらどうだ？」

「……全部食べていい？」

「食べれるものならな」

「……いただきま～す……」

　むにゃむにゃ、巫女兎がスプーンを動かしてカレーの山を食べ出した。眠そうな半目状態であふあふ言いながら食べている。巫女兎がようやく人間らしい動きを始めた。まぁ今さら巫女兎一人が加わっても何かが変わるわけではないのだが。

「……むにゃ……美味しいね……」

　巫女兎はまず、カレーの上に残っていたトッピングの揚げ物類を食べ始めた。寝起きに食べるにはヘビーなはずだが、巫女兎は気にせず食べていく。というか速い。巫女兎の小さな口に大きなカツが吸い込まれるように消えていく。どういう食べ方だ。まるで掃そう除じ機き。巫女兎が口元に運ぶスプーンの動きは常に一定でまったく遅おそくならない。吸引力の変わらないただ一つの巫女兎だ。ダイソ○か！

　いつのまにかギャラリーたちの歓かん声せいが大きくなり、巫女兎の動きを見守っている。ソーシにモモカ、灯萌に乖人も巫女兎を見つめていた。

　ついに巫女兎は残っていたトッピング類を食べきった。揚げ物が二十個くらい残っていたはずなのに。残り時間は五分。まだ大量のピラフとカレールーが残っている。

　巫女兎は半目のまま、大きくあくびをした。いや、あくびかと思ったが、ただ単に口を大きく開けただけだ。巫女兎の手が巨大なタライのような皿を摑つかみ、持ち上げ、自分の口元につけた。

　その状態のまま、片手のスプーンで残ったカレーライスを一定の速度で自分の口の中に運び始めた。まるでお茶ちや漬づけでも食べるかのように、巫女兎のノドが上下に動いてその身体の中にカレーとピラフが消えていく。ギャラリーが歓声をあげながら手て拍びよう子しを始めた。その手拍子にあわせるかのように、巫女兎は食べ続ける。

「……ごちそうさま～……」

　ダンッ、巫女兎が空になった皿をテーブルの上に置いた。米一ひと粒つぶも残っていない。みんながタイマーを見ると、時間はまだ五十秒ほど残っていた。

「完食だ！」「すげぇ！」「あの子一人で半分食べたぞ」「あの余よ裕ゆうたっぷりの目を見ろ」「まさにカレーを飲み物としか思っていない！」「四人中三人女子じゃん」「むしろ男が一番食べてなかったんじゃね」「ヘタレめ」「女に囲まれていい気になってんじゃねぇぞ」「リア充じゆうがみせつけやがって」「死ね」「俺包丁研といでくるわ」

　なぜかソーシが罵ば倒とうされていた。理り不ふ尽じんすぎる。というかリア充じゃないし。

「あんたらすごいね。正直ムリだと思っていたけど、この食堂はじまって以来二組目の成功者だよ」

　タイマーを回収に来たおばちゃんがそう言いながら二千円分の食券を渡わたしてくれた。二組目って、どれだけ難易度高いんだ。

　その巫女兎は食べ終わった途と端たん、テーブルの上につっぷして髪かみの毛を枕まくらにまた眠ねむりだした。口元に少しだけカレーのルーがついたままだったので、紙ナプキンでぬぐってやる。

「……朝の恩は返したよ～……」

　巫女兎がソーシにだけ聞こえる大きさの声でつぶやいた。

「もしかして、それで参加してくれたのか？」

「……むにゃむにゃ、もう食べられないよ～……」

「ベタな寝言だな……」

　巫女兎のおかげで助かった。ありがとう、と眠る巫女兎に向かって手を合わせておいた。

「うぅ、食べ過ぎた……また明日あしたからダイエットしないとヤバタン」

「灯萌もお疲つかれ様。満足したようだな」

「満腹だけど……アタシまだアンタをゆるしたわけじゃないんですけど～」

「それは、悪かったって謝ってるじゃないか」

「うっさい、乙女おとめの秘密をのぞき見てこの程度ですむわけねーし」

　なんだか理不尽な気もするが、ソーシが知らないうちに彼女を傷つけていたのは事実だ。

「わかった。俺にできることならなんでもする、だからゆるしてくれ」

「なんでも？」

「あぁ」

「じゃ、責任とって」

「責任ならとる」

「アタシを嫁よめにもらって」

「……マジで？」

　だが灯萌はそのままうつむくと、耳まで真っ赤になっていった。赤面している。

「そんな恥ずかしがるならそんなこと言うなよ……」

「今のナシ！　やっぱ変へん更こう！　なんか甘いもんおごって、今すぐ！」

「え？　まだ食べる気か？」

「甘いものは別腹、ってことなの！」

「太るぞ」

「明日からダイエットするから今日のうちに食べためておくんです～」

「甘いものならワタシも欲しいわ」

「モモカまでか……わかったよ、もらった食券やるから、好きなものを食べろ」

「やった、ありがとね、オタっち」

「ワタシは甘いものならお団子あたりがいいわ」

「団子はないわ。アタシおすすめのケーキあるから、ちゃんモモ一いつ緒しよに食べる？」

「いいわね、食べてみたいわ」

　灯萌はモモカと一緒にデザートコーナーへ向かった。やれやれだ。

　もらった食券二千円分のうち千五百円を今灯萌に渡した。残りの五百円は巫女兎の取り分なので、寝ねている彼女の制服に入れておいた。

　しかし最初は張り合っていたはずのモモカと灯萌は仲良くお菓か子しを食べるようになったし、ソーシも灯萌となんとか仲直りできたようだ。これはあれか、カレーという強敵との戦いを乗り越こえた結果ライバル同士の間に友情が芽生えた、という展開か。うん、強敵がカレーじゃなければきっとラノベにできるくらいの感動的ストーリーになっていたはずだ。

「ソーシ君お疲れ様。お茶飲む？」

「いや……俺はもう水を飲むのも苦しい」

「すごい汗あせだよ。はいタオル」

　乖人が甲か斐い甲が斐いしく世話をしてくれる。乖人は変人ではあるけれど、他人への気き遣づかいは得意だ、さすがイケメン。

　乖人から借りたタオルで顔をふくソーシ。そのとき、食堂に警報が鳴り響ひびいた。

　食堂の天てん井じように設置されたスピーカーから耳みみ障ざわりな警告音が響く。

『施し設せつ内にて火災が発生しました。生徒のみなさんは周辺の教員の指示に従って避ひ難なんを開始してください』

　ソーシは食堂の窓の外を見た。とくに火の手らしきものは確かく認にんできない。火事といってもそんなに大げさなものではなさそうだ。周囲の生徒たちも最初こそざわついていたが、次第に落ち着きを取り戻もどしている様子だ。

「ソーシ。ワタシは行くわ」

　ゾクリ、背中にひやりと冷たいものを感じた。見れば、背後にモモカがいた。彼女の眉まゆが吊つり上がり、冷たい殺気が漏もれ出ている。銀ぎん髪ぱつがかすかに桜色に変色していた。

「近くに『鬼おに』がいる。汝なんじはどこかに隠かくれていろ」

　モモカの口調が変わっていた。昨日、町中で鬼と戦った時と同じ様子だ……そして、ソーシには見える。モモカの体から糸が、複数絡からまって伸のびていた。運命線が絡まっている？　よくない兆候だ。

「待て、モモカ、俺も行く！」

「汝では危険すぎる。ワタシに任せておけ」

　つぶやき、袋ふくろに入った日本刀を持って口調の変わったモモカは風のような勢いで走り出した。

「ボクらもちょっと行くね」

「秒で行ってくるわ」

　と、乖人や灯萌も走りだした。見れば、明らかに表情の変わった生徒たちが走り去っていく。何人かは星屑寮で見かけた顔だった。『保全者パラミシア』の生徒たちばかりが動き出したということは、『侵蝕者デイストラクタ』が出現したということだろう。

　そんな事情を知らない普ふ通つうの生徒たちは放送の指示に従って、校庭のほうへと避難している。しかし事情を知ったソーシは、そちらへ行くつもりはない。

　そして、今一いつ瞬しゆん、イヤなものが見えた。

　モモカの体から伸びる細い糸、その糸がメチャクチャに絡まっていたのだ。運命線が絡まるというのは凶きよう兆ちようだ。モモカにきっと、なにか不幸が起こる。

　ソーシは『保全者パラミシア』たちが消えていった方角に見当をつけ、生徒たちの流れに逆らうように走りだした。




　轟岳館学園本館最上階、生徒会長室──学園理事長である伽藍道桜夜は午前中の職務に区切りをつけ、昼食をとろうかとしていたタイミングでその知らせを聞いた。

「学園島内に『侵蝕者デイストラクタ』が侵しん入にゆう？　なぜ防げなかったのです！　学園絶対防衛システムが破られたということですの？」

　桜夜は手元にあったタブレットを操作する。学園内で事件が起こった場合、あらゆる情報が桜夜の下に届くよう、システムが構築されているのだ。

「これは、防衛システムにわずかなスキが？　いえ、破られたわけではない、むしろ内側から出現した？　まさか……」

「遅くなりました！」

　と、生徒会長室に飛び込んできたのは乖人だった。

「遅いですわよ。あなたは『保全者パラミシア』たちの指揮をとりなさい」

「わかっています。『保全者パラミシア』の戦せん闘とう部隊はみんな向かっています。あと、学園に来たばかりのモモカさんも行きました」

「それは、彼女の力を改めて見るいい機会ですわね」

「だけど、この学園の敷しき地ちに敵が来るなんて、今までなかったことですよね？」

「侵入した『侵蝕者デイストラクタ』は今までにないほど強力である可能性が高いですわ……監かん視しシステムが敵のＤＥＰ指数を計測した結果、第四階梯レベル４に匹ひつ敵てきするようですわ」

「そんな怪かい物ぶつ、日本では初めてじゃないですか？」

「今まではあり得なかったことですわ。場合によっては、第五階梯レベル５が近くにいることも想定しなくてはなりませんわね」

「それは……」

「えぇ。世界でも九人しか確認できていない『侵蝕者デイストラクタ』第五階梯レベル５……戦うことになれば、最悪日本という国家の機能が麻ま痺ひしかねませんわ。それでもわたくしたちは、彼らと戦わねばなりませんの」

　桜夜は決意を込めた眼まな差ざしで、窓から学園島の様子を眺ながめた。




　一方のソーシ。モモカたちのあとを追って飛び出したはいいが、早々に見失ってしまった。『保全者パラミシア』は全員足が速すぎる。

　しかし手がかりはある。目をこらすと、頭上に長く伸びる絡まった運命線が見えた。モモカの体から伸びていたものだ。これをたどっていけばモモカに追いつくことができるはずだ。同時に、運命線が絡まっているということは、モモカに危険が迫せまっているということでもある。急がなくては。

　ソーシが学園の西部区画へと到とう達たつした。先ほどから避難を促うながす放送が学園中に流されており、周辺に人ひと影かげはない。建物が密集する地域は迷めい路ろのようだが、ソーシは運命線をたどることで迷わず進み続けた。

　そしてソーシは『侵蝕者デイストラクタ』を発見した。それはまさに怪物だ──二本脚あし、二本の腕うでを持つ人型の怪物。いや、人型というより、ゴリラのような体格に近い。短い足に太い腕。凶きよう暴ぼうそうな顔に目は一つしかなく、額には角が生えていた。全身の筋肉が発達しているが、同時にその皮ひ膚ふは岩のような色の硬こう質しつな物質で覆おおわれていた。

　体長は見たところ、三メートル程度。人間よりはるかに大きな体たい軀くではあるが、昨日町で見かけた巨きよ大だいな鬼に比べるとだいぶ小さい。

　ソーシは校舎の壁かべに身を隠しつつ、荒あれた呼吸を整えた。いきなり怪物と出くわすとは少し驚おどろいた。なによりも運命線──ソーシにだけ見える絡まった運命線、その先が、あの『侵蝕者デイストラクタ』とつながっているのだ。モモカがいると思ったのに、どういうことだ？　いや、今はあの怪物にどう対処するか考えないと。

『侵蝕者デイストラクタ』はノシノシと学園島の中心へと向かっていく。と、無造作にその豪ごう腕わんを真横に振ふるった。バンッ、傍かたわらの壁が粉ふん砕さいされる。同時に突とつ風ぷう。近くの建物の壁一面のガラスが一いつ斉せいにバリンと音を立てて割れてしまった。腕を動かしただけなのに、とんでもない威い力りよくだ。ソーシなどが今の攻こう撃げきを食くらえば肉片と化すだろう。

　周囲の様子をうかがう──ここでも人の気配がない。『保全者パラミシア』はまだここにきていないのか？　ソーシより先に行ったはずなのに……いや、ソーシには運命線が見えるからこそ、この怪物まで一直線にやってくることができた。他ほかの『保全者パラミシア』たちは、怪物の位置をまだ把は握あくできていないのか？

　そんなことをソーシが考えていると、悲鳴のような声が聞こえた──声の聞こえたほうを確認すると、中等部の制服を着た女子生徒三人が建物の陰かげから姿を見せていた。『侵蝕者デイストラクタ』を指さしながら悲鳴を上げている。恐きよう怖ふと動どう揺よう、それにわずかばかりの好こう奇き心しんによって彼女たちは『侵蝕者デイストラクタ』の前に姿をさらしたのだ。一目見てわかるとおり、彼女たちは『侵蝕者デイストラクタ』の存在を知らない一いつ般ぱん人だ。逃にげ遅おくれたか。

『侵蝕者デイストラクタ』も女子生徒の悲鳴に反応し、顔を向けた。歪いびつな口元がさらにゆがむ。笑ったのだろうか？　女子生徒たちは悲鳴を上げながらその場にへたり込んでいる。恐怖で腰こしが抜ぬけたようだ。かなりマズイ事態だ。

　ソーシはスマホで呼び出しをかけていた。相手は桜夜だ。だがつながらない。緊きん急きゆう事態だからこそ、彼女のような立場の人間はソーシの電話に応対できないのか。なら乖人は？　こちらもなかなか呼び出しに応じない。

　ソーシが物陰であたふたやっていると、『侵蝕者デイストラクタ』が新たな行動に出た。口を大きく開け、咆ほう哮こうを上げたのだ。ビリビリと空気が震ふるえ、肌はだに振しん動どうが伝わるほどの咆哮。おもわず耳を塞ふさいでしまうほどだ。

　そして、ソーシには見えた。『侵蝕者デイストラクタ』の全身から無数の糸が伸びていくのが。その糸は複数が絡みあっていき、何本かの鎖くさりとなった。その鎖が四方八方へ伸び、周囲の地面や建物に突つき刺ささる。

　次の瞬間、鎖の突き刺さった部分の周囲にあるものが消えた。舗ほ装そうされた道のアスファルト、土やコンクリート、建材といった多様な物質が、消しよう滅めつしたのだ。いや、ソーシの目には少し違ちがって見えた。鎖の突き刺さった部分の周囲の物質は、ほどけるように無数の糸に分解され、その糸が鎖へと吸い込まれていったのだ。あの糸は、運命線？

　周囲の物質が消えていく──その事態を前に、逃げ遅れた女子生徒たちがまたも悲鳴を上げた。同時に、怪物の放った鎖のうちの一本が女子生徒へ向かって伸びていく。

「逃げろ！」

　ソーシは叫さけび、物陰から飛び出していた。しかし女子生徒たちは逃げるどころか、迫る鎖になんの反応もしていない。もしかして、あの鎖が見えていないのか？　ならばあの鎖も運命線と同様、ソーシにしか見えていない？

　雄お叫たけびを上げながらソーシは『侵蝕者デイストラクタ』へ向かう。『侵蝕者デイストラクタ』もソーシに気づき、威い嚇かくするような咆哮を上げてきた。ソーシの視界の中、怪物の放った鎖が、地面に座り込んだ女子生徒の足に命中する。

　ソーシは飛び出した勢いのまま『侵蝕者デイストラクタ』に接近し、その巨体めがけて全力で殴なぐりかかった。だが、殴ったソーシの手に重い衝しよう撃げきが反動となって返ってきた。固く、重い。まるで鉄てつ塊かいでも殴ったような感覚。ゴキッと、ソーシの手で異音が響ひびく。

　次の瞬間、ソーシの胴どう体たいに衝撃が駆かけ抜けた──勢いよく地面に叩たたきつけられるソーシ。『侵蝕者デイストラクタ』がソーシを払はらいのけたのだ。そう、相手は無造作に腕を振っただけ。それだけでソーシの体は何メートルも吹ふっ飛ばされてしまった。見た目通りのとんでもないパワー。ゴホッと、衝撃で息がつまり、視界が歪ゆがむ。

　それでもソーシはすぐさま地面から立ち上がった。転がったままでは、敵に殺してくださいと言っているようなものだ。師し匠しように子供のころからたたき込まれた教え通りに体が反応する。

　目の前に鎖があった。それは怪物の放った鎖で、その鎖は一人の女子生徒の足に絡まっていた。中学生、ソーシの後こう輩はいらしき生徒が、悲鳴を上げている。ソーシは反射的に鎖を摑つかみ、なんとかしようとした。だが、伸ばした手は空気を摑んだ。目の前に鎖はあるのに、ソーシの手はその鎖を素す通どおりしてしまう。やはりこの鎖、運命線と同様実体がない。

「やだ、なに、なにがあったの！」

　地面に座り込んだ少女は、恐怖に顔を歪めながら自分の脚を見ていた。彼女の足首には、輝かがやく鎖がからみついている。

「なんでよ、足が、うごかない！」

　そして、ソーシの見ている前でさらなる異変が起きた。鎖のからみついた少女の足がほどけ、無数の糸となった。それは無数の運命線だ。鎖が音もなく『侵蝕者デイストラクタ』の体へと戻もどっていくと同時に、少女の体から伸のびる無数の運命線が一いつ緒しよにからめとられていく。

「なんで……あたしの体……消えて……いく……」

　ソーシの目の前で、少女の体が足から順番にほどけていく。足の先から順番に解体され、少女の存在が消えていく──そばにいた他の二人の女子生徒も、その突とつ然ぜんの光景に悲鳴を上げた。

「た……す……け…………」

　目の前の彼女が掠かすれる声で助けを求める。下半身が完全に分解され、少女の体は上半身しか残っていない。その右手がソーシに伸ばされ、なにかを摑むように指先が動く。




『たすけて、おにいちゃん!!』




　小さな女の子が、ソーシに向かって必死に助けを求める過去の記き憶おく──その光景が、目の前の光景と重なった。同時に、ソーシの脳内で、なにかが弾はじけた。

「いいかげんにしろ、この腐くされゴリラ！」

　叫び、ソーシは再度『侵蝕者デイストラクタ』へ駆けだした。『侵蝕者デイストラクタ』はその場から動かない。そもそもソーシを敵だと認にん識しきしていないのだ。自分にまとわりつくハエ程度にしかソーシのことを見ていない。『侵蝕者デイストラクタ』は再度太い腕でソーシを払いのけようとした。だが、今のソーシには、相手のその動きがゆっくりと見えた。

　ソーシの脳内で、なにかが切りかわっていた。それは幼いころから続けてきた鍛たん錬れんのたまもの。脳内の化学物質が瞬しゆん間かん的に多量分ぶん泌ぴつされることでソーシの中の恐怖心が消え、戦闘へと意い欲よくが高こう揚ようし、同時に反応速度が上じよう昇しようする。

　このやり方は師匠から教えてもらった。戦闘に入る時の気持ちの切り替かえ方──子供のころから、ソーシは毎朝のトレーニングを欠かさなかった。そのトレーニングは独学ではない。子供のころ、がむしゃらに強くなろうとめちゃくちゃなトレーニングをしていたところ、ソーシの前にとある人物が現れた。そんなやり方では体をこわす、強くなりたいならまず正しいトレーニングを覚えろと諭さとされた。

　その人は、ソーシの師匠に当たる人物──以来、ソーシは十年近く、その人物から闘たたかう術すべを学んできたのだ。

「刃じん無ない流りゆう古こ道どう術じゆつ、零ぜろ式落らく陽よう！」

『侵蝕者デイストラクタ』のふりはらう太い腕めがけ、全身のバネを使った蹴けりを放つ。渾こん身しんの蹴りは『侵蝕者デイストラクタ』の手に命中した。狙ねらいは手の先せん端たん、無防備な指だ。蹴りを放った脚に重い反動が痛みとなって返ってくるが、ソーシは弾かれたあと空中で身をひねって着地。

『侵蝕者デイストラクタ』が蹴られた自分の手を見る──手の平にある太い指が、歪に折れ曲がっていた。それを確認した瞬間、口から怒いかりの咆哮が漏もれる。同時に反対の拳こぶしを強く握にぎりしめ、ソーシめがけて殴りかかってくる。その拳はさながら砲ほう弾だんのようだった。だが、威力は高くても相手の攻撃がくるのは見え見えだった。ソーシはギリギリまでひきつけてから体をひねって回かい避ひ。敵の拳と交差する瞬間、ソーシは反撃に転じた。

「刃無流古道術、参式逆ぎやく月づき」

『侵蝕者デイストラクタ』の右みぎ膝ひざを思いっきり蹴り抜く。常人ならそれで膝しつ関かん節せつが砕くだけるが、手て応ごたえは重い。人間よりはるかに頑がん強きような体を持つ『侵蝕者デイストラクタ』相手では、膝を砕くことはできなかった。だがかまわない。そのまま膝を支点に体を持ち上げ、相手の懐ふところに飛び込みつつ、満身の力で肘ひじ打ちを相手の脇わき腹ばらに叩き込んでやった。ゴキッと、今度は手応えを感じた。相手の肋ろつ骨こつが折れた感かん触しよくだ。怪かい物ぶつとはいえ、人型である以上骨格は人間と似ている。

　ソーシの攻撃で多少のダメージを負ったはずの『侵蝕者デイストラクタ』だが、すぐさま反撃に出てきた。長い両腕を上から叩きつけるように連続で攻撃してくる。その動きは単調ながら、かなり素早い。相手の攻撃で地面が砕け、破片が周囲に飛び散り、ソーシの体にも命中して傷が増えていく。さらに土つち煙けむりで、ソーシの視界が隠かくされてしまう。

　次の瞬間、土煙の奥から黒い影が飛び出してソーシを襲おそった。『侵蝕者デイストラクタ』の腕だ。敵の攻撃が再度ソーシに命中した──が。

「同じ攻撃が、通用すると思うな！」

　相手の腕に、ソーシは自身の肘打ちを重ねるようにたたき込む。

「刃無流古道術、弐に式散さん牙が改！」

　相手の攻撃と自分からの攻撃、二つの衝撃が互たがいを駆けめぐった結果、互いの体が大きく弾かれ、吹っ飛ばされる。だが、次の瞬間、悲鳴を上げたのは『侵蝕者デイストラクタ』だった。ソーシの肘打ちの決まった腕が、半ばでねじれていた。

「あーもー、オタっち！　ムチャしすぎだって」

　聞き覚えのある声。近くの校舎から灯萌が飛び出すのが見えた。灯萌は片手を『侵蝕者デイストラクタ』へと向けながら走ってくる。

「オタっち、あんま動かないでよ、狙いつけづらいから」

　灯萌が『侵蝕者デイストラクタ』を指さす。その指先から細い光線が放たれ、『侵蝕者デイストラクタ』の体に命中。光線の当たった部分が光を放ち出す。

「はい、〈爆灼バニツシユ〉」

　パチリ、灯萌が指を鳴らした瞬間、『侵蝕者デイストラクタ』の輝く胴体で爆ばく発はつが起きた。ソーシの顔にまで熱風が叩きつけられ、体ごと吹き飛ばされそうになる。凄すさまじい威い力りよくだ。

　目の前の『侵蝕者デイストラクタ』は全身を炎ほのおに包まれ、燃えさかっていた。だが、燃えながら『侵蝕者デイストラクタ』は暴れている。普ふ通つうなら致ち命めい傷しようのはずの灯萌の攻こう撃げきも、この『侵蝕者デイストラクタ』の動きを止めることはできなかったらしい。絶ぜつ叫きようする『侵蝕者デイストラクタ』は、炎に包まれながらも、目前のソーシへと近づいてくる、が──

「ソーシに、なにをするっ！」

　頭上から声。見上げると、傍かたわらの校舎の屋上から身を躍おどらせた少女が桜色の髪かみをなびかせながら、『侵蝕者デイストラクタ』めがけて刀を振ふり下ろす。言うまでもなく、モモカだ。

　ズバンッ、燃えさかる『侵蝕者デイストラクタ』の脳天にモモカの刀が叩きつけられた。

「全すべての鬼き畜ちくを誅ちゆう殺さつすべし！」

　モモカの凜り々りしい叫びとともに、『侵蝕者デイストラクタ』の胴体が真っ二つに斬きられた。『侵蝕者デイストラクタ』が断だん末まつ魔まの悲鳴を漏らし、燃えながら地面に倒たおれた。

　地面に倒れた『侵蝕者デイストラクタ』の死体は、そのまま消えていく。だが、ソーシの目は捉とらえることができた。前回も敵の死体は消えているように見えていたが、目をこらしてみると違う。『侵蝕者デイストラクタ』の死体がほどけ、細い糸へと分解される。それは極ごく細い糸、運命線だ。分解された運命線は、トドメをさしたモモカの体の中へと吸い込まれていった。

「……大だい丈じよう夫ぶかしら、ソーシ？」

　モモカが刀を鞘さやに戻し、ソーシへと近づいてくる。モモカの髪は銀色に戻っていた。

「あぁ、大丈夫……」

　ズキッと、ソーシの右手と片足が痛みだした。『侵蝕者デイストラクタ』と全力で戦った結果、手足を多少痛めてしまったようだ。

「ってゆーか、オタっち、あんた今のゴリラ相手に生身で戦ってたよね？　あんたほんとに人間？」

「……俺のことはどうでもいいだろ」

　ソーシの口から出たのは、そんな言葉だった。なによ、と灯萌が不満そうだ。ソーシも、遅おくれて来た灯萌やモモカを責めるのは筋違いだとわかっている。だが、自分より強いこの二人がもっと早く来てくれていたら、犠ぎ牲せいは出なかったかもしれないのだ。

　自然、ソーシの足が逃にげ遅れていた二人の女子生徒に向かう。いつのまにか、周囲にはモモカたち以外の生徒や学園の職員たちが集まってきていた。彼らも『保全者パラミシア』や関係者なのだろう。生き残った二人の女子生徒が職員によって保護されていた。その二人は、肩かたを抱だき合って泣いている。

「すまなかった」

　ソーシは二人に向かって頭を下げた。謝ったところでなにかが変わるわけではないが、そうせずにはいられなかった。

「俺が遅おそかったせいで、友達を助けられなかった、本当にごめん」

　泣いていた二人の女子生徒は、ソーシを見上げた。なんと言われるだろうか。このまま罵ば倒とうされるだろうか。

　だが、相手の口から出た言葉はソーシの予想の斜ななめ上を行くものだった。

「友達って、誰だれのことですか？」

「誰って……今、あの怪物に襲われた、もう一人だ」

「わたしたちは最初から二人でしたよ？」

　その言葉を聞いた瞬間、ソーシの過去の心の傷、トラウマが一気に蘇よみがえってきた。

『そんなことはない』『そんなものは存在しない』『夢でも見たんだろ』『忘れろ』『ありえない』『疲つかれているんだ』『所しよ詮せん子供の言うこと』『そんなウソをつくのはやめろ』

　なにを言っても信じてもらえない、誰もソーシの言葉を聞いてくれない──ソーシはノドの奥からこみ上げてくるものを地面に吐はき出した。

「ソーシ、どうした、しっかりしろ！」

「いいから早く医い療りよう班を呼んで！」

　周囲でモモカたちが叫さけんでいるが、ソーシの耳にはもう届かなかった。




　──生き残った二人の女子生徒は、『侵蝕者デイストラクタ』攻撃で消しよう滅めつした三人目の生徒のことを覚えていなかった。覚えていなかったというより、そもそも最初から存在していなかった、といった様子だ。

　二人はそのまま医療施し設せつに送られ、回復したそうだ。そもそもあの二人にケガはない。

『侵蝕者デイストラクタ』の襲しゆう撃げきについては当然一いつ般ぱん生徒に知らされず、西部区画で火災があったと発表された。さすがにその日の午後の授業は中止となり、生徒は寮りように帰って待機するよう指示された。

　火災による被ひ害がい者しやはいなかったと学園から発表があり、みんな口々によかったよかったと軽く受け止めている。学園の女子中学生一名が確実に行方ゆくえ不明になっているはずなのに、どこからも疑問の声は聞こえない。

　そういった経過を、ソーシは学園の医務室で聞かされた。昨日に引き続き、二日連続で医務室のお世話になっている。戦いの後、意識を失ったソーシはここに運ばれ、手足の傷を治ち療りようしてもらっているうちに意識を取り戻した。ちなみに右手の骨にはヒビが入っていたそうで、現在ギプスが装着されていた。

「ご愁しゆう傷しよう様さま、ですわね」

　そして今回は医務室に桜夜が来てくれていた。現在室内にはソーシと桜夜、二人しかいない。

「なんで先せん輩ぱいがここに？」

「あなたの疑問に答えて差し上げようかと思いまして……いろいろ聞きたいのではなくて？　もっとも、わたくしでも答えられないことがありますけれど」

　桜夜はベッドの横に用意されたイスに座り、長い脚を組み替えた。

「あの、消えてしまった少女には申し訳ないことをしてしまいましたわ」

「なんなんですか。あんな──人が消滅するなんて、聞いてませんよ」

　桜夜はかすかに嘆たん息そくして首を振った。

「現在、世界中に『侵蝕者デイストラクタ』が出現して多くの被害が出ていますけれど──わたくしたちイカロスグループが世界的に力を持ち、世界中の政府や報道機関が協力して情報を隠いん蔽ぺいしているとはいえ、たいした騒さわぎにもなっていないのはさすがに不自然ですわね。なぜだと思います？」

「……被害者のことを、誰も覚えていないってことですか」

「あいかわらず察しがよろしいですわね──運命起源論を、あなたはご存じかしら？　この世には『運命』という名の神様の決めたレールがあって、世界中の人間の人生はただ、その用意されたレールの上を進むだけだという考え方ですわ」

「とんでもない理論ですね」

「もちろん科学的な根こん拠きよなどなにもない考えですけれど、『運命』と呼ばれるものが存在することは確かですの。人間の過去現在未来へと繫つながる存在全てを確定させるために必要な形けい而じ上じようの存在、と言い換かえてもよろしいですわね。それを便べん宜ぎ上じよう『運命』と呼んでいるだけですわ。人によっては『神様』とか『真理』とか『摂せつ理り』と呼んでもいいでしょう──そして『侵蝕者デイストラクタ』たちは運命侵蝕デイストラクシヨンと呼ばれる攻撃を行うことで、その『運命』を破は壊かいする能力を持っていますの」

　それが先ほどの現象か。

　通常ならなにを世よ迷まい言を、と笑い飛ばす話だ。だがソーシだけはその話が事実だとわかる。ソーシには、運命線というものが見えているのだから。

「『運命』というレールを失った人間は、どこにも進むことができず、この世から消滅しますの。それどころか、過去に歩いてきたはずのレールまで消滅してしまえば、周囲の人間の記き憶おくからも、その人は消えてしまいますの。いえ、記憶どころか、その人間が存在したという痕こん跡せき全てがこの世から消滅しますわ」

　それが、ソーシの目の前で少女が消滅したカラクリ。

「『侵蝕者デイストラクタ』は運命に直接干かん渉しようできる力を持っており、人類にはそれに対たい抗こうする術すべがありませんの。なぜなら、人が『侵蝕者デイストラクタ』に知覚されれば、その瞬しゆん間かんから人間は煮にるなり焼くなり『侵蝕者デイストラクタ』の思いのままですもの」

「なら……『侵蝕者デイストラクタ』に近づかないで攻撃すればいいじゃないですか？」

「『侵蝕者デイストラクタ』とは『運命』そのものが具現化した存在。そして人類は、『運命』に干渉する手段を未いまだ持ちませんの。人類の持つあらゆる武器兵器──熱ねつ核かく兵へい器きすらも、『侵蝕者デイストラクタ』の『運命』を塗ぬりつぶすことは不可能ですわ」

「核兵器、使ったんですか？」

「某ぼう国こくがすでに──数十万人をまきこんだ捨て身の攻撃だったのに、第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』は無傷でしたわ」

　おもわず口から笑いが漏もれそうだった──そんなの、現実離ばなれしすぎてアニメやマンガの中のできごととしか思えない。だが、今のソーシには全て事実だとわかる。

「唯ゆい一いつ、『保全者パラミシア』たち──すなわち童話世界の住人だけは『侵蝕者デイストラクタ』に対抗できますの。彼らの本質は童話。童話の『運命』とはすなわちそれぞれの物語の筋道ストーリー。多くの人々が長年に亘わたって語り伝えてきた彼ら、童話の『運命』はすでに強固に固められていますから、『侵蝕者デイストラクタ』の運命侵蝕デイストラクシヨンにも耐たえることができますの。そして『保全者パラミシア』だけが、その能力で『侵蝕者デイストラクタ』を倒すことが可能なのですわ」

　ソーシは頭痛をこらえるように頭かぶりを振った──ソーシが想定していた以上に、世界は追い詰つめられているのかもしれない。

「つまり、人類には打つ手なしってことですか？」

「ですからわたくしたちは『保全者パラミシア』の皆みなさんを保護し、協力を求めていますのよ」

「……核兵器まで使って、いったい、今までにどれくらいの被害が出ているのですか？」

「人類はその被害を認識できていませんわ」

「……それで、勝ち目はあるんですか？　こんなやり方じゃ、被害が増えていくだけじゃないですか」

「戦力が整い次第、大規模な攻こう勢せいにでる予定ですわ。でも今はまだ、各国間の『保全者パラミシア』同士で連れん携けいがとれていませんの」

「……結局、こうなるのか」

　ソーシの口から言葉が漏れる。それはある意味、諦あきらめにも似た言葉だった。

「結局、十年前と同じだ……俺には、なにもできない……」

「空我山さん──あなたには、聞きたいことがありますの──あなたはどうして消えた女子生徒の存在を認識できていますの？」

　桜夜が静かに尋たずねてくる。切れ長の瞳ひとみがまっすぐソーシを見つめていた。

「そもそもあなたは『保全者パラミシア』や『侵蝕者デイストラクタ』の説明にもあまり動どう揺ようすることなく受け入れていましたわね──あなたはもしかして、あらかじめこれらのことを知っていたのではなくて？」

「なんのことですか……ってトボけてもムダですよね。イカロスなら、どうせ俺の過去だってとっくに調べているんでしょう？」

「やはり……あなたは十年前、日本で最初に『侵蝕者』に接触したのですわね」

「ウソ!?」

　入り口から声。ソーシは先ほどから変な気配を感じていたのであまり驚おどろかなかった。桜夜は不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめている。

「盗ぬすみ聞きとは感心しませんわね。入ってきなさい！」

　すごすごと、医務室の中に入ってくる人物たち──モモカと灯萌、乖人に委員長というソーシのクラスメート四人だった。

「ワ、ワタシはソーシのお見み舞まいに来ただけで……」

「だって、なんか重要な話してるっぽかったから、気になったし……」

「ソーシ君の様子がおかしかったから……」

「私は委員長の職務として、知っておく必要があると……」

　四人がめいめいに言い訳してくる。ソーシはふぅ、と息を吐き、頭をかいた。

「もういいよ、みんな……先輩はもう知っているみたいだけど、こいつらは知らないから、俺の過去の話をしてもいいですか？」

「えぇ、お願いしますわ。わたくしもあなた自身の口から聞きたいと思っていましたの」

「とはいっても俺の過去話なんてたいして面おも白しろくもない話だから、聞きたくないならこのまま無視してもらってもいいんだけどな……」

　ソーシはそう前置きをして、自分自身に起きたできごとを話した。




　十年前──ソーシには家族がいた。両親と妹の四人家族だ。家族仲はよかったし、幸せな家庭だったと今も思っている。

　その日、両親は外出して、家には幼いソーシと妹の二人が残っていた。留守番をしながら、妹はソーシに本を読んで欲しいとねだった。妹は絵本を読むのが好きだった。ソーシも同じ趣しゆ味みだったので、その日もいつものように本を開いてすごすことにした。

　そんな中、異変が起きた。

　ソーシと妹、二人で読んでいた本のページから、腕うでが伸のびてきたのだ。

　それは人間の腕のようにも、怪かい物ぶつの腕のようにも見えた。

　その腕は妹の腕を鷲わしづかみにすると、本の中へ彼女を引きずり込もうとしたのだ。

『たすけて、おにいちゃん!!』

　恐きよう怖ふにおののきながら、妹は必死にソーシに助けを求めて叫んだ。ソーシも、もちろん助けようとした。その腕にしがみつき、妹を助けようとした。だが、力が全然違ちがった。幼いソーシの体が振ふり回され、簡単に弾はじき飛ばされそうだった。ソーシはその腕にしがみつきながら、必死に嚙かみついた。それこそ嚙みちぎるつもりで相手の腕に歯を立てた。

　だが結局ソーシの体は弾き飛ばされ、妹は本の中に連れ去られてしまった。部屋には一冊の本と、ソーシが残された。強く嚙みついたせいでソーシの前歯が折れて、ソーシの口まわりは血だらけになっていた。

　ほどなく両親が帰り、妹が消えたことがわかって騒ぎになった。

　ソーシだけが唯一の目もく撃げき者だった。ソーシは自分が見たことを正直に話した。

　だが、誰だれも信じてくれなかった。当然だ、本の中から出てきた腕が妹を本の中にひきずりこんだ──そんな荒こう唐とう無む稽けいな話を、誰が信じるだろう。

　ソーシは、それでも訴うつたえ続けた。自分だけが現場を目撃したのだから、それを説明することが自分の使命だと思った。

　しかし大人は誰も信じてくれなかった。

　両親にも何度も訴えた。だが同じ話を何度もくり返すうちに、両親の表情が暗くなっていった。

『もういいのよ、そんな話は』『ありえない話をくり返すな』『なんでそんなウソをくり返すのよ』『お前の教育が悪いせいだ』『あなたが子供に無関心だったからこうなったんじゃない』『どうしてこうなった』『いったいなにが悪かったの……』

　──やがて、両親は離り婚こんした。妹が失しつ踪そうし、それが原因でソーシの頭がおかしくなってしまったとみなされたからだ。ソーシのことは母親がひきとった。

　ソーシはその後引っ越こすことになった。精神的におかしくなったと思われたソーシは、自然豊かな場所で静養すれば治るかもしれないと医者に診しん断だんされ、その言葉を信じた母によってド田舎いなかと言っていい山奥に引っ越し、小学中学時代をそこで過ごすことになった。

　それ以来父親とは会ったことがない。母親はソーシに対してやさしくふるまってくれたが、それは病人を気づかうたぐいのやさしさだった。ソーシが妹のことを話すたびに母親は悲しげな表情をうかべ、もうそのことは忘れなさい、とソーシに告げるのだ。そして母親はいつしか、妹なんて最初からいなかったかのようにふるまうようになった。だからソーシも、妹のことは話さなくなった。

　山奥で暮らすうちにソーシは決心した。信じてくれないなら、もう誰も頼たよらない。ソーシ自身の手で妹を捜さがさないといけない。ソーシがやらなければ誰が捜すというのだ。

　ソーシは自分が子供であり、自分が未熟であることも自覚した。妹を捜すには、力もなにもかもが足りない。だから勉強をすることにした。勉強をして、将来大きく金を稼かせがなくては、妹を捜すことも難しいだろう。同時に強くなりたいとも思った。目の前で妹がさらわれたとき、ソーシはなにもできなかった。あんな思いは二度としたくなかった。

　ソーシのいた山奥の学校、その近くに変わり者が住んでいた。周囲に人家が一いつ軒けんもないような山奥で暮らしていた変人。その人物はとある古流武術の館長で、幼いソーシに鍛たん錬れんのやりかたを教えてくれた師し匠しようだ。ソーシはそこで鍛錬と勉強をくり返し、やがて轟岳館学園への入学を果たし、現在へ至るというわけである。




「──消えた俺の妹の名前はモモカという」

　ソーシがそう告げると、医務室に集まった面々はみな、驚いた顔で室内のモモカを見た。モモカ自身も驚いた顔をしている。

「氏名は空我山喪も々も禍か。両親以外では、俺の唯一の肉親だ。想像ついているだろうが、この絵は俺の嫁よめじゃなく、俺の妹の似顔絵だ」

　ソーシはシャツに描かかれた、二次元美少女のイラストを改めてみんなに見せた。

　だがなぜだろう──室内になんとも言えない微び妙みような空気が流れはじめた。

「……ソーシ君。今の話だと、妹さんは十年前にいなくなったんだよね？　当時三歳か四歳のはずだけど、その絵は成長していない？」

「当然妹だって成長しているはずだからな。成長した姿を想像しながら絵にしたんだ」

「オタっちの妄もう想そうじゃん……で、なんでそれをわざわざシャツにして着ているわけ？」

「妹のことを絶対に忘れないよう、肌はだ身み離はなさず身につけておけるシャツにしたんだ。あと、知り合いに見せて目撃情報がないか捜すためでもある」

「ならなぜ自分の理想の嫁とか、わけのわからないことを言っていたのですか？」

　確かに自分でも回りくどいことをやっていたという自覚はある。

「最初は妹の似顔絵でチラシを作って配ったりしたんだけどな──母親が、もうそんなことはやらないで、って泣きながら言うからやめたんだ。それでいろいろ考えて、似顔絵もマンガっぽいイラストにして、理想の嫁としてみんなにみせつけるようにしたんだ。俺が変人っぽくふるまったほうがみんなの印象に残るから、いい考えだと思っている」

　実際委員長はそれでモモカの目撃情報をくれたわけだし。

「空我山君……それであなたが奇き矯きようなふるまいをすれば、お母様も結局は悲しむのではありませんか？」

「いや。母親は俺が、妹が本に吸い込まれた、なんて突とつ拍ぴよう子しもないことを言い続けることを悲しんでいるんだ。俺がちょっとオタクっぽい変人であることは気にしていない。というか、昔よりマシになってよかったと思っている節もある」

「ソーシ君もいろいろ苦労してきたんだね」

「オタっち、大変だったね……」

　乖人と灯萌はなんだか目元をぬぐいながらうなずいている。もしかして泣いている？　ソーシとしては同情してもらいたくて身の上を話したわけではないのだが……

「っていうか、みんなそんな簡単に俺の話を信じるのか？」

「そりゃ」「だって、ね？」「私たち自身が本の中から出てきた存在ですから、逆もまたしかりという奴やつです」

　委員長がまとめてくれる。確かにそうだ。

「で、モモカ」

「……なにかしら？」

　先ほどから黙だまりこくっているモモカに向き直る。

「聞いての通りだ。お前は、俺の妹にそっくりなんだ。最初に会った時、妹が帰ってきたかと思った。だからモモカって呼んだんだ」

「そう……ごめんなさい。ワタシは、あなたの妹ではないわ」

　はっきりとした口調でモモカが告げる。

「モモカという名に聞き覚えがあるのは確かよ……でも、あなたを見てもワタシの兄だという実感がまったくないわ」

「でも、記き憶おくがないんだろ？　なにより、お前は俺の妹に、あまりに似ている」

「やー、でもそれってさ、オタっちの妄想じゃん？」

　灯萌が言う。それはソーシの意見を否定するというより、ソーシを落ち着かせるための言葉だった。

「子供がどう成長するかなんてわからないじゃん。オタっちの絵とちゃんモモが似ているのも偶ぐう然ぜんかもしれないし」

「偶然じゃない、ちゃんと計算した！」

　ソーシは思わず声を張り上げた。

「両親が四歳だった時の写真、さらに両親が十四歳になったときの写真をもとに、似顔絵作成ソフトを駆く使しして妹が成長した姿を描いたんだ！」

「無む駄だに手がこんでるね……」

「俺にとっては無駄じゃない！　モモカが俺の妹とそっくりなのが、ただの偶然だとは思えない」

「……それでもごめんなさい。ワタシはあなたの妹だとは思えないわ」

　苦しそうにモモカは答えた。

「ワタシはあくまでも『保全者パラミシア』。この地球で暮らす人間とは、違う存在よ」

「桜夜先せん輩ぱい。イカロスの力で、俺の妹の行方ゆくえってわからないですか？　俺、そのためならなんでもします」

　桜夜は、小首をかしげて見せた。

「捜そう索さくは難しいでしょうけれど……簡単に調べられることもありますわ」

　桜夜はソーシとモモカ、二人を指さした。

「お二人の血液サンプルを採取させてもらってもよろしいかしら？　ＤＮＡ鑑かん定ていをすれば、お二人が兄妹きようだいであるかどうかを調べることは可能ですわ」

「そんなこと、できるんですか!?」

「ご両親のＤＮＡサンプルがあれば確実なのですけれど、お二人のサンプルだけでも調べられるはずですわ。轟岳館大学の遺伝子研究室には必要な設備がそろっていますし」

「お願いします、調べてください、桜夜先輩！」

「えぇ、よろしいですわ。この後血液を採取させてもらいますわね」

「それくらいかまいません。モモカもいいよな？」

「えぇ、それで気が済むなら……でもソーシ、あまり期待しないで」

　答えるモモカの顔色は、少し青ざめていた。だがそのときのソーシはモモカの変化に気づかなかった。

　二人はそのまま大学に行き、そこで血液を少量抜ぬき取られることになった。




　ソーシとモモカのいなくなった医務室──残された灯萌は、桜夜に尋たずねた。

「で、サクっち。ホントに、二人が兄妹かわかるんすか？」

「サクっち……イカロスの技術力をもってすれば、難しいことではありませんわ」

「ずいぶん親切ですね、理事長」

　委員長が普ふ段だん通り、静かな口調で尋ねる。

「理事長が他人のために善意で動くとは思えないのですが」

「わたくしにだって、人間らしい優やさしさくらいありますわ」

　桜夜が答える。その口元には、謎なぞめいた微び笑しようが浮うかんでいた。

「モモカさんには是ぜ非ひとも我がイカロスに協力していただきたいところですもの……特に今日の事件を振ふり返りますと」

「そういえば、学園島に『侵蝕者デイストラクタ』が侵しん入にゆうするなんて初めてですよね。どうしてなんですか？」

「学園島を護まもる防衛システムの隙すきをつかれましたの……そしてなにより、今日侵入したあの『侵蝕者デイストラクタ』は第四階梯レベル４でしたわ。あきらかにここ最近、この周辺に強力な『侵蝕者デイストラクタ』が集中して出現していますわ」

『侵蝕者デイストラクタ』はその力の大きさによってランク分けがなされている。

　そのときの基準となるのがＤＥＰ指数と呼ばれる数字だ。Destined Erosional Power、すなわち運命侵蝕力。『侵蝕者デイストラクタ』が他者の運命を侵しん蝕しよくする能力の大きさである。

「『侵蝕者デイストラクタ』はＤＥＰ指数の大きさによって、第一階梯レベル１から第五階梯レベル５までランク分けされていますわ。世界に出現した『侵蝕者デイストラクタ』の大半は第一階梯レベル１。日本で確かく認にんされた『侵蝕者デイストラクタ』も、これまでは第二階梯レベル２が最高位でしたわ。それが昨日町中に現れた個体は第三階梯レベル３、今日現れたのが第四階梯レベル４──明らかに異常事態ですわね」

　昨日町中に現れた巨きよ大だいな鬼おにのほうが体格も大きく、強そうに見える。だが『侵蝕者デイストラクタ』の強さは身体からだの大きさは関係なく、ＤＥＰ指数の大小によって決定されるのだ。

　今日学園島に侵入した第四階梯レベル４の『侵蝕者デイストラクタ』をあのまま放置していた場合、十分もあれば学園島にいる全すべての人間が消しよう滅めつしていたかもしれなかったのだ。

「第四階梯レベル４の『侵蝕者デイストラクタ』が数名いれば大都市が消滅すると聞きます。今回はうまく行きましたが、同じことが続くと厳しいですね」

　委員長が冷静に分ぶん析せきするが、それが正解だった。

「場合によっては、第五階梯レベル５の出現の可能性もありますわ」

「……理事長は、本当にモモカさんがソーシ君の妹だと思ってるんですか？」

　と、尋ねたのは乖人だ。いつになく鋭するどい眼まな差ざしで桜夜の顔を見み据すえている。

「これだけ大おお騒さわぎして、それで妹だってわかればいいけど、赤の他人だってはっきりしたら、ソーシ君がどんな気持ちになるか、想像しましたか？」

「赤の他人であるのにはっきりしないまま話を長引かせるほうが、彼にとってよほど残ざん酷こくな話なのではなくて？」

「それは……」

「モモカさんが空我山さんの生き別れた妹なのかどうか、それは重要な問題ですわ。でもそれ以上に重要な問題が目の前にありますわ」

「ソーシ君のことですよね」

　乖人が硬かたい表情でつぶやく。

「ソーシ君は、今日『侵蝕者デイストラクタ』と戦った。第四階梯レベル４なんていう強力な『侵蝕者デイストラクタ』相手に素す手でで戦って、ダメージを与あたえることもできた」

「その通り。『侵蝕者デイストラクタ』を傷つけることは人類には不可能。第一階梯レベル１の『侵蝕者デイストラクタ』が相手であっても、人類のあらゆる武器兵器は通用しませんでしたわ──にもかかわらず、彼は戦い、素手で傷つけることさえできた」

「それって、どーゆーこと？」

「彼は、戦せん闘とうの最中、面おも白しろいことを言っていましたわ。ジンナイリュウコドウジュツ、でしたかしら？」

　桜夜がすらすらと説明する。

「イカロスのデータベースを検けん索さくした結果、刃無流古道術と呼ばれる古流武術が存在するそうですわ。その使い手はかつて大陸を震しん撼かんさせたほどの実力者だったとか」

「おおげさなんじゃないですか？」

「イカロスの記録を信じるなら、その使い手がかつて一度だけ歴史の表おもて舞ぶ台たいにでたことがあったとか。中国最後の皇こう帝てい溥ふ儀ぎが戦前の日本を訪おとずれた時、その御ご前ぜんで技を披ひ露ろうしたそうです。そこで刃無流古道術の使い手は余興として、同じく招かれた武術の師し範はんや溥儀の護衛たち数十人を戦闘不能にし、素手で自動車を粉ふん砕さいして見せたそうです。溥儀はその一件ですっかり肝きもを冷やし、帰国後も側近に『日本には信じがたい怪かい物ぶつがいる』と語り、日本との衝しよう突とつを避さけようとしたそうですわ」

「その話、どこまで本当なのですか？」

「イカロスの前身となった企き業ぎようは明治時代から続く歴史がありますもの。そのデータベースに記録されていたのですから、信しん憑ぴよう性せいはそれなりにあると思いますわ」

「えっと……つまり、ソーシ君は、そのとんでも拳けん法ぽうを使えたから、『侵蝕者デイストラクタ』とも戦えたってことですか？」

「空我山さんが、常人よりすぐれた運動神経を持っていらっしゃるのは確かでしょう。けれど人間に『侵蝕者デイストラクタ』を傷つけることは不可能。それを空我山さんがなしとげたのならば、可能性は二つ──空我山ソーシさんの正体は『保全者パラミシア』である。または、『保全者パラミシア』ではないもっと別種の特別な存在である、そのどちらかですわね。少なくとも、彼が普ふ通つうの人間でないことは確実ですわ」

「だからソーシ君からも血液サンプルを採取するんですか？」

「勘かん違ちがいなさらないでくださいな。わたくしはただ、空我山さんの失しつ踪そうした妹さんがモモカさんであるかどうかを、親切心で調べて差し上げようと思っただけですわ」

　桜夜は悪びれもせず、にっこり微笑みながら告げる。それは花のように華はなやかな笑みだったが、桜夜の本心を覆おおい隠かくす仮面のような笑みでもあった。

「ただその調べる過程で、少しだけ空我山さんたちの体をくわしく調べさせてもらうだけですわ」




「……どう、なのかしら」

　その夜──モモカは、星屑寮の自室で嘆たん息そくした。

　あの後、モモカとソーシは学園島内にある大学へ連れていかれ、そこで血を抜かれたり、いろいろと精密検査を受けた。ソーシも同じことをされていた。『侵蝕者デイストラクタ』と直接戦闘をしたソーシの健康に問題はないかを調べるそうだ。

　何時間も検査を受けて寮りように戻もどったらもう夜中だった。就しゆう寝しん時間となり、自室に戻ったのだが、今日は眠ねむれそうになく、モモカは窓から夜空を見上げていた。

　学園島は夜になると街灯のほとんどが消えてしまうため、外は真っ暗だ。夜中は学生の外出は禁止されているし、警備員以外の職員が出歩くこともほとんどないため、街灯は必要ないのだ。

「ワタシは、ソーシの妹なの？」

　首を少し動かすと、モモカの顔が鏡のように窓ガラスに映しだされた。暗くら闇やみの中でもはっきりわかる長い銀ぎん髪ぱつに整った顔立ち──人形のような顔だと、モモカは思った。記き憶おくがないせいか、自分の顔のはずなのに、自分だという実感が湧わかない。

　ソーシのことは、親切な人だと思った。記憶のない自分のような怪あやしい人物に対して、なにかと世話を焼いてくれている。いくら感謝しても感謝しきれない。

　だがソーシがモモカに親切にしてくれたのは、モモカを行方不明の妹だと思っていたから──今日その事実を告げられた瞬しゆん間かん、頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを感じた。

　自分は、ソーシの妹ではないと思う。記憶はないが、ソーシが生き別れの兄だと言われても全然実感が湧かないから、たぶん別人だ。ソーシはそんなモモカの反応にショックを受けていたようだ。演技でもいいから、自分が妹だと話せばよかっただろうか？　いや、ソーシは恩人だ。ウソをついてまで喜ばせたくはない。かえって苦しめるだけだ。

　モモカの胸の中に、形容できないトゲのようなものが刺ささっている気がした。『鬼』と戦うときもおそれたことなどない、日本一のもののふとされる自分がこんな気分になるなど、初めてのことだ。

　モモカは自分なりに、今のこの気持ちを分析してみた。その結果、自分とソーシが兄妹ではないとはっきりわかったとき、ソーシとの関係性が崩くずれてしまうことが不安なのだと気づいた。

　そんなのありえない、と思った。ソーシとは昨日に出会ったばかりの関係。その関係が崩れたとしても、以前の状態に戻るだけのこと。なのになぜ不安になる？

　この胸の中にわき上がる説明できない感情──こんな気持ちになるとは、やはり自分とソーシは実の兄妹なのか？　でも、それはなんだかイヤだ。説明できないが、ソーシが自分の兄だとは、認めたくない。

　モモカがそんな風に悩なやんでいると、カツン、硬こう質しつな音が室内に響ひびく。窓ガラスになにかがぶつかった音だ。

　モモカは眼差しを鋭くすると、すぐそばに置いてあった日本刀を手に取り、窓を開けた。

　二階のモモカの部屋からは外の様子が一望できる。真っ暗な夜の学園島には人はおろか、獣けものすらもほとんどいない。いるとすれば昆こん虫ちゆうくらいだ。

　だが──寮のすぐ外の植え込みの中から気配を感じる。モモカはそういった気配には敏びん感かんだ。明らかに人が隠れている。

　モモカは躊ちゆう躇ちよ無く窓から飛び降り、軽かろやかに着地すると同時に地面を蹴けって駆かけた。同時に茂しげみから人ひと影かげが出て、モモカから逃にげるように去っていく。モモカはその人影を追ってさらに走った。

　やがて、広場のような場所で人影は逃げるのをやめた。相手は頭から黒い布をかぶっているため、何者かはわからない。だが明らかに怪しい。

「何者？　ワタシになんの用？」

　モモカは相手に接近する。黒い布をかぶった相手の顔が見えた──鬼だ。いや、鬼ではなく人間だ。顔に鬼の仮面をつけているだけの人間だ。

『……思い出せ』

　相手が仮面の奥からくぐもった声を漏もらす。ひどく聞き取りづらい。

『お前の使命、思い出せ』

　──全ての鬼を殺せ──モモカの脳のう裏りに、その言葉が響く。ほとんどの記憶を失ったモモカが唯ゆい一いつ覚えていた言葉だ。それこそがモモカの使命。

「あなたは、何者？　なにを知っているの？」

『……思い出せぬなら、力ずくでも思い出させる』

　ゆらり──黒いマントの下から手が伸のびる。その手には剣けんが握にぎられていた。人の腕うでほどの長さの剣は、刀身がねじれ、黒い煙けむりのようなものがまとわりついていた。あきらかに普通の武器ではない。

　相手はそのまま剣を、傍かたわらの街路樹の幹に突つきたてた。刃やいばからもれる黒い煙が街路樹にからみつくと、たちまち樹きの幹がやせ細り、葉は散り、みるみるうちに枯かれてしまった。

「ただの武器ではないようね。魔ま剣けん、妖よう刀とうと呼ばれる類たぐいかしら？」

『〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉という』

「それをあえて見せつけるとは──舐なめられたものね！」

　モモカは自分の刀を抜ぬきはなち、風のような速さで急接近、相手が反応するよりも早くなぎ払はらった。確かな手て応ごたえ──モモカの刃は確実に相手の胴どう体たいを両断した。致ち命めい傷しようのはずだ。殺意をもってモモカに向かってきた相手に手加減をする気はない。

　だが、斬きられたはずの相手は倒たおれず、モモカに斬りかかってきた。とっさにその剣を受け止めるモモカ。だが、キンッ、澄すんだ音色とともに、モモカの刀が半ばで折れた。

　ありえない、モモカは思った。モモカはただ相手の剣を受け止めただけ、相手の攻こう撃げきも、そこまで強きよう烈れつなものとは思えなかった。なのに相手の剣に触ふれたモモカの刀は、ガラスのようにあっさりと割れてしまった。そのまま相手の刃が、モモカの胸に吸い込まれる。

「ッ────────!!」

　モモカは、思わず悲鳴を上げかけた──胸に突き刺さった禍まが々まがしい刃から、モモカの体内になにかが流れ込んでくる。痛くはない。ただ、モモカの内面を一瞬で塗ぬり替かえていく強力な衝撃にモモカは呼吸も忘れて身もだえることしかできなかった。

　剣を引き抜いた鬼き面めんの人物は、そんなモモカを見下ろしながらつぶやいた。

『我が『幻装咒式レジエンダリ』、〈餓える呪喰剣グレート・グリード〉の力、その身をもって味わうがいい』

　その声はもはや、モモカの耳には届いていなかった。モモカは、自分自身の存在が消えていくかのような悪お寒かんを感じながら、それでも歯を食いしばって悲鳴をこらえた。

　その脳裏に、ある人物の顔が思いうかんだ。なぜこんな状じよう況きようで思い出したのだろう、自分でもわからないまま、モモカは思わずつぶやいた。

「ごめんなさい、ソーシ……ワタシは、やっぱり、あなたの妹じゃないわ」








第四章　モモカの真実









──たすけて、おにいちゃん!!──




　ソーシは寮の自室のベッドで飛び起きた。全身から汗あせがふきでて、寝ね間ま着きが濡ぬれて肌はだに張り付いていた。

　最近見なくなっていたと思っていた悪夢──十年前、妹が消えたあの日のトラウマだ。

　あの日のことは、今でも忘れられない──本の中に消えていく妹の喪々禍は、ソーシに向かって必死に手を伸ばしていた。ソーシもその手を摑つかもうと手を伸ばしたが、その手は結局なにも摑めなかった。

　いや、プツプツと、あのときソーシの手から音が聞こえた。それは、細い糸が千切れるような音だった。幼いソーシは見たのだ。ソーシと喪々禍、二人が互たがいに伸ばした手の間に、無数の糸が結ばれていたのを。喪々禍が本の中に消えていくとき、その糸が全すべて千切れていくのをソーシは確かに見たのだ。

　あの糸が運命線なのだと、後から知った。あのとき、妹と繫つながっていた運命線が全て斬られてしまったのだ。昨日、見知らぬ少女が運命線に分解され、消しよう滅めつするのを目撃してしまった。運命線が斬られたら、人はどうなるのだろう？

　昨日モモカや灯萌たちに十年前の記憶を語ったが、運命線のことだけはまだ話していなかった。自分でもどう説明すればいいか、よくわかっていないからだ。モモカにそれとなく確かく認にんをしたが、どうやら『保全者パラミシア』であっても運命線というものを見ることはできないようだ。今のところ、これが見えるのはソーシだけである。

「……見えたって、結局触れないんじゃ意味ないよな」

　そんな言葉が口から漏れる。自分の右手を持ち上げると、違い和わ感かんを覚えた。昨日骨にヒビが入った箇か所しよをギプスで固定しているためだ。手首に痛みがあるが、ガマンできる程度の痛みだ。これならすぐにくっつきそうだ。

　外はまだ暗いが、そろそろ起き床しよう時間だ。日課のトレーニングの時間でもある。

　ふと、そこで視線が机の上で留まる──そこには古びた本が置いてあった。一昨日おととい夢の中で手に入れた『せかいのどうわ　超ちよう大全』。ソーシにとっては忌いま々いましい本。

　そう、十年前、妹が吸い込まれた本がそれだ。

　十年前、妹が消えたあと、ソーシはその本を肌はだ身み離はなさず持っていた。この本の中に妹がいると周囲に訴うつたえた。だが当然誰だれも信じてくれなかった。

　そして本はとりあげられた。どうやら両親は、その本が原因でソーシがおかしくなってしまったと思ったようだ。本は焼しよう却きやく処分され、永遠に失われた。その時のソーシは、妹の唯一の手がかりが失われたと思って、世界の終わりがきたような気分になった。

　それがどんな奇き跡せきが起こったか、またソーシの手元に戻もどってきた。ただ、『せかいのどうわ　超大全』は確かに表紙こそ昔のままだが、中身は白紙のページしかない。本物はちゃんと、全てのページに物語が書いてあったはずなのに……

　ダダダダ、バンッ「オタっち、いる!?」

　勢いよく扉とびらを開けて入ってきたのは灯萌だった。彼女も昨日と同じトレーニングウェア姿である。ノックもなしにソーシの部屋へ入った灯萌は、パンツ一枚の姿で部屋の中に立っているソーシに目を留め、悲鳴を上げた。

「なんてカッコウしてんの、ありえなくない？」

「着き替がえているときに勝手に入ってきたのはそっちだろう。なんの用だ？」

「ちゃんモモが昨日変だったから、今見に行ったら部屋にいねーの。マジやべぇっしょ？」

「モモカなら、もう起きて出かけたのかもな」

「ベッドで寝ねた跡あとが無いんだってば。そんで部屋の中にこんな書き置きもあった」

　と、灯萌が封ふう筒とうを取り出す。ありふれた茶封筒の表には『ソーシへ』と書いてあった。

『さようなら』

　中の便せんには簡潔に、それだけ書いてあった。

「なんで、こんなものが？」

「アタシだってわからないから焦あせってるんじゃん！　なにか知らないの？」

「……少し待て」

　ソーシはスマホを取り出し、昨日登録したばかりの電話番号を呼び出した。

『こんな早朝から、非常識ではありませんこと、空我山さん』

　ほどなくスマホの向こうから桜夜の応答があった。早朝なのに反応が速い。そもそもなぜソーシだとわかったのだろう。気になるが、今はいい。

「モモカがいなくなった。なにか知らないか？」

『状況を説明願いますわ』

　モモカが寮りようから消えたという事実を桜夜に伝える。

『なるほど。迅じん速そくにわたくしに知らせてくれたことは評価しますわ』

「桜夜先せん輩ぱいならなにか知ってるんじゃないですか？」

『わたくしはなにも。大至急捜さがさせますわ』

「どうせこの学園島、監かん視しカメラとかあっちこっちに設置されてますよね？　そもそも海を泳がない限り島の出入り口は一つなんだし、モモカが島を出たかどうか確認できないんですか？」

『もちろんわかっていますわ。昨夜ゆうべの警備状況も確認させているところですわ』

　監視カメラは適当に言っただけなのだが、否定しないところを見ると本当にあるようだ。いくつかの監視カメラはソーシも見かけたが、たぶん隠かくしカメラが大量に島内に仕し掛かけてある。この学園島の目的を考えると、設置されているのは当然だが。

　とにかく桜夜も捜してくれることになった。ソーシたちが闇やみ雲くもに捜すよりは効率がいいはずだ。

「あぁ、もぅ、どーしてちゃんモモいなくなったのよ」

　灯萌が爪をかみながらぶつぶつ言っている。ソーシはそんなクラスメートを振ふり返った。

「灯萌。確認するが、この置き手紙がモモカの部屋にあったんだな？」

「そーそー、机の上にわかりやすく。それがどーかした？」

「いや……それならいいんだ」

「ソーシ君、なにかあったみたいだね」

　と、乖人がソーシの部屋に顔を出した。寝ね起おきらしく、頭に寝ね癖ぐせが残っている。

「桜夜さんからの緊きん急きゆう通知が届いたよ。モモカさんがいなくなったってね。寮のみんな、協力して捜してくれるそうだよ」

「ありがたい。俺も捜しに行こう」

　うなずき、ソーシは部屋を飛び出していく──が、灯萌にすぐ呼びとめられた。

「バカ、オタっち、服くらい着なさいよ！」




　ソーシが外へ飛び出すと、耳みみ障ざわりな警報がひびきだした。

『学園島内にて、大規模な火災が発生しました。生徒の皆みなさんは教職員の指示に従い、迅速な避ひ難なんをお願いします』

　昨日と同じ放送が流れる。また『侵蝕者デイストラクタ』が現れたのか？

『緊急防火シャッターが起動します。足元に注意してください』

　そんな警報と共に、目の前の地面が割れ、壁かべが出てくる。黒光りする金属で覆おおわれた頑がん丈じようそうな壁だ。それがソーシの視界を遮さえぎるように地面から出てくる。こんな仕掛けは初めて見たので少し驚おどろいたが、ハッと気づき、ソーシはその壁の上に飛び乗った。

　壁はそのまま高さ五メートルくらいまでせり出してくる。壁の上から見み渡わたすと、南ブロック中に似たような壁が次々と出現し、まるで迷めい路ろのようになっていた。これ、逃にげ遅おくれた者がいたら絶対迷う。いや、島中に隠しカメラがあるならそれも把は握あくできるのか。

　ソーシは壁の上を走って移動した。壁の厚みは二メートルくらいあるので、足場としては問題ない。壁によって区切られている区画、その最さい奥おうへと進んでいく。当然この一番奥に危険なもの、『侵蝕者デイストラクタ』がいるのだろう。モモカならば必ずその現場にいるはずだ、ソーシは半ば確信しつつ、壁から跳ちよう躍やくし、ときには別の壁を乗り越こえながら進んでいった。

　そうやって進んでいった先──学園島の最さい南なん端たん、海のすぐ横の区画まで近づいた時、異変に気づいた。何かが激しくぶつかる音、砕くだける音、乱らん闘とう音のようなものが聞こえる。ソーシは迷い無くその現場へ近づく。

　果たして、モモカがいた。モモカは昨日使っていたタンクトップとスパッツ姿だった。そしてその周囲には、数十体以上の怪かい物ぶつたちがいた。人間の倍近い体たい軀くを持つ鬼おにたち。そいつらに囲まれ、モモカは素す手での状態で鬼相手に激しい乱闘を繰くり広げていた。

「モモカ！　今行く！」

　ソーシはいっそう脚あしに力を込め、鬼の群れへと突とつ撃げきしていった。鬼も突然現れたソーシに気づいたか、赤い眼まな差ざしで睨にらみながらこちらへ向き直る。だが、遅おそい！

「刃無流古道術、弐に式散さん牙が！」

　こちらへやってきた鬼が殴なぐりかかってきた。その太い腕うでを紙かみ一ひと重えでかわしつつ鬼をすり抜ぬけ、同時に鬼の脇わき腹ばらに連続で拳こぶしをたたき込む。ソーシより二回りは大きな鬼の巨きよ体たいがその場で崩くずれる。すぐに別の鬼がソーシの横手から襲おそいかかってくる。ソーシは地面を転がってその攻こう撃げきを回避しつつ、飛び起きながらその勢いで鬼を蹴けり飛ばしてやった。

「刃無流古道術、零ぜろ式落らく陽よう!!」

　そうやって鬼の攻撃をかわしながら、モモカへと近づいていく──鬼たちは思ったほど強くない。いや、そのパワーは一撃でソーシの胴どう体たいくらい引きちぎるほどの威い力りよくがあるが、昨日戦ったゴリラ型の鬼のほうが強かった。こいつらが相手なら、多少囲まれても対処できそうだ。

「モモカ、どうした、無事か！」

　モモカは、明らかにおかしかった。学園島の端はし、海の横で戦うモモカは何度も荒あらく呼吸をくり返していた。頭から水をかぶったかのように全身が濡れている。長い髪も体に張り付き、動きに精せい彩さいを欠いていた。

　そしてソーシは気づく──モモカの全身に、運命線がからみついていた。今まで見たこともない量の運命線がまとわりついて、モモカの動きを阻そ害がいしているようだった。

　さらにからみついた運命線は、周囲の鬼へとつながっていた。いや、違ちがう。モモカから伸のびる運命線が新たな『侵蝕者デイストラクタ』を形成している？　どういうことだ？　この鬼はモモカが生み出しているのか？

「モモカ、いったいなにが……」ザシュッ

　ソーシの胸に、何かが突つき刺ささった。ゴホッ、思わず咳せき込んだら、口から血が出てきた。遅れて痛み。痛い、身体からだの中で火が燃えているかのように、熱くて痛い。

　傍かたわらに、見たこともない『侵蝕者デイストラクタ』がいた。全身を[image: 鱗]うろこに包まれたその『侵蝕者デイストラクタ』は手に槍やりを持っていた。その槍の先はソーシの胸に突き刺さっていた。

　槍が、引き抜かれる。胸の傷口から、水道の蛇じや口ぐちをひねったように血が出る。全身の力が抜ける。視界が赤く染まる。

「ソーシ！」

　背後から、モモカの声が聞こえた。モモカが、まるで泣きそうな子供のような表情でソーシを見ている。ソーシはなにかを言った、大だい丈じよう夫ぶ、問題ない、かすり傷だ、なにを言ったのか、もう自分でもわからなかった。

　そしてソーシの意識は、闇やみに沈しずんでいった。




　──くるしい、くるしい、くるしい、いきがつまる、なにもみえない──

　モモカは、いや、モモカと名づけられた少女は自分自身でも制せい御ぎよできない感情に振り回されそうになるのを、紙一重のところで耐たえていた。

　昨夜、謎なぞの鬼き面めん剣けん士しの攻撃をうけ、どれほどの時間がたっただろう。

　胸に刺さった剣けんは、通常なら致ち命めい傷しようを与あたえていた。だがモモカの命に別状はない。

　しかし異変はあった。自分自身からあふれ出る力が破は裂れつしそうだ。たとえるなら、パンパンにふくらんだ風船に針が突き刺さったような感覚。針の刺さった傷きず跡あとをモモカが必死に押さえているからかろうじて形を保ってはいるが、少しでも力が弱まればその瞬しゆん間かんに何もかもが弾はじけ飛んでしまいそうな、そんな錯さつ覚かくさえ覚える。

「モモカ、どうした、無事か！」

　声が聞こえた。一昨日おととい出会ったばかりの人物の声。なのに酷ひどく懐なつかしく思える。

「ソー、シ……」

　モモカの口から声が漏もれる。自分でも驚くほど掠かすれた声だった。

　ソーシが近づくにつれ、モモカの頭痛が酷くなる。視界が歪ゆがむ。動どう悸きが激しくなる。自分がどこにいるのか、自分の足で立てているのかさえわからなくなる。

『全すべての鬼を殺せ！』

　モモカの頭で声がひびく。それは記き憶おく。唯ゆい一いつ覚えている自分の記憶。自分の使命、自分の唯一の存在意義。それに従って、周囲の鬼と戦っていた。だが、あぁ、自分は……

　ドンッ、なにかが自分にぶつかった。

　モモカは、それがなにかを確かく認にんして、息を吞のんだ。

　ソーシだ。胸に穴が空いて、ダクダク血が出ている。明らかな致命傷。

　そんな状態でもソーシはモモカの顔を見上げ、なんでもない、とでも言いたげな笑えみを浮うかべ──そこでカクッと、ソーシの意識は失われた。

「──────────────ッ!!」

　モモカは思わず叫さけんだ。それは声にならない絶ぜつ叫きようだ。自分でも、なにを叫んでいるのかわからない。

　あぁ、もうダメだ。もう耐えられない。自分が塗ぬり替かえられていく。自分が自分でなくなる。モモカは喪々禍でなくなる。

『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』『全ての鬼を殺せ！』




「思い、出したぞ！」




　モモカの声がひびく。同時に、全身から力の波動が満ちあふれる。視界が、クリアになった。先ほどまで酷く気分が悪かったはずなのに、今は落ち着いている。

　足元に、血まみれの人間の死体が転がっていた。一いち瞥べつした後、モモカは死体を無視して歩き出す。人間の死体など、つゆほども興味はない。

「嗚呼ああ、ワタシは今までなにをしていたのだ。最初からこうしていればよかった……」

　周囲には数十体もの鬼たちがいる。鬼たちはモモカを前にすると、その場に膝ひざをついて頭を下げた。その様は、鬼がモモカに付き従っているようだった。

「目標を発見……あれは、なんだ」

　モモカの前に学園の生徒が現れた。彼女を捜さがしていた『保全者パラミシア』だ。

「出いでよ、我が『幻装咒式レジエンダリ』〈禍マガ津ツ屍シ鬼キ號ゴウ〉」

　地面が砕け、その亀き裂れつの奥から刀が出現した。刀身だけでモモカの背せ丈たけほどある大おお太刀だち。それをモモカは片手で摑つかみ、軽々と振りかぶる。

「醜みにくきこの世の鬼どもを、この手で誅ちゆう殺さつすべし！」

　モモカが、刀を振り払はらった。その刃やいばからすさまじい衝しよう撃げき波はが解き放たれ、『保全者パラミシア』をはじき飛ばした。それだけでは収まらない。学園島を区切る黒い隔かく壁へきが、一撃で粉々となる。それでも勢いは衰おとろえず、地面を砕きながら衝撃波が駆かけ抜けていく──学園島の真ん中に、地割れのような傷きず跡あとが生まれた。それは島を両断するかのような跡だった。
















「ワタシは、思い出したのだ。自分の使命、自分が何者で、なにをすべきだったかを！」

　モモカは大太刀を片手に、反対の手で自分の顔を摑んだ。指の間から赤い光を宿した眼めが、周囲をにらみつける。

「全ての鬼を殺せ──そう、思い出した。




　鬼とは貴様等だ！

　　人間こそが全ての元げん凶きよう！

　　　鬼は、人間どもの心に巣くっている！




　全ての人類オニを殺せ！

　それこそが唯一無二の我が使命だ!!」







　ビーッ、ビーッ、ビーッ──先ほどから、けたたましい警報が鳴りやまない。学園島の中央にある本館の最上階、生徒会長室に伽藍道桜夜はいた。室内には職員もいる。彼らは桜夜の部下で、学園島の事情を知るものたちだ。

「ＤＥＰ指数が規定値を超こえましたわね。これで確定しましたわ。モモカさん自身が第五階梯レベル５の『侵蝕者デイストラクタ』でしたのね」

　桜夜が恐おそれていた事態が、ついに現実のものとなった。

「全『保全者パラミシア』に緊きん急きゆう召集！　どんな被ひ害がいが出ても構いませんわ。学園島に潜せん入にゆうした『侵蝕者デイストラクタ』を殲せん滅めつなさい！」

　生徒会長室の壁かべにうめこまれたモニタには映像が映し出されていた。学園島の監かん視しカメラから送られてくる映像だ。

　その映像にはモモカが映っていた。だがその姿は、昨日までとは別人だ。

　長い髪かみが、変色している。輝かがやくような桜色と、ドス黒い濁にごった灰色、その二色がまだらのように彼女の髪を塗り分けている。

　服装もいつのまにか変わっていた。ソーシが最初に出会った時のような、露ろ出しゆつ度どの高い服装に手足を護まもる鎧よろい、半はん透とう明めいの布が彼女の身体にまとわりついている。

　手には大太刀。並の人間では持ち上げるのにも苦労しそうな大きさの刀を片手で振ふり回し、そのたびに学園島の施し設せつが破は壊かいされていく。

　だがなによりも最大の特とく徴ちよう──モモカを中心として、地面の上に黒い影かげが広がっていた。その影の中から這はい出すように異形の者たちが姿を現す。人の数倍の体格を持つ、額に角を生やした怪物たち、それは鬼と呼ばれる『侵蝕者デイストラクタ』だ。先ほどからひっきりなしに鬼たちは出現し、その数を倍増させている。

『侵蝕者デイストラクタ』はＤＥＰ指数によって五段階にランク分けされている。その最高位、第五階梯レベル５の『侵蝕者デイストラクタ』は、それ以下の『侵蝕者デイストラクタ』とは次元が違う強さを持つ。

『侵蝕者デイストラクタ』は地上に出現後、時間の経過とともにその力を増していく。たとえ第一階梯レベル１の『侵蝕者デイストラクタ』であっても、長時間地上で生息すれば第四階梯レベル４まで成長できる。そして『侵蝕者デイストラクタ』の成長は、第四階梯レベル４が上限だとされている。

　すなわち、第五階梯レベル５は第四階梯レベル４以下の『侵蝕者デイストラクタ』とは別種の存在、完全な上位種であると考えられていた。第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』の最大の特徴──それは、第四階梯レベル４以下の『侵蝕者デイストラクタ』を生み出すことができるという能力。しかも生み出す数には上限がないとされている。第一階梯レベル１の『侵蝕者デイストラクタ』であっても人類には充じゆう分ぶんな脅きよう威いであるのに、それを無む尽じん蔵ぞうにあやつる第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』はまさに人類の天敵、第五階梯レベル５が一人いれば国が滅ほろぶと言われていた。実際、すでにアフリカ大陸の一部が第五階梯レベル５の力によって消しよう滅めつしている。だが人類はその大だい惨さん事じを認識すらしていない。たとえ今日日本が消滅したとしても、日本が運命侵蝕デイストラクシヨンされたという事実を人類は認識できないのだ。

　モモカがその第五階梯レベル５。これは、学園島はじまって以来の危機だ。

「呉くれの海上自衛隊と海上保安庁に連れん絡らくを。大至急、学園島周辺海域を封ふう鎖さするように指示を。学生は、北部区画へ避ひ難なんさせなさい」

　桜夜が指示を出すと、学園の職員たちが慌あわてて走り去っていく。

「本土への脱だつ出しゆつは？」

「混乱が広がるだけですわ。それに絶対防衛システムがあるこの学園島が、日本で最も安全な場所──もしこの学園島が落とされれば、その日が日本最後の日。もはやどこにも逃にげ道はありませんわ」

　桜夜は先ほどからひっきりなしに上がってくる報告をタブレット端たん末まつでながめながらつぶやいた。

「ここが正念場ですわね──高伏さん！　聞こえているでしょう！」

『はいはい、呼んだかな、桜夜さん？』

　壁のモニタに乖人の顔が映った。乖人は現在、他ほかの『保全者パラミシア』と一いつ緒しよに『侵蝕者デイストラクタ』の対処をしていた。

「高伏さん。許可しますわ。あなたの全力で、『侵蝕者デイストラクタ』に対処をなさい」

『いいんですか、桜夜さん──ボクが本気を出しても？』

　モニタの中の乖人の表情が引き締しまり、桜夜に問う。

「えぇ。学園最高ランクの『保全者パラミシア』の力、見せておやりなさい」

『そういうことなら、了りよう解かいしましたよ、桜夜さん』

　乖人はそこで勢いよく制服の上着を脱ぬぎ捨て、不敵な笑みを口元に浮かべた。

『のろまな亀かめの恐ろしさ、ウサギさんたちに教えてあげますよ』




　学園島は、鬼おにの軍勢による侵しん略りやくに吞み込まれそうになっていた。鬼たちは全員『侵蝕者デイストラクタ』だ。学園島のあちこちに頑がん丈じような隔壁が設置され、その壁によってかろうじて侵しん攻こうを遅おくらせている。鬼たちは最初隔壁を破壊しようと攻撃をしていたものの、イカロスの特とく殊しゆ製法によって建造された隔壁は『侵蝕者デイストラクタ』の攻撃にも耐たえることができた。やむをえず、鬼たちは隔壁を乗り越こえて進んでくる。

「あーもー、マジめんでぃ！」

　隔壁の上にのぼった鬼を、灯萌が指さした。瞬間、シュンッ、甲かん高だかい音と共に鬼の全身が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。絶叫しながらその鬼は地面に落ち、炎で焼かれながらのたうち回る。灯萌はそんな鬼をにらみ、頭部を爆ばく破はしてトドメをさした。

「これで十三体──マジでキリないわー」

『幻装咒式レジエンダリ』──『保全者パラミシア』、及および『侵蝕者デイストラクタ』が持つ能力の総そう称しようである。彼ら、あるいは彼女たちの本来の姿、それぞれの『童話』に由来する能力であり、それらの力は物理法則を無視した現象を現実のものとすることができる。その効果は千差万別であり、それぞれの特殊能力、あるいは武器や防具という形で現れる場合もある。

　灯萌の能力は〈彼岸への焰ゲーン・トウ・ゲヘナ〉。見ての通り炎を操り、『侵蝕者デイストラクタ』を焼き尽つくす能力だ。効果は単純だが、その分わかりやすいし火力もある。

　しかしキリがない──灯萌は十六体目の敵を焼き尽くしながら思った。倒たおしても倒しても次の敵が現れる。たぶんここだけでなく、学園島中に『侵蝕者デイストラクタ』が分散している。だからこの場所も、灯萌が一人だけで護っているのだ。

「篝火さん、無事ですか？」

「あぁ、委員長か。オタっちとちゃんモモはどーよ？」

「空我山君は、まだみつかっていません。モモカさんは、どうやら『侵蝕者デイストラクタ』だったようです。理事長から討とう伐ばつ命令が出ています」

「うわぁ、最悪じゃん……マジ、ちゃんモモ倒さなきゃダメ？」

「『運命侵蝕者デイストラクタ』を倒さなければどうなるか、わからないあなたではないはずです」

「そりゃそーだけどさ……あーもーっ！」

　灯萌がいらだちと共に自分の髪先をいじる。

「あなたが外見の割に友達思いなのは知っています。ムリはしなくてけっこうです」

「なにそれ。かってに決めつけるなっての」

「ここからは私が戦いますから！」

　委員長が宣言すると、彼女の前に大おお振ぶりなナイフが出現する。委員長はそのナイフを構え、臨戦態勢となった。

「私の『幻装咒式レジエンダリ』でも、この程度の『侵蝕者デイストラクタ』相手なら倒せるはずです」

「あんたアタシより弱いじゃん。そっちこそムリしないでよね」

「これも委員長の職務です」

「あんたのそういうとこウザいけど、今だけは頼たのもしいわ！」

　と、前方の隔壁を乗り越えて鬼の軍勢が押し寄せてきた。一度に十体以上。各個撃破している余よ裕ゆうはない。

「〈彼岸への焰ゲーン・トウ・ゲヘナ〉、噴ふき上がる深しん淵えんの焰ほのお、煉れん獄ごくへ続く道みち標しるべよ、力となりて顕けん現げんせよ！」

　灯萌は自身の『幻装咒式レジエンダリ』の名と呪じゆ文もんを口にした。

　十数体の鬼が一いつ斉せいに炎えん上じようした。すさまじい炎の熱気と風が灯萌たちにまで到とう達たつする。だが、燃え上がる鬼たちを乗り越え、後方から次の鬼たちが姿を現す。数が違ちがいすぎる。灯萌は奥歯をかみしめた。〈彼岸への焰ゲーン・トウ・ゲヘナ〉の範はん囲いを拡大して焼き尽くすか？　しかしこれ以上の威い力りよくで『幻装咒式レジエンダリ』を使えば、灯萌も力尽きてしまう。

「二人とも、もう下がって」

　背後から、人影が前に出る。燃えさかる炎を前にしているというのに、涼すずやかな笑えみを崩くずさない男──高伏乖人だった。

「乖人、なんであんたまでここに来てるのよ！」

「無論、戦うためさ。二人は下がってよ。ここはボクの力で一気に殲滅する」

「なに言ってるのよ。サクっちの腰こし巾ぎん着ちやくなあんたの力でどうにかできるわけないじゃん。あんたの『幻装咒式レジエンダリ』だって、ただ休まず働くことができるだけでしょ？」

「高伏さん、後ろ！」

　乖人の背後、燃えさかる炎を乗り越えて飛び出してきた鬼が腕うでを振り上げ、乖人の身体からだをなぎ払はらおうとした。だが、そうはならなかった。乖人が振り上げた脚あしが鬼の腕と激げき突とつし、その攻こう撃げきを受け止めたからだ。

「おいたがすぎるウサギさんだね」

　乖人がぺろりと、クチビルを舐なめた。

「ボクの『幻装咒式レジエンダリ』、〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉──永遠なる時の果て、死すらも死せる暗黒の無む為いに抱いだかれ万物は朽くち果はてん」

　乖人を中心として、地面に魔ま法ほう陣じんのような図形が浮うかび上がった。瞬しゆん間かん、前方にいた鬼たちが一斉に力尽きたように崩れ落ちた。それだけではない。灯萌の『幻装咒式レジエンダリ』によって燃えさかっていた激しい炎も一瞬で鎮ちん火かしていく。

「す、すごい……」

「灯萌さんに亞彌歌さん。二人ともこのまま下がって。二人がいると、ボクの『幻装咒式レジエンダリ』の効果を広げられない」

「わ、わかったわ」

　うなずき、灯萌と委員長は大人しく後方へと走っていく。

「ちょっ、あいつめっちゃ強くない？　乖人、いっつもサクっちにくっついてるだけでなにもしない奴やつだったはずじゃん？」

「あなたは知らなかったのですか、生徒会長、高伏乖人のことを」

　走りながら、委員長が解説する。

「理事長は高伏さんを自分の手元に置いておくために、去年彼をムリヤリ生徒会に引き込んだんですよ。高伏さんは去年一年間、世界中を飛び回って『侵蝕者デイストラクタ』の侵攻を食い止めてきた歴戦の実力者です。そのせいで出席日数が足りなくて留年したそうですが」

「マジで、あいつそんなことやってたの!?」

「私もこの目で見るのは初めてですが──理事長がおっしゃるには、彼の『幻装咒式レジエンダリ』は人類を滅ぼすほどの力があるそうです」




　童話『ウサギとカメ』

　あるとき、足の遅おそい亀と、足の速いウサギがかけっこをすることになった。

　足の速いウサギは亀より先行すると、油断して昼ひる寝ねをしてしまう。

　ウサギが昼寝をしている間に亀はウサギを追い抜ぬき、そのままゴールして勝利する。




　轟岳館学園生徒会長、高伏乖人は『ウサギとカメ』の世界からやってきた『保全者パラミシア』である。その『幻装咒式レジエンダリ』は強力だ。

〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉──童話において、ウサギが勝負の最中に居い眠ねむりをしてしまった逸いつ話わに基づき、あらゆるものからやる気を奪うばい、無気力にさせる能力。その対象は生物に限らず、燃えさかる炎からやる気を奪うことで鎮火させることさえ可能。唯ゆい一いつの問題は、効果範囲にいれば味方はおろか、自分自身のやる気さえ奪ってしまうということ。

　だが乖人には二つ目の『幻装咒式レジエンダリ』、〈尽きせぬ労力ネバーギヴアツプ〉がある。他人が休む間も疲ひ労ろうすることなく働き続ける能力。この二つの『幻装咒式レジエンダリ』を併へい用ようすることで、彼は他者が動けなくなる中、自分一人だけ自由に活動ができる。

　桜夜はこの能力の効果を知った時、人類の文明を滅ほろぼす力だと評価した。たしかに〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉の効果で地球全土を覆おおい尽くせば、人類は無気力の底に沈しずんで衰すい弱じやく死しする未来しかない。

　地球全すべてを覆い尽くすのはムリでも、たとえば国会議事堂、主要官庁、警視庁、消防局、発電所、水道局、駅、空港、証券取引所、そういった重要施し設せつをピンポイントでねらい打ちすれば、日本という国家に大打撃を与あたえることは可能だ。そのため桜夜はこの能力の危険度を最高ランクに位置づけ、自分の手の届く範囲に乖人を置いているのである。

〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉は効果範囲を広げると無関係な人間まで巻き込んでしまうという欠点もあるが、この『幻装咒式レジエンダリ』そのものに攻撃能力はない。他人を巻き込んだ場合でも、その被ひ害がいは少ないのだ。

　目の前に倒れている鬼型の『侵蝕者デイストラクタ』たち。乖人の『幻装咒式レジエンダリ』の効果でほとんど動かない鬼たちの頭にナイフを突つき刺さしていく。この『幻装咒式レジエンダリ』のもう一つの欠点は、相手の動きを制限するだけなので、敵を倒す場合はいちいちトドメを刺す手間がかかるということだ。人類に敵対する『侵蝕者デイストラクタ』にかける慈じ悲ひなど、乖人は持っていない。ためらいなく鬼たちの頭部を潰つぶし、片付けていく。

　だが──バシュッ、乖人の鼻先を、光の刃やいばがかすめていった。わずかに皮ひ膚ふがさけ、血が口元に垂れてくる。

「……外れた、か」

　切断された隔かく壁へきの奥から現れる少女。桜色と黒の二色が交ざりあったような長ちよう髪はつ。片手に抜き身の大おお太刀だちを持ったモモカである。

「これは驚おどろいた。ボクの『幻装咒式レジエンダリ』の中でまだ動けるなんて、モモカさんすごいね」

「ふん、さっきから身体が重いと思ったら、汝なんじの仕し業わざか。面めん妖ような」

　モモカがつぶやきながら、ゆっくりと乖人へ近づいてくる。乖人は歯がみした。自分の『幻装咒式レジエンダリ』も、第五階梯レベル５相手には通用しないというのか？　いや、まだだ！

「〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉よ！　さらなる力を我が前に示せ！」

　目の前のモモカに対して意識を集中させる。地面に広がった光の文様が、モモカを包囲するように動いた。

　クッ、とモモカはうめき、大太刀をその場に取り落とした。地面に膝ひざを突き、片手で頭を抱かかえる。やはり効いている。最強と呼ばれる第五階梯レベル５相手であっても、乖人の『幻装咒式レジエンダリ』が十分通用していた。

「ムリをせずそのまま倒れていたほうがいいよ。短期間だけど、同じ学園島で過ごしたよしみだ。苦しまないようにトドメを刺すよ」

　モモカに対する友情を感じないわけではなかったが、相手が『侵蝕者デイストラクタ』である以上、乖人はためらわない。ここで彼女を逃のがせば、さらなる被害が出るとわかっているからだ。

「苦しまない、ように、だと？」

　地面に崩れたモモカの顔が持ち上がる。鋭するどくつり上がった眼まな差ざしが乖人をねめつけた。おかしい、乖人は動どう揺ようする。今モモカは間違いなく〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉の効果にある。全てのやる気を失ってなぜ、まだそんなに強い意志を保っていられる？

「苦しまないように殺せば、相手が感謝するとでも思ったか？　そんなものは殺す側の傲ごう慢まん……ワタシは、そんな勝手を認めん！　高伏乖人！　人間の味方をするなら、貴様も鬼おにだ！　全ての鬼を、ワタシは誅ちゆう殺さつするためにこの世へ来たのだ！」

　ヒッ、と声が漏もれる。乖人は、それが自分の声だと気づくのに時間がかかった。まさに鬼き気き迫せまるといった有様のモモカの気き迫はくに乖人は気け圧おされてしまったのだ。

「つ、強がるのはやめるんだ！　君にもボクの『幻装咒式レジエンダリ』は通用しているはずだ！　この状態でボクを殺すなんて……」

　ザシュッ──乖人の肩かたを、光の刃がかすめた。その刃はモモカの手から放たれたものだ。肩の肉がえぐられ、大きく出血する。傷のせいで左腕が動かなくなった。

「なにか勘かん違ちがいをしていないか、高伏乖人──貴様を生かすも殺すも、全てはワタシの気まぐれ一つで決まるのだぞ！」

　モモカがゆっくりと立ち上がる。モモカの背後で黒と桜色、二色の髪かみが別の生き物のように蠢うごめいている。

　乖人は傷口からあふれ出る血を片手で押さえながら、自分がとんでもない勘違いをしていたことに気づいた。

〈無為なる無窮の枢要罪デツドリイ・シン・オブ・スロウス〉は強力な『幻装咒式レジエンダリ』だ。あらゆる存在からやる気を奪い、動けなくする。その効果からは、第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』さえも逃にげられない。

　だが、第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』の力は乖人を遥はるかに上回っているのだ。

　すなわち、第五階梯レベル５であるモモカは、たとえあらゆるやる気を失って昼寝をしてしまったとしても寝返り一つうつだけで乖人をひねり潰すほどの力を持っているのだ。

　ノロマな亀かめでも、足の速いウサギが昼寝をしている隙すきに追い抜かすことができる。

　だがたとえば、一いつ匹ぴきのミジンコは、昼寝をしているライオンと戦って勝つことができるだろうか？　そんなの最初から勝負にもなりはしない。

　モモカと乖人の戦いは、すなわちそういうものだ。




　──ここは、どこだ──

　暗くら闇やみの中に沈んだソーシの意識は、唐とう突とつに覚かく醒せいした。

　だが自分がどこにいるのかわからない。周囲が暗いのか明るいのかさえもよくわからない。ふわふわとして、ひどく現実感のない場所に自分がいることだけはわかった。

　そんな自分の前に、誰だれかがいた。それは黒い人ひと影かげだ。影がそのまま実体を持って人間の姿になったような存在。モモカと最初に出会った日、失神したソーシが夢の中で出会った影法師だ。

「お前は、誰なんだ。いったいなにをしたい？」

「君は死んだ」

　相手が答える。その声は淡たん々たんとしていて、やはり現実感がなかった。

「じゃ、ここはあの世なのか？」

「少し違う。けれどそうとらえてもらって構わない」

「で、お前は誰なんだ」

「『運命矯正官デイス・コレクター』」

　そう名乗った相手の姿に変化があった。影法師のような姿が小さくなりつつ、より人間に近い姿形へと変容していく。その姿はやがて、子供の姿となった。歳は五歳前後だろうか。髪を両横でまとめ、それをたばねたリボンがそのまま全身にまとわりついている、不思議なかっこうをした少女だ。

「なんだ、その姿は？」

「わたしは『運命矯正官デイス・コレクター』。人間ではない。だがこの姿のほうが、君と意い思し疎そ通つうが図はかりやすいと判断した」

『運命矯正官デイス・コレクター』と名乗る少女。声まで子供らしいものに変化していた。

「そりゃ、人間の方が話しやすいけど……なぜ子供？」

「君の記き憶おくの中、最も印象に残っている人物がちょうどこの年とし頃ごろの少女だった。だからそれに似た姿を選んだ」

　ソーシの印象に強く残った人物──当然モモカだ。ソーシの記憶の中のモモカは、やはり行方ゆくえ不明になった十年前の姿が一番印象深い。言われてみれば目の前の少女はモモカに少し似ている気が……いや、この子もたしかにかわいいが、本物のモモカの方が美人だ。兄の目から判断しても間違いない。むしろモモカ以上の美人など存在しない。

「不快なら、もっと他ほかの姿にもなれるが」

「いや、姿なんてどうでもいい……で、お前はなんなんだ。俺になんの用だ」

「全てを説明する時間はないので要点を話す。まず、君は『異能運命者デイス・クラウダー』だ」

「なんだ、それは？」

「人間は定められた『運命』に従って生きる。しかし『異能運命者デイス・クラウダー』は違う。『運命』の束そく縛ばくから半ば解放された存在だ」

「……もしかして、それは運命線が見えることと関係しているのか？」

「君が運命線と呼ぶものは、正確には現実と真界との境界だ。君は十年前、『侵蝕者デイストラクタ』によって運命侵蝕デイストラクシヨンされ、『運命』を失った。人間は普ふ通つうそこで消しよう滅めつする。だが君の場合、失った『運命』を自らの存在によって補ほ塡てんした。故ゆえに『異能運命者デイス・クラウダー』として覚醒した。『異能運命者デイス・クラウダー』はすでに『運命』を失っているため、これ以上運命侵蝕デイストラクシヨンされない」

「つまり、俺は特別な存在だと？」

「珍めずらしい存在ではある。自分が特別だと思いたいならその認にん識しきで構わない」

　なんとなくひっかかる言い方だった。

「『侵蝕者デイストラクタ』は、存在してはならない存在。『運命』そのものが地上に降り立ち、具現化した。このままでは『侵蝕者デイストラクタ』はいつか全ての『運命』を消滅させてしまう。『侵蝕者デイストラクタ』を再さい封ふう印いんするために、君の力を借りたい」

「……そう言われて、はいそうですか、とはうなずけないな」

　正直この少女が言っていることは理解できない。が、ある程度は解かい釈しやくできた。

「俺は別に正義の味方じゃないし、そんなものにあこがれている子供でもない。俺にとって一番大切なことは、妹のモモカを捜さがして見つけ出すことだ。それが最優先。それとは関係のないことに労力を割さく余よ裕ゆうはない」

「しかし君は死んだ」

　少女が告げる。ソーシの胸がズキリと痛んだ──学園島でモモカと『侵蝕者デイストラクタ』の戦いに飛び込んだとき、ソーシは『侵蝕者デイストラクタ』の攻こう撃げきを受けた。やはりあれは致ち命めい傷しようだった。自分があの時死んだのは、確実だろう。

「そう、か……俺の今までの努力は、全部ムダになったのか……」

「諦あきらめるのは早い。君は死んだが、生き返らせることはできる」

「本当か？」

　少女が、パチリと指を鳴らした。するとどこからとも無く一冊の本が飛んできて、ソーシの目の前で止まる。その本は、『せかいのどうわ　超ちよう大全』だった。

「なんでここに、こんなものが？」

「その本に保管されていた童話たちの『運命』が逃げだし、『侵蝕者デイストラクタ』となった」

「そうか、それでこの本の中身が白紙になっているんだな？」

「理解が速いな。君の使命は、この本に再度『侵蝕者デイストラクタ』を封印することだ。その使命を果たすと約束するなら、一度だけ君を復活させよう」

　少女の話はあまりに荒こう唐とう無む稽けいすぎて、簡単には信じられない。だが、ソーシに選せん択たく肢しはなかった。

「俺は、まだ死ねない。モモカを捜して助け出すまで、死ぬことはできない！　生き返れるなら、頼たのむ！」

「『侵蝕者デイストラクタ』たちがほとんど持っていってしまったが、この本にはまだ『運命』の残ざん滓しが残っている。その力で君を生き返らせよう」

『せかいのどうわ　超大全』から光が飛び出て、そのままソーシの胸の中に入った。ソーシの体の中に、力がわき出てくる。だが同時に、『せかいのどうわ　超大全』と書かれたタイトルが消え、本は表紙まで完全に白紙となってしまった。

　ソーシの目の前に白紙の本がやってくる。ソーシはその本を摑つかんだ。とたん、本からソーシの中になにかが流れ込んできた。

「必要な情報は、本が教えてくれる。その本は君のものだ」

　ソーシの目の前で、白紙の表紙に文字が浮うかんできた。そのタイトルは『おまえだけのものがたり』。

「白紙とは未来の証あかし。その白紙の本に君自身の人生という名の物語を書き記すといい」

　ソーシの周囲に光があふれていく。やがて光に吞のみ込まれ、少女の姿が見えなくなった。ソーシは光に包まれた空間をただようことになった。

　その中で、ソーシは考える。自分がなにをすればいいのかを。

　妹、喪々禍を捜し出すこと、それが第一目標だ。

　だがその前にやるべきことがあると、ソーシは自覚していた。

　成長した妹とそっくりな姿をした『保全者パラミシア』のモモカ──学園島で最後に彼女を見たとき、モモカは苦しんでいたと思う。そしてソーシが致命傷を負ったとき、モモカの目には絶望の色が広がっていた。

　モモカが妹とどんな関係があるのか、今はまだわからない。だが、今のソーシにはわかる。手にした白紙の本、『おまえだけのものがたり』が教えてくれる。

　妹、喪々禍と『侵蝕者デイストラクタ』との間にはなんらかのつながりがある。モモカもまた、妹へと繫つながる手がかりなのだ。全すべての『侵蝕者デイストラクタ』と対たい峙じすることこそが、最終的に妹と出会うことへと繫がるのだと、ソーシは確信できた。

　ならば今は、モモカをなんとかする！

　ソーシが強くそう念じたとき、視界の中で光が爆ばく発はつし、ソーシは学園島の地面の上で倒たおれていた。

「生き返った……のか？」

　反射的に自分の胸を見ると、傷口がふさがっていた。傷は完全には消えていないが、傷きず痕あとの肉が盛り上がっている。ギプスをした右手が少し痛む。いや、痛いのは全身だ。致命傷こそふさがっているが、全身の細かい傷は完治していない。生き返ったのはいいが、傷も治して欲しかった。いや、痛いのは生きている証しよう拠こと、前向きに考える。

　起き上がって、ギョッとした。石いし畳だたみの上でソーシは倒れていたのだが、周囲に鬼おにたちが倒れている。死んでいるのかと思ったが、動いているので生きている。だがなぜ寝ねているのだ？

「どうなっている？　とにかくモモカを捜さないと……けど、めんどくさいな」

　なぜだろう。心の中ではモモカを捜さないと、と焦あせっているのに、急速にどうでもよくなっていく。まるで、やる気がそのまま消えていくように……

　このままじゃマズイ、と心の中では思っているのに、体が動かない。なんだ、これ……と、その時、爆発音。少し遅おくれて地面に震しん動どうが伝わってきた。同時に体が軽くなり、ソーシは飛び起きた。

　少し離はなれた場所でなにか爆発があったようだ。黒い煙けむりが空に上っているのが見える。そして今まで倒れていた鬼たちまで一いつ斉せいに起き上がった。よくわからないが、たぶん今の爆発でソーシたちを動けなくしていたなんらかの原因が排はい除じよされたということか。というか、ソーシが今いる場所は完全に鬼に包囲されているど真ん中で、このままではどう考えてもヤバイ。ソーシは慌あわてて走り出し、起き上がりかけている鬼たちを踏ふみつけ、踏み台にしながら一気に駆かけ抜ぬけていく。

　鬼たちが行動不能になっていたということは、たぶん味方の能力で動きを制限していたのだろう。ならば爆発のあった場所に味方がいる可能性が高い。そちらへ向かって全速力で走る。目的地は離れていなかったので、すぐについた。

「モモカ、なにをやっているんだ！」

　再会したモモカは、変へん貌ぼうしていた。以前は美しく輝かがやいていた桜色の長ちよう髪はつは、現在は桜色と黒が交ざって禍まが々まがしい色合いとなっていた。片手に巨きよ大だいな大おお太刀だちを持ち、全身から抑おさえきれない殺気が漏もれ出ている。しかもあろうことか、モモカの目の前には血まみれになって倒れている人物がいた。顔が血で汚よごれていて、最初誰だれだかよくわからなかった。

「……ソーシ君かい？」

「乖人、なのか！　お前、大だい丈じよう夫ぶか！」

「嬉うれしいねぇ。ボクのピンチにきてくれるなんて、君はボクの王子様だよ……」

「冗じよう談だんを言う余裕があるなら大丈夫だな。それよりモモカ！　もうやめろ！　お前が、『侵蝕者デイストラクタ』たちを操っているのか？」

「なぜ、戻もどってきた」

　モモカがつぶやく。その目の奥の輝きは揺ゆらいでいて、今にも涙なみだがこぼれそうな、悲しい眼まな差ざしだった。

「ソーシ。汝なんじを殺したくはなかった。なのになぜ戻ってきた。汝が戻ってきたら──ワタシがこの手で殺すしかないではないか！」

　叫さけび、モモカが大太刀を振ふりかぶった。ソーシは反射的に横手に跳とぶ。同時に、ソーシの体をかすめるように光の刃やいばが飛んでいった。地面が砕くだけ、大きな裂さけ目が爪つめ痕あとのように刻まれていく。

「モモカ、落ち着け。いったいなにがあったんだ！」

「全ての人類オニを殺す！　それこそがワタシの使命なのだ！　その使命に例外はない！」

　今のモモカは『侵蝕者デイストラクタ』、それも第五階梯レベル５と呼ばれる最高ランクの力を持っていることがソーシにはわかった。手に持った『おまえだけのものがたり』という本が、そういった情報を直接ソーシの脳内に教えてくれる。本はそのまま服の内側にしまっておいた。

　モモカを説得で止めることは不可能。ならば、物理的な攻撃でダメージを与あたえ、大人しくさせるしかない。ソーシも覚かく悟ごを決めた。モモカと戦う覚悟だ。

「モモカ、ゆるせよ──刃無流古道術、壱いち式覇は山ざん！」

　ソーシは勢いよくモモカに接近しつつ、地面を蹴けって斜ななめ横へと跳んだ。そこに生えていた街路樹を足場にして、さらに斜めへと跳ちよう躍やく。連続で跳び、モモカの斜め後方へ一いつ瞬しゆんで回り込み、そのまま跳び蹴げりを放った。超ちよう高こう速そくの空中軌き道どう。だが。

「遅おそい」

　モモカは片手でソーシの脚あしを摑んだ。そのまま力任せにソーシの体を地面に叩たたきつけてくる。ソーシは空中で体を捻ひねり、うつぶせに地面にぶつかりつつ両手で地面を摑んだ。ズキッと、骨に異常がある右手の痛みがひどくなる。固定していたギプスにヒビが入る。しかしその程度の痛みは、とっくに慣れている。師し匠しようから教えられたトレーニングで、ソーシは脳内物質をある程度コントロールできるのだ。鎮ちん痛つう効果と興奮作用がある脳内麻ま薬やくのおかげで傷の痛みは半減し、同時に戦意が高こう揚よう、闘とう争そう本能がむき出しとなっていく。

「刃無流古道術、零ぜろ式落らく陽よう！」

　地面に叩きつけられた勢いを受け止め、そのまま反動で地面から飛び上がりつつ、下からの蹴りをモモカに叩き込んだ。だがモモカはソーシのその動きも先読みし、のけぞりながら回かい避ひする。モモカが左の拳こぶしをソーシの胴どう体たいに叩き込んできた。たまらずふっとび、街路樹に激げき突とつ。樹きの幹が折れ、ソーシは地面に転がった。今のは痛い。痛みに慣れたソーシでも一瞬意識が飛びかけた。腹の中、内臓から痛みを感じる。体の中をグチャグチャにされた気分だ。でも大丈夫。麻ま酔すい効果で、その痛みもガマンできるレベルにまで治まる。

「やめろ、ソーシ。あらがうな。汝の苦しみが長引くだけだ！」

「俺が苦しいのはいい。俺の人生、子供のころから苦労の連続だ。今さら苦労が多少増えたって変わらない……ただ、モモカ。目の前でお前が苦しんでいることはガマンできない。お前は、なにを抱かかえ込んでいるんだ。さっきから、攻撃を食くらっている俺よりお前の方が苦しそうな顔をしているぞ」

「だまれ、ワタシを見み透すかすな！」

　叫び、モモカの足元の影かげが広がった。広がった影の中から、新たな怪かい物ぶつが現れる。二匹ひき、新手の『侵蝕者デイストラクタ』。一匹は、大きな翼つばさを持った鳥のような姿をしている。しかし翼が合計で四枚もあり、額からは鬼のような角が伸のびている。もう一匹は四つ足の獣けものだ。家のような巨きよ体たいに口が二個もある。こちらもやはり額に角が生えていた。

　獣のような『侵蝕者デイストラクタ』が雄お叫たけびをあげながらソーシに飛びかかってきた。巨体の割に速い。その体当たりは、爆走するダンプカー並の威い力りよくがあるだろう。

「刃無流古道術、肆し式しき舞ぶ桜おう！」

　ソーシは、相手の攻こう撃げきをかわさなかった。かわすほどの余よ裕ゆうがなかったというのもある。咄とつ嗟さに全身の力を抜いて、体を宙に浮かせる。衝しよう撃げき。全身がバラバラになりそうな感覚。だが、そうなる前に体の中で力の伝達を遮しや断だんしていく。

　肆し式しき舞ぶ桜おうは受け身のやり方。空中で脱だつ力りよくすることで伝わる衝撃を全身に分散させつつ、全身の関節で衝撃を分断させていく技。宙をひらりと舞まう花びらのように、体に伝わった衝撃を自分の後方へと受け流してしまう。

　しかしソーシはまだ未熟。師匠ほど完かん璧ぺきにはできない。ゴフッと、衝撃が体に残って、口から血の混じった体液がこぼれてしまう。体の中が本当にボロボロになったような気がする。でもまだ戦える。

　ソーシは四つ足の獣の体に張り付いていた。あえて攻撃を受け止めたのは、接近するため。ソーシは獣の首に当たる部分にしがみついていた。風のような速さで駆ける獣の生なま臭ぐさい体たい臭しゆうが鼻につく。

「刃無流古道術、弐に式散さん牙が！」

　張り付いた状態から、目の前の首筋に拳を叩き込んだ。ゴキッと、固いものの崩くずれる音。ソーシの右手が悲鳴を上げる。骨にヒビが入っていたのにムリして殴なぐったせいで、骨が完全に折れた。だが、『侵蝕者デイストラクタ』の勢いが弱まる。首の傷口から一気に血が噴ふき出ていた。首筋の血管を狙ねらった一撃がみごとに決まったからだ。

　その瞬間、背後からの攻撃がソーシを襲おそう。空中を飛んでいた鳥型の『侵蝕者デイストラクタ』がソーシの体を鷲わしづかみにしてきたのだ。鋭するどい爪つめのはえた脚がソーシをつかむ──かに見えたが、ソーシはその寸前に飛び退のいていた。背後から『侵蝕者デイストラクタ』が狙っているのは気配でわかっていた。だからあえてギリギリまで引きつけてからかわしたのだ。鳥型の鋭い爪が獣型の首筋に深く突つき刺ささる。獣型が悲鳴を上げた。首の傷口が一気に広がり、獣型はヨタヨタと動いたあと、地じ響ひびきと共に地面に転がった。致ち命めい傷しようだ。

　残った鳥型が、雄叫びを上げた。仲間を倒されて怒おこっているようだ。だがトドメを刺したのは自分だろう、とソーシは内心で毒づいた。所しよ詮せんは鳥頭、まともな理り屈くつは通じない。

　鳥型の体から鎖くさりが発射された。これは昨日、ゴリラ型の鬼が見せたのと同じ攻撃。鎖の形をした運命線を、ソーシは回避した。同時にチャンスと思い、傍かたわらの木の幹を蹴って駆け上がり、木の枝をしならせ、その反動で大ジャンプ。空中の鳥へと襲いかかった。昨日のゴリラ型の鬼との戦いで気づいた。この鎖を出す攻撃をすると、『侵蝕者デイストラクタ』は動きを止めてスキができるのだ。

　ソーシは鳥の体、伸びる鎖の付け根部分を狙って全力の跳び蹴りを放った。

「刃無流古道術、壱式覇は山ざん」

　ソーシの脚が、鳥の胴体に突き刺さる感覚。甲かん高だかい悲鳴を上げ、鳥型は地面に落下した。運命線の付け根は急所なのだ。なぜかその事実をソーシは理解していた。

「ソーシ、驚おどろいたぞ！　人間の身でそこまでワタシに立ち向かうとは、汝こそ真のもののふだ！」

　モモカが感かん嘆たんの声を上げる。だが、ソーシにはもはやあまり余裕がない。当然だ。いくら普ふ段だんから鍛きたえているとはいっても、こんな怪物との戦いなど想定外。このままではまもなくソーシの体力が限界となる。というか、たぶんもう限界になっている。脳内麻薬の効果で痛みを麻ま痺ひさせているが、その効果が切れれば身動きがとれなくなる。

　モモカとの戦いを、これ以上長引かせるわけにはいかない。だがどうすればいい？　その疑問には、本が答えてくれていた。服の内側にしまっている『おまえだけのものがたり』。この本が先ほどから様々なことを教えてくれている。その中には、『侵蝕者デイストラクタ』との戦いかた、倒たおしかたもあった。

『『侵蝕者デイストラクタ』の由来を看破せよ』

『侵蝕者デイストラクタ』も『保全者パラミシア』と同様に、その本質は童話である。その由来がなんであるのか、それは『侵蝕者デイストラクタ』の本質に関かかわる問題である。彼らは自分たちの由来を隠かくすことで他者の『運命』との接せつ触しよくをこばみ、強力な防ぼう御ぎよ能力を有しているのだ。つまり、由来さえわかれば相手の能力は弱体化するのである。

　モモカがいったいどんな童話の『運命』なのか、ソーシにはすでに答えがわかっていた。モモカの今までの行動を見ていれば、その正体は十分推測できる。

「モモカ。お前の正体、それは、『ももたろう』じゃないのか」

　モモカが、押し黙だまる。正直、この推測は簡単だった。モモカは鬼おにを倒すということにこだわっていた。モモカが鬼と関わりを持つ物語の関係者であることは間ま違ちがいない。そこまで考えれば、あとは状じよう況きよう証しよう拠こがいくらでも見つかった。

「日本人なら誰でも知っていると言われるほど知名度の高い童話、『ももたろう』。鬼退治にこだわっていたお前にふさわしい物語だ。岡おか山やまに伝わる鬼の伝説が基もとになったともされているが、長年伝えられていくうちに様々な改変がくわえられ、現代の多くの日本人が知る形につながったとされている」

「なぜ、そんなことを今さら語る！」

「それがお前の根源だからだ、モモカ！　現代に伝わる『ももたろう』はわかりやすい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの物語になっている。お前もそうじゃないのか？　なのに、なぜ人間を殺そうとするんだ！　お前の目的はなんなんだ！」

「やめろ、ワタシの根源を……ワタシの心を、のぞくなソーシ！」

　モモカが叫びながらソーシへ向かってくる。風のような突とつ進しん。だが、単純に、一直線に向かってくるだけの動き。いくら速くても単調な動きなら対処できる。

「モモカ、お前の不満はなんだ！　なぜお前は自らの運命を改変しようとする！」

　ソーシの手には、服の内側から取り出した『おまえだけのものがたり』が握にぎられていた。『侵蝕者デイストラクタ』の正体は、この本から逃にげ出した物語だ。モモカの身体からだに、『おまえだけのものがたり』がぶつかる。瞬間、モモカの身体から強きよう烈れつな光があふれ出て、周囲を吞のみ込んだ。




『侵蝕者デイストラクタ』の正体は、童話の『運命』である。

　童話の『運命』とは、それぞれの童話のストーリーそのものである。そのストーリーは長年多くの人間によって語り伝えられてきた筋道だ。

　だがもし、童話が自らの意思を持っていたと仮定しよう。そして自分自身の『運命』、すなわちストーリーに納なつ得とくできなかったとしたら、彼らはどうするか──彼らは自らの『運命』を変えるために戦うだろう。だがその『運命』とは人間の手によって生み出され、長年伝えられてきたもの。もはや簡単には改変できない。

　改変する方法はただ一つ。童話の作者であり、語り手である人間たちの世界へと侵しん攻こうし、全すべての人類を滅ほろぼす。それこそが唯ゆい一いつの、物語たちが自分自身の『運命』に抗あらがう手段なのだ！　だから『侵蝕者デイストラクタ』たちは人類を滅ぼすためにこの世に出現したのだ！

　モモカの正体が『ももたろう』であるなら、モモカは『ももたろう』の話に不満があることになる。だが裏を返せば、その不満さえ取り除けるなら、モモカはこれ以上暴れることはなくなる。

　そして目の前の光の中に映像が浮うかび上がる。それはモモカの記き憶おくだと、ソーシにはわかった。




　童話『ももたろう』

　むかしむかし、あるところにおじいさんとおばあさんがいた。

　ある日、二人は大きな桃ももを手に入れた。その桃の中から赤ん坊ぼうが生まれた。

　桃から生まれた子供を『ももたろう』と名づけ、二人は自分たちの子として育てた。

　成長したももたろうは悪事を働く鬼のウワサを聞き、鬼を退治することになる。

　ももたろうはキビダンゴを手に、道中で会った犬、猿さる、雉きじの三匹びきを家来にする。

　鬼の本ほん拠きよ地ち、鬼ヶ島にのりこんだももたろうは鬼を退治し、鬼が奪うばった財宝を取り返す。




　それは今ではない、遠い昔の話──

　日本の片かた隅すみに小さな子供がいた。粗そ末まつな服を着た女の子。とても愛らしい顔立ちをしており、その美び貌ぼうは天てん女によにも勝ると言われるほどだった。

　だが彼女にはそれ以上に目立つ特とく徴ちようがあった。髪かみの毛が桃もも色いろをしていたのだ。

「なんだ、あの子は」「髪が桃色だ」「なんでも桃から生まれた子供だそうだ」「そんなの人間じゃねぇ」「バケモノだ」「殺した方がいいんじゃねぇか」「めったなことを言うな、あの子の親は、あのジイさまだ」「放ほうっておけ、かかわらないほうがいい」

　人間ではない子供とウワサされたその子は、育ての親である年老いた夫婦に尋たずねた。

「父様、母様、ワタシはなぜ、こんな色の髪なの？　ワタシはバケモノなの？」

「バケモノなものか。お前はこんなにかわいらしい子供ではないか」

「そうだよ。あんたが立派な人間だということはあたしらが知っている。そしてあんたが何者かは、あんた自身が決めるんだ。あんたが人として立派に生きれば、みなあんたを人として認めてくれるさ」

「でも、ワタシは自分が人と違うことが辛つらいわ」

　少女は黒い染料を頭からかぶって自分の髪の色を隠した。同時に男装して『ももたろう』と名を変えて生きていくことにした。

　ももたろうが成長した時、周辺で病が流行はやった。病にかかれば助かる手段はなく、長い間もがきくるしみ、衰すい弱じやくの果てに死ぬという恐おそろしい流行病だった。ウワサでは、都でも大量の死人が出ているそうだ。

　ある日、ももたろうの家に都からの使いが来た。西の海に人を襲う鬼が出て、人を苦しめているそうだ。それを討とう伐ばつせよと、ももたろうの父親に命令が下った。

　育ての父である老人は、かつて都で貴人に仕える武人だったのだ。若い頃ころは多くの盗とう賊ぞくや害がい獣じゆうを退治し、武勇が評判となるほどの武人だった。年老いてからは田舎いなかに引退して暮らしていたのだ。

　老人のかつての勇名を思い出した都の貴人が、鬼の討伐を命令したのだ。しかし老人は自らの年ねん齢れいを理由に断ろうとした。都からの使いは、是ぜが非でも鬼を退治してもらわなくては困ると老人に迫せまった。そこでももたろうが答えた。

「年老いた父に代わって、ワタシがその任を果たそう」

　ももたろうは両親に教えられたことを忘れていなかった。人の役に立つ生き方をすれば、こんな自分でも人は受け入れてくれると思った。だから見過ごすことはできなかった。

　ももたろうの願いは聞き届けられ、ももたろうは父に代わって都の軍勢を率いて鬼の住む本拠地、鬼ヶ島へと攻せめ込む大将となった。

　ももたろうは出発前、都の人間からある命令を受けた。退治した証しよう拠ことして、鬼の首を必ず持ち帰れ、その首は決して傷つけるな、切り落とした首は塩しお漬づけにしてできるだけ早く都へ届けろ、と。やけに念押しするので少し奇き妙みように思った。

　その命令の理由は、ほどなくわかった。鬼ヶ島へ向かう旅の間、部下の兵士たちが口にするウワサを聞いたのだ。

　都では流行病が蔓延しており、とある高貴な身分の方も病に倒れた。一流の医者や祈き禱とう師が呼ばれたが治らず、高貴なお方は日々苦しみ続けた。

　そんな中、ある伝承が伝えられた。鬼の額に生える角は貴重な秘薬の材料であり、あらゆる病を治すことができる。そのため鬼の討伐命令が出されたのだ。

　そういった事情から、鬼退治の旅はかなりの強行軍となった。雨の日も風の日も最低限の休息をとるだけで進み続け、屈くつ強きような兵士が途と中ちゆうで何人も脱だつ落らくするほどだった。

　それでもももたろうの率いる軍勢は荒あれる海を乗り越こえ、鬼の本拠地、鬼ヶ島へと乗り込んだ。

　ももたろうは凶きよう暴ぼうな鬼に対たい抗こうするため島にこっそり上陸した後夜まで身を隠し、鬼の集落へ夜や襲しゆうをかけた。作戦は成功し、鬼の大半を奇き襲しゆうで討ち取ることができた。

　夜明けとなり、死体を確かく認にんして驚いた。鬼と思って倒した相手は、ごく普ふ通つうの人間ばかりだったのだ。ももたろうは、困こん惑わくした。

　だが鬼ヶ島の奥の本拠地にわずかに生き残りがいた。そこにいたのは額に角の生えた屈強な体格を持つ本物の鬼だった。ももたろうはその本拠地を襲しゆう撃げきする。鬼の力はすさまじく、苦戦したが鬼の数は少なかったため、ももたろうたちが最終的に勝利した。

　だが、鬼の親玉を追い詰つめた時、鬼の口から真実が語られる。

　鬼の一族とは、遠い異国から流れ着いた異民族だった。彼らには普通の人間にはない特徴があった。一族の者の中に、ごくまれに角の生えた子供が生まれるのだ。そのためにバケモノと呼ばれ、住む場所を追われ、逃げ続け、鬼ヶ島に流れ着いたあとはひっそりと隠れ住んでいた。そして角の生えた人物は一族の中でも一部だけで、それ以外の者は普通の人間と変わらなかった。

　自分たちはひっそりと隠れ住んでいただけなのになぜこんなことをするのかと、鬼が憎にくしみと共にももたろうを責める。

　人間を襲おそったのは鬼が先だとももたろうは叫さけぶが、鬼は、自分たちは何十年も隠れ住んできた、陸おかの人間など何十年も見たことがないと語る。

　どういうことだとももたろうが尋ねた時、部下の兵士が鬼の首をはねる。

　兵士はももたろうに、自分たちの任務は鬼の首を持ち帰ること、それ以上は詮せん索さくするなと告げる。

　鬼の首を都へ運ぶ帰り道、ももたろうはようやく気づく。病の特効薬となる鬼の角を手に入れるための口実として、都の連中は鬼を悪者に仕立てあげ、鬼が人を襲っているなどという流言を語ったのだ。ももたろうは無実の鬼ヶ島の人々を虐ぎやく殺さつする片棒をかつがされたのだ。後こう悔かいしても全ては手て遅おくれだった。

　しかも、これだけやって手に入った鬼の角はごく少量だった。角の生えた鬼は数人しかいなかった。この量では病に苦しむ多くの人々に分け与あたえることなどできない。

　そんなことは最初からわかっていたと、部下の兵士がももたろうに語る。都の連中は、高貴なかたがたの病だけ治せればいい、下々の者を救う気など最初からなかったのだ。

　ももたろうは、自分がいいように踊おどらされていたという事実に苦しむ。だがたとえ少数でも苦しむ人を救うことができるならという希望を持って、ももたろうたちは都へと戻もどる。

　ももたろうたち一行は凶きよう悪あくな鬼を退治した英えい雄ゆうとして迎むかえられる。無実の鬼ヶ島の人々を虐殺したという事実は隠かくされ、鬼は凶悪な存在だと人々には伝えられた。ももたろうは、自分が英雄だと褒ほめたたえられる度たびに、逆に責められている気がした。

　持ち帰った鬼の首はただちに医者の下へ運ばれ、秘薬が作られた。

　だが秘薬を飲んでも誰だれも助からなかった。秘薬を飲んだ高貴な人々は全員死亡した。

　鬼おにの角が秘薬になるという話は根も葉もないウワサに過ぎず、それも流言だったのだ。

　その事実を知らされた時、ももたろうは涙なみだを流した。

　自分はいったいなんのために鬼と戦ったのか。鬼たちはなぜ死なねばならなかったのか。いったいなにが正しくてなにが間ま違ちがっていたのか、ももたろうにはわからなくなった。

　そしてほどなくももたろうは捕ほ縛ばくされる。

　鬼の角が秘薬になるというまやかしを語ってだましたという罪で、死し刑けいを宣告された。

　なぜ、と愕がく然ぜんとするももたろうに都の役人が告げる。

　鬼の角が秘薬になるという話は、最初から誰も信じていなかった。だが死病に冒おかされた高貴な人は、わらにもすがる思いでそのウワサを信じたのだ。

　鬼退治などしても誰も助からないと最初からわかっていた。だからそんな任務を受ける者など都には誰もいなかった。そこですでに引退し、年老いたももたろうの父親に任せることになった。鬼退治に失敗すればそれはそれでよし。万が一成功して帰き還かんした時、高貴な人が助からなかった場合に全ての責任をかぶせて死罪にするための生け贄にえとして、父親に全てが押しつけられたのだ。

　優やさしい父がだまされて死刑になるくらいなら、自分が肩かた代がわりして死んだ方がまだマシだと考え、自らの死刑を受け入れるももたろう。

　だが処刑場でももたろうが見たのは、すでに斬ざん首しゆされた両親の遺体だった。

　ももたろうが死刑となることを知った両親は都へ来てももたろうを助けようとしていた。だがどうしようもなく、最後の手段として都に火をつけ、その混乱に乗じてももたろうを連れて逃にげようとした。だがその直前で捕縛され、放火の大罪で先に死刑となったのだ。

　両親の遺体を前にして、ももたろうは今度こそ絶望の底に沈しずんだ。

　目の前に、亡ぼう霊れいが見えた。それは自分たちが殺した鬼の一族だった。

『鬼はお前だ、ももたろう。罪もない自分たちを一方的に殺した貴様こそが本物の鬼だ』

　鬼がそう告げる幻げん聴ちようが聞こえた。

　処刑場に連れてこられたももたろうは、いつのまにか長く伸のびた自分の髪を眼めにした。

　捕縛されて以来手入れをしてこなかった髪からは、黒い染料が流れ落ちてしまっていた。

　だが、かつて美しく輝かがやいていた桃もも色いろの髪は、すっかり色あせていた。ももたろうの髪は、いつのまにか老人のような白しら髪がとなっていた。なにもかもを失ってしまった自分にはふさわしい色だと思った。

　死の間ま際ぎわ、ももたろうは叫んだ。

「ワタシは、人に仇あだなす鬼を退治しろと言われ、戦ったが鬼などいなかった……だが違った。鬼はどこにでもいるのだ！　この世を生きる全ての人間の心の中に鬼はいる！　ワタシはその人間オニたちに敗れたのだ！　人間オニたちよ、覚かく悟ごせよ、ここでワタシが死のうとも、人間オニを滅ほろぼす者はまた現れる！　その愚おろかさ故ゆえに人間オニたちはいつか必ず滅びるだろう！」

　ももたろうは、処刑された。




　ソーシは、一連のできごとを見た。いや、見たのとは違う。途中からは、自分自身がももたろうになったかのように、過去のできごとを追体験していた。夢物語ではあり得ない、恐ろしいほどの現実感がそこにはあった。

「これが……こんなものが、ももたろうの話なのか？」

「見たのね、ソーシ。ワタシの過去を」

　いつのまにか、目の前にモモカがいた。黒と桃色、二色がまだらとなった髪のモモカ。その髪の色は、いったいなにを表しているのだろう。

「見たのならばわかったはずよ──人間という存在そのものの愚かしさが！　故にワタシは『侵蝕者デイストラクタ』となってこの世へ顕けん現げんした！　全すべての人間オニを滅ぼすために！」

「モモカ、お前はもうわかっているはずだ……お前をだまし、殺した自分勝手な人間はもういない！　とっくの昔に死んでいる！　現代を生きる人間は無関係だ！　その程度のことを理解できないお前じゃないだろう！」

「違うわ、ソーシ！　ワタシにとって、現代の人間たちこそが苦しみの因もとなの！」

　モモカが両手を広げ、天を仰あおぎ見る。

「ワタシは英雄でもなんでもない！　ただ人間にだまされ、振ふり回され、みじめに死んでいった愚かで罪深き娘むすめでしかないの！　英雄とはほど遠い！　でもワタシの死後、都のものたちは自分たちに都合の悪い事実は全て隠いん蔽ぺいした！　自分たちにとって都合のいい話のみを語り伝えた！　鬼たちは悪者で、それを討伐した『ももたろう』という英雄がいたという話だけがつたわり、それはいつしか伝説となり、そして童話の『ももたろう』が作られた！　それはワタシにとってなによりの苦痛よ！　大罪人であるはずのワタシがいつのまにか英雄にまつりあげられている！　それは犠ぎ牲せいになって死んでいった者たちへの冒ぼう瀆とくに他ほかならないわ！　だからワタシは『ももたろう』という童話の『運命ストーリー』を認めない！　その『運命ストーリー』を改変するために『侵蝕者デイストラクタ』となった！　『運命ストーリー』を改変するには、全ての人間オニどもを滅ぼさなくてはならない！　だからワタシはこの世で戦うのよ！」

　彼女の物語が事実なのか、本当にあったできごとなのかはわからない。

　だがモモカという少女は間違いなくソーシの目の前にいて、彼女が経験した人生を、ソーシもまた追体験した。モモカという存在が抱かかえる苦しみに、ソーシは共感した。それが真実であると受け入れた。

　ソーシは『異能運命者デイス・クラウダー』である。すでに自分自身の『運命』を失ったからこそ、他者の『運命』に共感する能力に長たけているのだ。モモカの『運命』に共感することで、ソーシはモモカの記き憶おくを追体験することができたのだ。

　人と違うと差別され、それでも人の役に立ちたいと願い、必死に生きた結果なにも手に入らないどころかあらゆる罪を押しつけられ、無念のまま死に、その死さえも改変されて利用される。モモカが味わった苦しみはあまりに大きすぎる。

「モモカ。お前が苦しんできたことはわかったさ。その苦しさがどんなものだったか、他人である俺じゃ、理解はできない……それでも、最初、人のために役に立とうとしたお前の気持ちは本物じゃなかったのか？」

「本物よ。けどそんなワタシのささやかな気持ちさえ、奴やつらは利用し、おとしめた！　今はただ、ワタシの憎しみを増す糧かてでしかないわ！」

「違う、モモカ。お前の根はまっすぐな人間のはずだ！　数日しかつきあってないが、それくらいのことは俺にだってわかった。だからもう暴れるな！」

「全ての人間オニを滅ぼす、何千年経たとうとも、この憎しみは消えないわ！」

「ならなぜ忘れていた！」

　モモカがこの世界に現れたとき、モモカは過去の記憶を失っていた。他の『保全者パラミシア』たちは記憶を失ってなどいなかったのに、なぜモモカは失っていたのか。

「モモカ、お前はきっと、自分で自分の過去の記憶を封ふう印いんしたはずだ！　お前が過去に悲ひ惨さんな人生を経験しても、それでも人類全てを憎むことはできなかった。だから『侵蝕者デイストラクタ』になっても自分の力を封印して、『保全者パラミシア』として生きていこうとしたんだ！」

「違う、ワタシは……ワタシは……」

　モモカは両手で頭を抱えて苦しんでいた。そんなモモカの長ちよう髪はつは、桃もも色いろと黒、二色がせめぎ合うかのように蠢うごめいていた。

「『侵蝕者デイストラクタ』は童話の『運命』、その正体は童話の『物語』そのものだ！　モモカ。お前は過去にももたろうと呼ばれていたのかもしれない。でも今のお前はそれだけじゃないんだ。大昔から語り伝えられてきた伝説や伝承が形を変えて童話となり、『ももたろう』という物語に内包されるあらゆる存在が具現化して今のお前を形成している！　お前が人類を滅ぼそうとするその感情も、『ももたろう』の一部でしかない！　お前自身が抱いだいている感情とは別物だ！　自分をしっかり持て！」

「……わからない……ワタシには、自分自身が、わからない……」

　モモカがソーシを見つめる。その目にはうっすらと涙が浮うかんでいた。

「あなたの言葉を信じるなら──ワタシという存在はなに？　この身を焦こがすほどに激しい憎しみの炎ほのおはワタシの感情ではないの？　ならワタシはどこにいるの？　ワタシはいったい、なんなの？」

「この数日、俺たちと一いつ緒しよに過ごした時間は楽しくなかったか？」

「楽しかったわ。今まで経験したことのない時間よ。過去の記憶が戻った今でも、このように平和な世界であれほど心安らぐ時間を過ごした経験はないわ」

「それを楽しかったと感じるお前がお前自身だ」

「ソーシ……うっ、ああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　頭を抱えたモモカが絶ぜつ叫きようする。その長髪の中で、黒い影かげのようなものが禍まが々まがしく蠢いていた。

「モモカ、大だい丈じよう夫ぶだ、俺がついている！　今度は俺がお前を助ける番だ！　たとえ世界中がお前を信じなかったとしても、俺はお前を信じる！　世界中がお前の敵になっても、俺はお前の味方になる！　だからもう苦しまなくていいんだ！」

　モモカは、過去のソーシと一緒だ。絶望的な事件を経験し、世界の全てに拒きよ絶ぜつされたように錯さつ覚かくして、自分一人の世界に閉じこもってしまった過去の自分……ソーシの言葉を十年前、誰も信じてくれなかった。ソーシはあの時、喪々禍を失った苦しみと悲しみから解放されたくて、自殺しそうになった。それを寸前で思いとどまったのは、ただ一人だけ、ソーシの言葉を信じてくれた人がいたからだ。

　あのときソーシが救われたように、今度はソーシがモモカを救いたい。

　ソーシが手を差し出すと、モモカがその手を摑つかんだ。瞬しゆん間かん、ソーシは自分にモモカの『運命』がからみつく感かん触しよくを覚えた。口ではうまく説明できないが、今のソーシは『異能運命者デイス・クラウダー』として、『運命』そのものを知覚することができた。

　ソーシは手に力を込め、モモカの体を引き寄せた。それはソーシと結びついたモモカの『運命』を、『侵蝕者デイストラクタ』から引き抜ぬく行こう為いでもあった。

　次の瞬間、モモカの体から、黒い影のようなものがはがれ落ちた。影はすぐさま人の形となっていく。

　モモカが、力ちから尽つきたようにその場に膝ひざをつく。モモカの持つ力の大半を、『侵蝕者デイストラクタ』本体が持っていってしまったためだ。

　ソーシとモモカ、そして出現した『侵蝕者デイストラクタ』本体、その三人しか周囲にはいない。モモカと運命が混ざりあったときから、ソーシたちは現実ではない異世界に入り込んでいたようだ。いつのまにか、ソーシの傷も消えていた。現実ではない異世界にきたことで、リセットされたのかもしれない。

　そこは、四方を海に囲まれた島だった。ごつごつした岩と荒あれた地面に覆おおわれた小さな島。島内には粗そ末まつな小屋が点在しているが、その小屋はどれも壊こわされ、炎に包まれていた。その光景は、見覚えがあった。モモカの記憶の中で見た場所。

「ここは……鬼おにヶ島なのか？　でも、見覚えがあるぞ……」

　島から見える風景、海に浮かぶ島や、陸地の形に見覚えがあった。それは、学園島から見えた景色とよく似ていた。

「まさか……学園島は、鬼ヶ島と同じ場所に作られているのか？」

『そうだ』

　答えたのは、モモカからはがれ落ちた黒い影だ。影は姿を変え、人の姿となっていた。それはモモカだ。モモカとそっくりな外見に変へん貌ぼうしている。だがその長髪は真っ黒に染まり、背中で別の生き物のように蠢いていた。黒いモモカの目は爛らん々らんと赤く光り、額には黒々とした角が生えている。目の前にいる彼女こそが『ももたろう』の『運命』そのもの、『侵蝕者デイストラクタ』本体だ。

『まさか、『運命』すらも支配する我が憎にくしみが分ぶん離りさせられるとはな』

　黒いモモカがそう告げる。ソーシはそんな彼女の姿に魅み入いられるように見つめていた。

「は、ははっ、ははははははは、そうか、お前か、お前だったのか！」

　ソーシは大きな声を上げて笑った。笑うしかなかった。目の前に出現した黒いモモカ、『侵蝕者デイストラクタ』本体を前に、自分の感情の制せい御ぎよができない。こんなとき、ソーシはどんな顔をすればいいのかわからない。だからとりあえず笑った。笑うことしかできなかった。

『なにがおかしい、人間よ！』

「おかしいさ、おかしすぎて笑うしかない……モモカを苦しめていた元げん凶きようが、まさかてめぇだったなんてなぁ！」

　ソーシは、指を差す。黒いモモカを、正確には、彼女の右手を。

　その腕うでには傷があった。半月状の小さな傷だ。弧こを描えがくように肉がえぐれた二つの傷。嗚呼ああなんということだ。忘れない、その傷だけは忘れない。十年たっても忘れない！

「その傷は痛かったか？　十年前に俺がつけた傷は！」

『ふははははは、そうか、貴様、あのときわたしに嚙みついた童か!!』

『ももたろう』の『侵蝕者デイストラクタ』が邪じや悪あくな笑みをこぼした。それは見る者をゾッとさせる、醜しゆう悪あくな笑えみだった。

　そうだ、ソーシの妹、喪々禍を連れ去った元凶！　十年前、喪々禍を連れ去る腕にソーシが全力で嚙かみついた、そのときの歯形がなによりの証しよう拠こ!!

「ようやく会えたな、クソ野や郎ろう。ずっと待っていたぞ……お前を、この手でぶっ飛ばすことができるこの日をな！」

『ただの人間ごときが我われら『侵蝕者デイストラクタ』を相手になにができる！』

「なんだってできるさ！　『運命』だろうとなんだろうとこの手でねじ伏ふせる、それが人間だ！」

『思い上がるな、人間、貴様一体何様のつもりだ！』

「なら覚えておけ、俺はただの人間だ。ただし、古来より魑ち魅み魍もう魎りよう、妖よう怪かい変へん化げ、鬼き神しん羅ら刹せつとの戦争を戦い抜いてきた破は邪じや拳けん聖せいの末まつ裔えい！　刃無流古道術壊かい級きゆう討とう魔ま士し、空く我が山やま葬そう屍し！　いざ尋じん常じように勝負！」

『よかろう。第五階梯レベル５『運命侵蝕者デイストラクタ』『桃もも太た郎ろう』が相手をいたす！』

「刃無流古道術、弐に式散さん牙が！」

　ソーシの拳こぶしが『侵蝕者デイストラクタ』をとらえた。重い手て応ごたえがソーシに伝わってくる。あいかわらず『侵蝕者デイストラクタ』の体は硬かたい。常識外れの防ぼう御ぎよ力だ。

『侵蝕者デイストラクタ』は雄お叫たけびをあげながら拳を放ってきた。ソーシと同様の、突つきだ。だが、その威い力りよくは桁けた外はずれだった。ソーシは咄とつ嗟さに相手の拳に蹴けりを入れて後ろに跳とび、威力を減げん衰すいさせた。それでもソーシの体には少なくないダメージが伝わってくる。相手の拳に蹴りを合わせるタイミングが少しでもずれていたら、たぶんソーシの脚あしがちぎれていた。

「刃無流古道術、壱式覇は山ざん」

　再度相手に接近しながらの跳び蹴り。だが相手は片手でソーシの脚を払はらいのけた。そのままソーシの背中を蹴り飛ばしてくる。とっさに空中で受け身。肆し式しき舞ぶ桜おうを使ってその衝しよう撃げきを分散させるが、ゴホッと、ノドの奥に血がからみつく。ソーシの実力では受け止めきれないほどのパワーだ。

『粋いきがるな、人間！　貴様が人間としてどれだけ強いかは知らぬが、第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』であるわたしに比べれば虫けらも同然よ！』

　確かに、ソーシは思った。この相手は昨日戦った『侵蝕者デイストラクタ』とは違う。単純に力が上というわけではなく、明らかにソーシの動きを先読みして行動している。力の強さや素す早ばやさだけで翻ほん弄ろうするのではなく、ソーシを明確に殺そうとする技術がその動きにはあった。

『どうした、人間、威い勢せいがいいのは口だけか！』

『侵蝕者デイストラクタ』が手の平から武器を生み出した。それは巨きよ大だいな刀だ。真っ黒い刀身をした刀。刃は渡わたりは自動車くらいある。それを軽々振ふり回しながらソーシへとせまってくる。

　こうなったらソーシの打つ手は限られてくる。身体能力はもともと相手が上なのだ。この上そんな巨大な武器を持たれては、その間合いに飛び込むことは自殺行為だ。

「クソッ、刃無流古道術、壱いち式……」『遅おそい！』

『侵蝕者デイストラクタ』の刀がソーシの頭部に迫せまる。ソーシはとっさに上半身を弓なりにのけぞらせながら回かい避ひ。額が浅く斬きり裂さかれ、眼めに血が垂れてくる。

『侵蝕者デイストラクタ』は巨大な刀を棒きれのように振り回しながら追つい撃げきを放ってくる。

　二撃目の斬ざん撃げき。ソーシの肩かたが斬り裂かれた。

　続く三撃目。胸むな元もとを刀の切っ先がえぐっていく。

　相手の攻こう撃げきでソーシの全身がたちまち血まみれになっていく。ソーシは歯を食いしばって痛みに耐たえながら、後方へと下がった。

『ここまでだな、空我山。流れ出る血潮はお前からどんどん体力を奪うばっていく。ほどなくお前は満足に動くこともできなくなる』

　そんなことは、言われなくても理解していた。

　しかし負けられない。ソーシは奥歯を強くかみしめた。こいつにだけは負けられない。モモカのために、そしてなにより喪々禍のために、ソーシは負けるわけにはいかない！

　ソーシとて、打つ手がないわけではない。先ほどから全力で回避に力を注いでいるおかげで、相手の致ち命めい的てきな攻撃も全すべて紙かみ一ひと重えで避さけている。全身傷だらけだが、急所に攻撃をもらうことだけは避けている。

　待っているのだ、ソーシは、反撃の機会を。

『終わりだ、人間よ。貴様を葬ほうむり、わたしは再度現実世界へ顕けん現げんして全人類を滅ほろぼすとしよう！』

『侵蝕者デイストラクタ』は太刀たちを構え、猛もう然ぜんとソーシへ急接近。その必殺の斬撃を、ソーシの胴どう体たいへ撃うち込んでくる。

「刃無流古道術、肆し式しき舞ぶ桜おう!!」

　攻撃が来ることはわかっていた。ソーシは身体からだを宙に浮かせ、全力でその攻撃を受け止める。肆し式しき舞ぶ桜おうは刃無流における究極の受け身だ。あらゆる攻撃を無力化して受け流す。ソーシの師し匠しようは、究きわめれば新幹線と正面衝しよう突とつしても無傷でいられると言っていた。だがソーシの実力は、師匠に遠く及およばない。

『侵蝕者デイストラクタ』の踏ふみ込みは人間離ばなれしており、それこそ砲ほう弾だんのようだ。それほどの加速をしながら鋭するどい太刀をソーシに叩たたき込んでくるのである。ソーシの肉体は簡単に斬り裂かれるだろう。肆し式しき舞ぶ桜おうでも受け止めきれない。

「刃無流古道術、玖きゆう式陥かん空くう！」

　ソーシは叫さけぶ。先ほどからいつ使うかタイミングを計っていた奥の手だ。

　刃無流古道術では、自分の全身を自分の意思で自在に操ることを目的に修行する。脳内物質の分ぶん泌ぴつを自意識で操作するのもその一いつ環かんだ。ソーシの師匠クラスだと、心臓などの不ふ随ずい意い筋きんさえも自分の意思で操作できるらしい。

　玖式陥かん空くうは刃無流古道術における奥の手だ。人間の感覚を自分の意思で操作する技である。感覚とは五感、すなわち視覚、聴ちよう覚かく、触しよつ覚かく、味覚、嗅きゆう覚かくの五種類が有名だが、刃無流古道術ではさらに細分化し、操作することを目指す。玖式陥かん空くうにおいては、視覚以外の全ての感覚を遮しや断だんする。正確に言えば、視覚以外の処理を強制的に停止する。さらに色しき彩さい覚さえも停止する。これによって、ソーシの視界から色素が消え、世界が白黒二色で塗ぬり分けられる。

　音も匂においも色も味も風さえも、なにもない白黒の世界。停止させた感覚を処理していた脳の余よ剰じよう部分を全て視覚の処理に廻まわす。余分な感覚を全て捨て、視覚情報を全力で処理させるのだ。これにより、ソーシの視界の中、あらゆる物体がスローモーションで動き出す。実際の速度が変わったわけではない。ソーシの脳内の処理速度が上じよう昇しようし、遅くなったように感じるのだ。

　超ちよう高こう速そくで迫る『侵蝕者デイストラクタ』の斬撃も、今のソーシにはゆっくりとした動きに見える。そんな世界でソーシは重い手足を動かす──脳の処理速度があがったことで、肉体の反応速度も上昇しているが、それでも今は自分の身体の動きまで遅く感じられる。

　目前に迫った『侵蝕者デイストラクタ』の斬撃。体に伝わる衝撃を受け身技、肆し式しき舞ぶ桜おうで受け流す。ソーシの実力でその攻撃を受けることは本来できない。だが肆し式しき舞ぶ桜おうと玖式陥かん空くう、刃無流の二つの技を同時に使うことでむりやり受け流してしまう。

　相手の刀から伝わる衝撃が、ソーシの体から背後の空間へと抜ぬけていく──ソーシは刀の刃やいばに手を置きつつ、宙へ飛び上がった。足場のない不安定な空中、日本刀の刃を摑みながら、逆立ちをするような体勢だ。

「刃無流古道術、伍ご式星ほし落おとし」

　刃をしっかり摑つかみ、空中に躍おどらせた自分の身体に力を伝達させ、大きく伸のびたゴムが一気に縮むようなイメージで、全身を縮めていく──渾こん身しんの膝ひざ蹴げりが、『侵蝕者デイストラクタ』の持つ刀に炸さく裂れつした。

　破は砕さい音は聞こえなかった。今のソーシに音は届かない。触しよつ感かんも伝わらない。だが視界の中、刀の表面にヒビが入ったことは確かく認にんできた。

　ヒビはあっという間に刀全体に広がり、ソーシの見守る中、粉々の金属片となった。

『──バカな、ありえん！』

『侵蝕者デイストラクタ』が驚きよう愕がくする声が聞こえる。音や肌はだの触感、色彩がソーシに戻もどってくる。玖式陥かん空くうは長時間の維い持じはできない。時間切れだ。

『おのれ、貴様なにをした！』

「たいしたことはしてないさ。だけど人間の限界も、捨てたもんじゃないだろ！」

『人間ごときがぁぁぁぁ!!』

　激高した『侵蝕者デイストラクタ』が折れた刀を捨て、素す手ででソーシに殴なぐりかかってくる。だが、それこそがソーシの待っていた隙すき！　完全にソーシへの怒いかりと憎しみにとらわれ、背中ががら空きになっている！

「ワタシの『幻装咒式レジエンダリ』、〈禍マガ津ツ屍シ鬼キ號ゴウ〉!!」

　今までずっと隙をうかがっていたモモカが飛び上がり、手にした大太刀を『侵蝕者デイストラクタ』の背中に叩きつけた。『侵蝕者デイストラクタ』の背中に大きな傷が刻まれて体勢が崩くずれ、振りかぶった拳はソーシの真横に振り落とされる。

『バカな、貴様にはもう、力は残ってなかったはず！』

「ワタシはたしかに限界だけど、ソーシがここまで頑がん張ばっているのにワタシが寝ねてるだけじゃ、話にならないでしょ！」

『どいつもこいつも、わたしをどこまでも邪じや魔ましてくれる!!』

「懐ふところががら空きだ」

　モモカの攻撃で崩れた『侵蝕者デイストラクタ』、その懐にソーシは飛び込んでいた。大きく身体をのけぞらせ、両手を伸ばし、指先に力を巡めぐらせ、満身の力で二つの抜き手を目の前の胴体めがけて突き刺さした。

「刃無流古道術、陸ろく式爆ばく龍りゆう掌しよう！」

　全身を引き絞しぼって解き放たれるソーシの最高の攻撃が、『侵蝕者デイストラクタ』の胴体に突き刺さった。頑がん丈じような『侵蝕者デイストラクタ』の肉体を貫かん通つうし、ソーシの両りよう腕うでが深く突き刺さる。

「……とらえたぞ、お前の『運命』！」

　ソーシは確かに手応えを感じた。『侵蝕者デイストラクタ』の体に突き刺した両手。身体の中で、手の平が温かなものを摑んだ。両手でしっかりと鷲わしづかみにして、『侵蝕者デイストラクタ』の体内からそれを一気に引きずり出す。

　ソーシの手には、野球ボールほどの球体があった。虹にじ色いろの輝かがやきを放つ不思議な球体。これこそが『侵蝕者デイストラクタ』の本体、『運命』そのもの。『異能運命者デイス・クラウダー』として覚かく醒せいしたソーシは、『運命』の存在をはっきりと知覚することができる。

　ソーシはそのまま両腕に力を込めた。球体が大きく歪ゆがみながら、全体にヒビが入っていく。『侵蝕者デイストラクタ』があわててソーシに摑みかかってくる。

『やめろ、それを返せ、それはわたしの……』

「残念だったな、『侵蝕者デイストラクタ』──お前の『運命』は、終幕デツド・エンドだ！」

　ソーシが叫んだ瞬しゆん間かん、球体はソーシの手の中で粉々に砕くだけ散った。

『ゴアアアァァァァァァァァッッ!!』

　絶ぜつ叫きようする『侵蝕者デイストラクタ』。黒い肉体がボロボロと崩れ、崩れた破片はそのまま消えていく。『運命』を破は壊かいされては、『侵蝕者デイストラクタ』といえどその存在を保つことはできない。

『おぉぉぉぉぉのぉぉぉぉぉれぇぇぇぇぇっっ!!』

　だが、崩れていく『侵蝕者デイストラクタ』が絶叫する。

『よくぞやった、空我山葬屍！　わたしの負けだ！　だがわたしは日本一の『桃太郎』！　ただでは死なん!!』

『侵蝕者デイストラクタ』の赤い瞳ひとみがソーシを睨にらむ。

『わたし一人では死なん！　貴様の最も大切にするものも道連れにしてやる!!』

『侵蝕者デイストラクタ』が崩れながらも腕を伸ばす──その先にいるのは、モモカ。

「よけろ、モモカ！」

　叫び、ソーシは全力で飛び出した。だがモモカは先ほど最後の力を振り絞って『侵蝕者デイストラクタ』に一いち撃げきを与あたえた直後。モモカにはもう回避する力が残っていない。

　──たすけて、おにいちゃん!!──

　脳によぎるのは十年前の苦い思い出──またなのか。また自分は、大切な者を目の前で失ってしまうのか！

　否いな、断じて否、二度とそんなことがないよう、後こう悔かいしないよう、十年間死ぬ気で毎日鍛たん錬れんをしてきた！　あの修行の日々は、ムダではなかった！

「刃無流古道術、玖式陥かん空くう！」

　二度目の奥おう義ぎ発動。世界の全てが凍こおり付いたように動きが遅くなる。視界が、歪む。脳の奥が焼け付きそうな違い和わ感かん。この奥義は短時間での連続発動は本来不可能。ムリをすれば身体が壊こわれる。師匠にも止められた。それでもここでなにもしないよりはマシだ！

　ソーシは重い自分の身体を必死に動かす。身体の余計な感覚を全て遮断して、全力を脚きやく力りよくに注つぎ込んだ。両りよう脚あしを必死に動かし、あり得ない速さでソーシの身体が駆かけ抜ける──

「まにあえぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

「ソーシッ!?」

　モモカに伸びる『侵蝕者デイストラクタ』の腕、その前にソーシの身体が飛び出し、全力でモモカを突つき飛ばした。『侵蝕者デイストラクタ』の腕が鎖くさりに変化し、その鎖が伸びてソーシの全身にからみついた。この鎖は、『侵蝕者デイストラクタ』の運命線？

　崩れていく『侵蝕者デイストラクタ』の眼がソーシを見つめ、ニタリと醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべた。

　次の瞬間、『侵蝕者デイストラクタ』の肉体が大だい爆ばく発はつをおこした。

　なすすべなくその爆発に吞のみ込まれ、ソーシは自分の体がまるで木の葉のように回転しながら吹ふっ飛ばされていくのを感じた。

「ソーシッ！」

　モモカが、思わず叫んだ。『侵蝕者デイストラクタ』の爆発でソーシと同様、その爆風はモモカの体も巻き込んでいた。

『保全者パラミシア』としての力のほとんどを『侵蝕者デイストラクタ』側に持って行かれたため、モモカは未いまだ万全ではない。おまけに最後に戦せん闘とうでムリをした。モモカのダメージも決して小さくはなかった。

　だがそれでもソーシよりはマシだった──痛む体を必死に動かし、モモカはソーシに近寄った。爆発に巻き込まれたソーシの体は満まん身しん創そう痍いの状態だった。全身が血と煤すすにまみれてドロドロの状態になっている。思わず脈を確かめると、ソーシの鼓こ動どうは驚おどろくほど弱くなっていた。すぐに治ち療りようをしなくては、かなり危険だ。

「よかった、残しておいて……」

　モモカは懐に手を入れ、袋ふくろを取り出した。その袋をひっくり返すと、中から手の平サイズの玉が転がり出る。うっすら金色に光る玉──モモカのもう一つの『幻装咒式レジエンダリ』、〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉である。『ももたろう』の童話において、日本一のキビダンゴと呼ばれた食べ物だ。一つ食べれば食べたものの力を大おお幅はばに増ぞう幅ふくし、ケガ人に食べさせればその傷をいやす薬にもなる『幻装咒式レジエンダリ』である。

　かつてのモモカはこの〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉の力で鬼ヶ島の激戦を勝利に導いた。この〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉も今や一つしか残っていない。いや、『侵蝕者デイストラクタ』である『桃太郎』に力の大半を奪うばわれた結果、最後の一個を死守することしかモモカにはできなかったのだ。自分で食べれば回復できたが、モモカは万が一にそなえ、最後まで使わなかったのだ。

「ソーシ、これを食べて。日本一と呼ばれた〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉よ」

　ソーシの口に〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉を押し込む。だが、ソーシは口の中のものを吞み込もうとしない。重傷のせいで、もはやものを食べる力もないのだ。

「しかたない、わね……」

　モモカは自分の口に〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉を入れた。しっかりと咀そ嚼しやくする。柔やわらかく、もっちりとふくよかな触感とほのかな甘味が体にしみこんでくるようだった。美味おいしい、それこそ天にも昇のぼる美味しさと言ってもいい。だが吞み込むわけにはいかない。

　モモカはソーシの口に自分のクチビルを重ね、以前と同様、口の中の〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉をソーシの口内へと流し込む。ソーシの首が、モモカから逃にげようと動く。けど逃がさない。モモカはガッチリソーシの顔を摑み、ムリヤリにでも、口の中のものをソーシの中へと押し込んでいく。こくり、かすかにノドが動き、ソーシは吞み込んでくれた。

「……覚えてる、ソーシ？　最初にあなたと会ったとき、鬼が現れて、その戦いでもあなたは重傷を負った。あのときも、ワタシは〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉をあなたに食べさせてあげたわ。二個しか残ってない貴重な〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉だったけど、ラーメンをおごって親切にしてくれたあなたに恩を返したかったから……あなたは今回もワタシを助けてくれた。その恩をまだ返せていないわ。だからお願い、もう一度目覚めて……」

　変化は劇的だった。〈鬼美なる宝珠キビダンゴ〉を食べたソーシの全身が光に包まれ、体中の傷がゆっくり消えていく。ソーシの呼吸も落ち着いていく。ソーシの体を抱かかえたまま、モモカはよかった、とつぶやいた。

　その途と端たん、世界に変化が起きる。ソーシにモモカ、そして『侵蝕者デイストラクタ』しか存在しなかった鬼ヶ島。その地面が砕け、空が割れたのだ。

　モモカが驚いた次の瞬間には周囲の光景が一変し、ソーシを抱えたモモカは石いし畳だたみの道の上に座り込んでいた。

　かすかな潮の香かおり──自分が海の見える道にいるとモモカは気づいた。ここは学園島だ。ソーシとモモカが戦っていた鬼ヶ島は消え、戻ってきたのだ。

　学園島は『侵蝕者デイストラクタ』との戦いで、各地に被ひ害がいが出ている。だが戦闘の気配はもう感じられない。『桃太郎』が倒たおされたことで、他ほかの戦闘も終わったのだろうか？

「オタっちとちゃんモモいた！」

「モモカさんは、元に戻ったのですか？」

　と、聞き覚えのある声と共に灯萌に委員長という二人が駆け寄ってきた。

「あれ？　オタっちどうしたの？　ケガはないみたいだけど……」

「戦いで、ソーシは重傷を負ったの。いちおう手当はしたんだけど、大だい丈じよう夫ぶかはわからないわ。ワタシはいいから、ソーシの手当をお願い」

「わかりました、至急医い療りよう班を呼びます」

　委員長がてきぱきと通信機を操作している。

　んっ、と、モモカの腕の中で小さなうめき声が聞こえた。

「ソーシ？　意識が戻ったの？　大丈夫なの？」

「あ、あぁ……」

　目を開いたソーシは、ムクリと起き上がる。ソーシは不思議そうな顔で自分の体を見つめていた。致ち命めい傷しようだったはずの傷が全すべて消えているせいだろう。

　ソーシはさらに周囲の様子をながめる。モモカや灯萌に委員長、クラスメートに囲まれた状態のソーシは、不思議そうな顔で首をひねっていた。

「えっと……ここは、どこ？　で、あんたたちは、誰だれだっけ？」








終章　世界を侵しん蝕しよくする者









　日本、瀬せ戸と内ない海かい海上、人工島イカロス、地下施し設せつ──

「世界は、現在も『侵蝕者デイストラクタ』の侵しん攻こうにさらされています。特に第五階梯レベル５『侵蝕者デイストラクタ』による攻こう撃げきは世界中で致ち命めい的てきな被害を引き起こしていますわ。今回ついに我が国でも初の第五階梯レベル５による侵攻を経験したものの、過去の記録と比べ、その被害規模は驚くほど軽けい微びでしたわ。これは学園絶対防衛システムが正常に機能したおかげで、施設への被害を最小限度にとどめられたことが大きいですわね。一いつ般ぱん生徒や職員にケガ人はなし。まさに奇き跡せきと言ってもいい成果ですわ」

　轟岳館学園理事長、伽藍道桜夜はいつになく興奮した面おも持もちで告げる。自分の発案したシステムが成果を発揮したことが喜ばしいのだ。

「システムが有用であることは証明できましたわ。次の課題は、効果範はん囲いですわね。現状、日本本土をギリギリ覆おおうくらいしかできませんものね」

「…………」

　桜夜の目の前には、一人の人物がいた。地下深くに位置する一室、その奥には、透とう明めいな素材でできた巨きよ大だいなシリンダーが設置されていた。そのシリンダーの内部に一人の人物が浮かんでいた。その人物に向かって、桜夜が語りかける。

「高伏さんの力も第五階梯レベル５に通用することがわかりましたし、あなたが生み出す絶対防衛システムと組み合わせれば、防ぼう御ぎよはほぼ完かん璧ぺき。強力な盾たては準備できましたわ。あとは強力な矛ほこさえあれば、計画は大きく前進しますわ」

「…………」

「えぇ、すでに候補はいますの。空我山葬屍さん──あの刃無流古道術がわたくしの手て駒ごまになるなら、大きな収しゆう穫かくですわ」

「…………」

「あら、どうかなさいまして？」

「…………」

「えぇ、もちろん、悪いようにはしませんわ」

「…………」

「そろそろ時間ですわね。ではご機き嫌げんよう。今後ともよろしくお願いしますわ」

「…………」

　カツカツ、靴くつ音おとが響ひびき、桜夜が立ち去っていく。相手は終始無言だった。

　だが桜夜の気配が完全に消えた後──その相手はかすかな吐と息いきを漏もらした。

「…………すり～ぴんぐ～」




『侵蝕者デイストラクタ』は現在世界中に存在している。その姿は多種多様であり、数え切れないほどの種類が確かく認にんされている。

　その中でも特に危険だとされる存在が第五階梯とランク付けされている存在だ。第五階梯レベル５の共通点として、全員が人間と同じ姿をしており、人間以上に高い知能と知性を持っていることがあげられる。知性がある相手ならばと人類はこれまでひそかに第五階梯レベル５との交こう渉しようを進めようとしたが、未だに成功していない。唯ゆい一いつわかったのは、第五階梯レベル５を含ふくむ『侵蝕者デイストラクタ』は人類に対し、きわめて敵対的であるという事実である。

　そして『侵蝕者デイストラクタ』の侵蝕は、今日も確実に進んでいるのである。




　南米──熱帯雨林地域。

　少年は、木の間を必死に走っていた。道のない森の中を裸足はだしで駆かけていく。彼はジャングルの奥にある村で暮らすある部族の子供だった。生まれたときからジャングル育ちの彼にとって、ここは庭のようなもの。道など無くても身軽に走り抜ぬけることができる。

　だが今はその慣れ親しんだジャングルが恐おそろしかった。背後から、獣けものの遠とお吠ぼえが聞こえる。ジャングルには多種多様な生物がいるが、このように恐ろしい遠吠えを少年は今まで聞いたことがなかった。まるで地じ獄ごくの底から響く悪あく魔まの声だ。

　三日前だった──少年の村を、獣たちが襲しゆう撃げきしてきた。見たこともない獣だった。四つ足の体はどことなく犬に似ていた。だがその大きさは犬の倍以上あった。少年は話に聞くオオカミという動物かもしれないと思った。

　そんな悪魔のようなオオカミが数十匹ぴき、村を襲おそった。オオカミたちは人間に襲いかかった。その狂きよう暴ぼうなアゴは、一嚙かみで人間の胴どう体たいを嚙みちぎるほどの力があった。大人たちは必死に戦った。町で手に入れた散さん弾だん銃じゆうで応戦もした。だがオオカミには効かなかった。至近距きよ離りで散弾銃をくらったオオカミは、その凶きよう悪あくな口を開いて散弾全てを丸まる吞のみし、そのまま吐はき出した。吐き出された散弾は一いつ瞬しゆんで村人を血まみれにしてしまった。

　ナイフを武器にした村の男がオオカミに馬乗りになり、その背中にナイフを突つきたてた。ナイフは甲かん高だかい音を響かせながら粉々に砕くだけた。男はそのまま他のオオカミに頭を嚙み砕かれた。

　オオカミたちが自由に暴れ、村人たちが殺されていく悪夢のような光景だった。

『ＷＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ!!』

　雄お叫たけびが響く。その声を聞いたとたん、オオカミたちは人間を襲うのをやめ、村の入り口へと集まっていった。

　集合したオオカミたちは、地面に伏せた。そのオオカミたちの中心に一人の人間がいた。まるでオオカミたちは、その人物を自分たちの主あるじだと認めているようだった。

　その人物は、小こ柄がらな人物だった。頭に犬のような耳が生えている。いや、違ちがった。よくよく見れば、頭からオオカミの毛皮をかぶっているのだ。さらにその手には、長大な棒状の物体が握にぎられていた。それは大たい砲ほうにむりやり持ち手をつけたような、巨大な銃器だった。

『逃げろ、人間ども』

　オオカミに囲まれた、オオカミのような人物がそう告げる。思っていたよりも幼い声。少年は、接近して初めて相手の顔が見えた。毛皮の下に見えるのは、まだ幼い少女の顔だ。だが、その顔には外見と不ふ釣つり合いな、歪いびつな笑みが浮うかんでいた。

『『人間狩りマンハント』の時間だ！　この密林はオレサマの狩かり場だ。死にたくなければ逃げろ！　逃げるテメェらを狩り尽つくす、それがオレサマのお遊びだ！』

　相手の言っている言葉が、最初理解できなかった。

　次の瞬間、轟ごう音おんが密林に響く。雷らい鳴めいのような音だった。そして少年の見ている前で、人が一人消えた。いや、脚あしだけを残して上半身が消えた。二本の脚だけが地面の上に立っていて、その上の部分はミンチになって飛び散っていた。オオカミのような少女は、片手で巨砲をかまえていた。その一撃で人間が形を残さないほど破は壊かいされてしまった。

『オレサマは『人類駆逐者マン・デストロイヤー』。逃にげない人間はこの場で殺す。ゲヒャヒャヒャヒャヒャ、さぁ、逃げろ人間、急げシエイツ急げシエイツ急げシエイツ急げシエイツ急げシエイツ急げシエイツ急げシエイツ急げシエイツ』

　少年は逃げた。逃げるしかない。背後から『人類駆逐者マン・デストロイヤー』の不気味な笑い声が聞こえる。逃げないと、あのように殺される。あの、肉片も残らないように殺されたあの人みたいに……あれ？　あの人は誰だ？　誰が殺されたのか、思い出せない。不思議だ。まるで殺された人間など最初からいなかったかのような違和感。

　少年と一いつ緒しよに逃げ出した村人が、少年の横で爆ばく発はつした。轟音と衝しよう撃げきで周囲の木が吹ふっ飛び、人間だった肉片が飛び散り、その肉片がたちまちのうちに消えていく。

　背後からは獣の遠吠え。オオカミたちが追いかけてくるのが気配でわかる。少年は慣れ親しんだ密林の間を必死に逃げた。だが逃げるうちに一人、また一人と仲間が消えていく。

　密林は文字通り無数の木が生えている。視界は最悪だ。こんな場所で銃器など撃うっても当たるはずがないのに、逃げる村人を『人類駆逐者マン・デストロイヤー』は正確に撃ち抜いていた。

『逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ逃げろ！　どんなに逃げてもオレサマの『魔ま弾だん』はテメェらを追い続けるぞ！』

　少年は歯を食いしばって必死に脚を動かした。少年の人生でこれまで経験がないほど走った。足を止めればその瞬間に死ぬと、本能でわかった。

　──少年は、そのまま走り続けた。体力はすでに限界だった。どれくらい走り続けたか、自分でもわからない。途と中ちゆう、たまった雨水をのんで水分補給をしたり、夜中にオオカミの声におびえながら少しだけ休んだ以外はずっと走っていた。一緒に逃げた村人はいつのまにかいなくなっていた。はぐれたか、殺されたかはわからなかった──いや、そもそも村人などいない。少年は最初からずっと一人で逃げてきた。

　へろへろになっても逃げ続ける少年の脚は、もはや歩くのとかわらない速度でしか動かない。背後からはやはりオオカミの遠吠えが聞こえる。いつ追いつかれるかわからない恐きよう怖ふ、目の前の茂しげみからオオカミがいきなり飛び出てくるかもしれない。いつ自分が撃たれるかわからない恐怖。少年の精神は限界まで追い詰つめられていた。

　そんな少年の目の前に、光が見えた。鬱うつ蒼そうとした密林の終わりだ。ここまで逃げることができた。オオカミの遠吠えは聞こえるが、大だい丈じよう夫ぶ、まだ少し距離がある。町へ逃げ込んで、助けを求めよう。森の異常を伝えよう……少年は、森を抜けた。

　視界が一気に開け、高台にのぼると森のそばにある町の様子を一望することができた。

　町は、廃はい墟きよと化していた。

　膝ひざから力が抜け、その場に座り込む少年。

　目の前の町はあらゆる建造物が砕け、ところどころで火の手が上がっており、完かん膚ぷ無なきまでに破壊し尽くされていた。その廃墟にいるのは大量のオオカミたちだ。あろうことか、オオカミは数える気も起きないほど大量に町の中を駆け回っていた。なにかの肉の塊かたまりのようなものを競って食べあっていた。その肉の正体がなにか、もはや考えたくなかった。

『追ぉぉぉいついたぁぁぁぁ!!』

　少年の背後から声。振ふり返ると、オオカミの毛皮をかぶった少女がいた。手には大砲のような銃。にやにやと、毛皮の下の少女の顔はイヤらしく笑っていた。

『クソガキィィィィ。てめぇが最後だ。さぁ、逃げないのかぁぁ？』

「最後？」

『この国で生き残った最後の人間がてめぇだ！　おぉぉぉめぇぇぇでぇぇぇとぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!!　最後まで生き残った気分はどうだ、嬉うれしいだろ？　嬉しいよな？　ならもっと喜べよクソガキィィィィ!!』

　ゲシッ、ブーツをはいた少女の足が少年を蹴けり飛ばした。少年の身体からだが折れ曲がって地面を転がる。強きよう烈れつな蹴りだった。身体がつぶれるかと思った。

『まったく『人間狩りマンハント』は最高だなっ！　やつらは敵かないもしないのに『侵蝕者オレタチ』に刃は向むかって来やがる。それが実にイイィィッ！　効きもしない豆まめ鉄でつ砲ぽうを必死にばらまいて、恐怖と苦痛にのたうちながら『侵蝕者オレタチ』に踏ふみつぶされていく人間の断だん末まつ魔まの悲鳴は最高の子守歌だぁぁぁぁ!!　逃げまどう人間を狼イヌのエサにしてやるのもいい！　必死に逃げ回る人間を追い詰めるのは最高のショータイムだぁぁぁ!!　追いつめられた人間を絶望のどん底に突き落とした時の顔は、どんなコメディーよりも笑えるぅぅぅぅ!!』

「ははは……」

　少年の口からはかわいた笑い声しか漏れなかった。『人類駆逐者マン・デストロイヤー』からあふれ出る異様な精神的重圧が、少年の心のあらゆる抵てい抗こう心を打ち砕いてしまったのだ。

『クソガキ、てめぇは生かしておいてやるよ。オレサマの狩りの成果を記き憶おくしておく人間が一匹くらいいねぇと、オレサマも寂さびしいからなぁぁぁ』

『人類駆逐者マン・デストロイヤー』はそう言って、少年に背中を向けた。呆ぼう然ぜんとする少年の目の前で『人類駆逐者マン・デストロイヤー』はそのまま立ち去っていった。

　助かった──少年はそう思ったが、実感は全然なかった。むしろ、この状態で助かってどうしろというのだ。

　少年はふらふらと立ち上がり、オオカミに占せん領りようされた廃墟を見た。なにか、食べ物はないだろうか、そう思って、町へ歩き始めた。

　そのとき、爆発音を少年は耳にした。同時に身体が宙を舞まう──少年は、吹っ飛ばされながら自分の身体が消しよう滅めつしたことを知った。首から下の胴体が砲弾を食らってはじけ飛んだのだ。背後には、巨銃を構えた『人類駆逐者マン・デストロイヤー』がいた。

『クソガキ。言い忘れたが、てめぇを生かしておくって言ったのはウソだ。少し考えればわかるだろ？　オオカミはウソツキって昔から決まってるのさぁぁぁぁぁぁ!!』

　少年の意識はそこで途と絶だえた。




　欧おう州しゆう大陸、大西洋沿岸──岩場に一人の人物が佇たたずんでいた。

　その人物の外見を形容するなら、騎き士しだった。

　漆しつ黒こくと黄金の二色で彩いろどられた金属鎧よろいが、全身を隙すきなく覆おおっていた。両りよう腰ごしには鞘さやに納まった剣けんを二本差し、背中では赤いマントが海風でたなびいている。

　騎士のような姿の人物は腕うでを組み、眼下に広がる海を眺ながめていた。

「御おん大たい将しよう！　こちらでしたか」

　騎士の傍かたわらに、駆け寄ってくる影かげ。そちらは騎士とは違い、サビの浮いた古い甲かつ冑ちゆうを着た人物だった。なにより異常なのは、その頭部──鎧から見える頭は、頭ず蓋がい骨こつがむき出しとなっていた。

「こんな場所でどうなさったのですか？」

「風向きが変わりました……日本の『桃太郎』が倒たおされたようです」

　騎士が告げると、ドクロが驚おどろいた声を漏もらした。

「バカな。御大将と同格の第五階梯レベル５様が、まさか『保全者パラミシア』にやられたのですか？」

「詳しよう細さいはわかりません。ただ、『桃太郎』は最近顕けん現げんしたばかりの未熟者。彼女が倒されたとしてもこちらの戦力に影えい響きようはありません」

　騎士は兜かぶとの奥からくぐもった声で告げる。

「日本には、『桃太郎』以外にも奴が存在します。我われら第五階梯レベル５の中で最悪と言われる『幻装咒式レジエンダリ』を持つ奴がいる以上、日本の心配はいりません」

「おぉ、そのようなお方がいらっしゃるのですか？」

「それに、考えようによっては手間が省けました。『桃太郎』は日本一のもののふを自じ称しようする愚おろか者。『桃太郎』は近いうちにわたしの手で斬きり捨てるつもりでしたから、その手間が省けたというものです」

「えぇ、そのとおりです、御大将をさしおいて日本一を名乗るなど、愚ぐの骨頂！」

　ザシュッ、騎士の剣がドクロの首をはねた。なぜ、と頭蓋骨はつぶやきながら地面に転がり、そのまま消滅してしまった。

　騎士は苛いら立だちとともに剣を鞘に戻もどす。

「わたしは日本一ではない。世界一、いや、宇宙一の『騎士皇騎インペラトル』である！　それを間違えるとは、恥はじを知れ！」

　そう告げる『騎士皇騎インペラトル』の眼下に広がる大西洋は、燃えていた。

　海の上には巨きよ大だいな鉄の船が何隻せきも浮かんでいた。『騎士皇騎インペラトル』の生きていた時代にはなかった船だ。空母、フリゲート艦かん、駆く逐ちく艦かん、そのうちの一隻でも彼女の生きた時代に存在していれば、世界を制せい覇はできたかもしれない。

　だがそれらの軍艦は今、炎ほのおに包まれ、洋上で燃えながらゆっくりと沈ちん没ぼつしていくところだった。

「この世界に来て初めての大戦でした。しかし時代は変わっても人は人、漕こぎ手を倒せば船は沈しずむという法則は、今も昔も変わりません」

　大西洋を防衛する某ぼう国こくの艦隊を撃沈させた『騎士皇騎インペラトル』は過去の思い出に浸ひたりながらそうつぶやく──と、そんな『騎士皇騎インペラトル』の下に新たなドクロが駆かけつける。

「御大将、報告です。右う翼よくの陣じんが苦戦しております」

「あそこには充じゆう分ぶんな兵を割さいていたはずですが」

「敵は、空を飛んでおります。我らの弓矢ではやつらの鉄の鳥を撃ち落とすことあたわず、被ひ害がいが出ております」

「我が軍勢に惰だ弱じやくはいらぬ。責任者のクビを刎はねよ!!」

「ははっ！」

「鉄の鳥──たしか、飛行機とか言いましたか。一方的に攻こう撃げきをされるのは面おも白しろくありません。わたしが力を貸しましょう」

「おぉ、御大将自らの御ご出しゆつ陣じん、痛み入ります！」

『騎士皇騎インペラトル』は頭上を見上げた。重厚な甲冑の奥の瞳ひとみは、上空を旋せん回かいする存在をはっきりと捉とらえていた。

「〈遮那王八艘跳びデイメンジヨン・ワープ〉！」

『騎士皇騎インペラトル』の姿が霞かすむように消え、次の瞬しゆん間かん、遥はるか上空に出現した。宙を舞うその手には剣が構えられていた。十字の形をした鉄の鳥が正面から風のような速度で接近してくる。それは無人攻撃機ドローンと呼ばれる兵器だった。

　無人攻撃機ドローンと『騎士皇騎インペラトル』がすれ違ちがった瞬間、剣が無人攻撃機ドローンの両翼を斬り落とした。そのまま地上へと落下していく無人攻撃機ドローンを見て『騎士皇騎インペラトル』はつぶやく。

「どんなに時代が変わっても、翼つばさがなければ鳥は飛べないという法則は今も昔も変わりません──人の世は、いつも儚はかないものですね」




　人工島イカロス、轟岳館学園大学生体医学研究所──

「……記憶がないって、どういうことなの？」

「どういうもなにも、言葉通りの意味ですわ」

　動転した様子のモモカに、冷静な声で桜夜が告げる。

　そこは学園内にある治ち療りよう所の一室。先日の『桃太郎』との戦いの後、戦せん闘とうに参加した『保全者パラミシア』たちは全員がここで治療と健けん康こう診しん断だんを受けていた。

　その結果、全員多少の傷はあるものの、重傷の者はほとんどいなかった。『保全者パラミシア』以外の一いつ般ぱん生徒や職員にもケガ人はおらず、被害は最小限度に抑おさえられていた。

　もっとも、一般人に被害が出たとしても全すべてなかったことになるのだが……

　そんな中、ソーシだけが入院用の病室から出てくることができなかった。

「空我山ソーシさんはここ数週間ほど、この学園島に来る前後から、今日までの記憶を全て失っていますわ」

「なにそれ……オタっち、つまりアタシらのことなんも覚えてないわけ？」

「端たん的てきに言えばそうですわ」

　灯萌の質問に桜夜はうなずく。室内には他ほかに乖人や委員長などがいた。学園内でソーシと関かかわり合いの強かった人物たちだ。

「ソーシ君の記憶は戻らないんですか？」

「一時的な記憶の混こん濁だく──であれば治す方法もありますわ。ただ今回のケースは、もっと深刻かもしれませんわね」

　桜夜が告げると、乖人が悲しそうな表情を浮うかべる。ちなみにだが、今回の事件で最も重傷だったのは乖人であり、乖人は未いまだに手足をギプスで固め、全身に包帯を巻いている。だが乖人の『幻装咒式レジエンダリ』〈尽きせぬ労力ネバーギヴアツプ〉は、他人が休んでいる間も動くことができる能力なので、どんな重傷状態でも問題なく動くことができるのだ。

　桜夜が壁かべのスイッチを入れると、壁に設置されたモニタに映像が映し出された。そこには病室のベッドに座るソーシがいた。ソーシはとくにケガをしている様子はないが、なぜかぼんやりとしており、覇は気きが感じられなかった。

『空我山くん、少しいいかね？』

『あ、先生』

　病室に白衣を着た医者らしき人物が入ってきた。ソーシも会え釈しやくし、二人の会話が流れる。

『調子はどうだね？』

『問題ないと思います。俺は元気ですよ』

『まだ、思い出せないのかい？』

『轟岳館学園に入学してもう一週間以上たってるんですよね？　俺の記憶では、学園に合格して昨日まで入学準備をしていたところですよ』

『まぁ心因性の健忘だと思うけど……ところで、これを見てくれるかな？』

　医者があらかじめ用意していた布のようなものを広げた。映像を見ていたモモカたちが息を吞のむ──それは、一枚のシャツだった。その胸には、モモカとよく似た美少女のイラストが描えがかれている。ソーシが肌はだ身み離はなさずつけていたシャツだ。

『これをどう思う？』

『変わったシャツですね』

『見覚えはないかな？』

『全然ありませんね。なんのキャラですか？　最近のアニメ、ゲームかな？』

　答えるソーシは平然としていて、特に不自然な点はない。だからこそそれが異常だと、その映像を見る者たちは誰だれもが理解していた。

『君の家族構成を教えてもらえるかな？』

『母が一人です。父は離り婚こんして十年くらい会ってません』

『他には？』

『それだけです』

『十年前、君はなにか、大きな事件に遭そう遇ぐうしなかったかな？』

『なにかあったかもしれないけど、子供のころだからおぼえてないです』

『ありがとう』

　そこで映像は終しゆう了りようした。モモカが桜夜を見つめる。

「これは、どういうことなの？　ソーシはなんで妹のことを忘れているの？」

「原因は不明ですわ。ただ、推測はできますわ──モモカさん。あなたと空我山さんは、『桃太郎』の『侵蝕者デイストラクタ』と戦い、敵の最後の攻撃に空我山さんが巻き込まれた。それで間違いありませんわね？」

「えぇ、そうよ」

「『桃太郎』は最後、『貴様の最も大切にするものも道連れにしてやる』、そう言ったそうですわね。空我山さんにとって、最も大切なものとはなにかしら？」

　室内にいた全員がハッとした。

「えぇ、みなさんご想像の通り、『桃太郎』は空我山さんの持つ『喪々禍さんに関する記き憶おく』を運命侵蝕デイストラクシヨンしたのですわ。状じよう況きようから見て、そう判断せざるを得ませんわね」

「そんなの、マジでできるの？」

「今の空我山さんを見れば、その答えは明白ではなくて？」

「ソーシ君がそんな簡単に忘れちゃうなんて……なにか方法はないんですか？」

「不可能と言わざるを得ませんわね」

「どうして？」

「空我山さんの母親に先日コンタクトをとりましたの。空我山ソーシさんの妹、喪々禍さんに関する情報を聞いたら、母親はどう答えたかわかります？」

　桜夜は腕うでを組みながら少し苛立たしそうな表情を浮かべた。

「『うちに娘なんていません』、彼女は確かにそう言いましたわ」

　ソーシが以前語っていた。母親がそのうち、妹なんて最初からいないように振ふる舞まうようになったと。

「それ、ヒドすぎじゃね？」

　灯萌のつぶやきに桜夜は首を振る。

「いいえ、彼女の反応は自然ですわ。なぜなら、本物の空我山喪々禍さんは十年前すでに運命侵蝕されてしまったから、一般人である彼女は、娘を認にん識しきできなくなったのですわ」

　桜夜が立ち上がり、あるものを取り出した。

「空我山さんが、運命侵蝕デイストラクシヨンされた存在を認識できる特異体質であることはすでに判明していますわ。便べん宜ぎ上じよう、彼のような人間を『異能運命者デイス・クラウダー』と名づけました。『異能運命者デイス・クラウダー』である空我山さんは運命侵蝕デイストラクシヨンされた妹さんのことをずっと記憶し続けてきましたわ。そのことによって、かろうじて空我山喪々禍という存在が保たれていたのでしょう。ですがその唯ゆい一いつのよりどころだった空我山さんの記憶も運命侵蝕デイストラクシヨンされた──その結果がこれですわ」

　桜夜が手にした布を広げる──それはシャツだった。ソーシのトレードマークとも言うべきイラスト入りのシャツ。だが、部屋にいた誰もが目を疑った。シャツに描かれた、モモカそっくりのイラスト、それがいまや、半はん透とう明めいとなって消えかかっているのだ。

「もちろん洗せん濯たくをしたわけではありませんわ。この数日で、みるみるうちに消えてきましたの。空我山喪々禍という存在が運命侵蝕デイストラクシヨンされ、消しよう滅めつしようとしている証しよう拠こですわね」

「そんなの……あんまりでしょっ！」

　ダンッ、灯萌が壁を殴なぐった。その力が強すぎて、部屋中を強い振しん動どうが揺ゆさぶった。

「そんなの……だって、オタっち、あんな必死に妹ちゃんを捜さがしてたじゃん！　なのにこんなあっさり消えちゃうなんて、マジありえない！」

「……ある意味、これは悪くない結果かもしれませんわ」

　桜夜が淡たん々たんと告げる。

「だって、空我山さんが捜す喪々禍という妹はすでにどこにもいないんですもの。このままだったら彼は、存在しない妹を捜すために一生を棒に振るところでしたわ。それならいっそ、ここでキレイに忘れて新しい人生を始める方が彼にとって幸せではなくて？」

「サクっち、それ本気で言ってる？」

「わたくし、冗じよう談だんは嫌きらいですわ」

「あっそ……アンタ、マジで何様だっ!!」

　激高した灯萌が桜夜につかみかかる。が、傍かたわらにいた乖人と委員長が慌あわてて灯萌を押さえつけた。

「落ち着いて、灯萌さん！　ここで暴れてもなにもなんないよ！」

「この女、マジで一発殴らなきゃ気が済まない!!」

「理事長も悪意で言っているわけではありません」

「だからタチ悪いんじゃん！」

　桜夜は暴れる灯萌を見て肩かたをすくめた。

「あなたがなにを言おうと、現実は変わりませんわ。一度運命侵蝕デイストラクシヨンされた存在を戻もどす方法は、存在しませんわ」

「……いいえ、違うわ」

　静かにモモカが告げる──全員の視線がモモカに向いた。モモカは、自分の胸に手を当てて告げた。

「ソーシが捜す空我山喪々禍は──ここにいるわ」




　カチャリ──扉とびらを開け、病室に入る。ベッドにはソーシが座っていた。ソーシは室内に入ってきたモモカの顔を、不思議そうに見つめていた。

「ソーシ、ワタシのこと、わかる？」

「うん。最初に、俺を助けてくれたよね？」

『桃太郎』との戦いのあと、ソーシを病院に運んだことを言っているようだ。ソーシの表情からは、隠かくしきれないよそよそしさを感じた。その事実が、モモカの胸に締しめ付けるような痛みを感じさせた。

「違ちがうわ。助けてくれたのはあなたよ。ワタシは、あなたに助けられたの」

「俺が、君を？　なにかの勘かん違ちがいじゃないか？」

「いいえ、あなたはワタシを確かに助けてくれたの」

　だから今度は、自分がソーシを助けるつもりだ。

「ワタシはモモカ……あなたの妹のモモカよ」

「妹？　俺に妹なんて……」

「いたのよ。けど、あなたは今、それを忘れてしまっている──いいえ、ワタシが忘れさせてしまったのよ」

　モモカは自分の胸に手を当てた。

「正確にはワタシの分身みたいな存在だけど──十年前『桃太郎ワタシ』はあなたから妹を奪うばい、そして今、もう一度あなたから妹の記憶を奪ったの。本当にごめんなさい。全部ワタシのせいだわ……どう責任をとればいいのかわからないけど、ワタシを、あなたの妹にしてくれない？」

「妹？」

「えぇ、以前のあなたによれば、ワタシはあなたの妹とそっくりな外見らしいわ。ワタシがあなたの妹を奪ってしまったのだから、ワタシがそのかわりの妹になる、ってことでどうかしら、ソーシ？　いえ。お兄ちゃん」

「お兄ちゃん……なんだか、そう言われると懐なつかしい気分が……」

「えぇ、そうよ、だって、あなたに妹がいたのは事実なんだもの」

「ならモモカ……お兄ちゃんの頼たのみを一つきいてくれないか？」

「なに？　ワタシにできることならなんでも」

「目を瞑つぶってくれ」

「え？　どうして？」

「いいから」

「わかったわ」

　言われるまま、モモカは眼めを閉じた。いったいなにをする気だろう、と思っていたら、ソーシがモモカに顔を近づけてくる気配を感じた。まさか口吸いキス？　それはダメよ、だってワタシはあなたの妹になるのだから……

「ていっ」ズビシッ「きゃぅっ!?」

　頭に衝しよう撃げきが走り、モモカは額を押さえながら目を開けた。目の前でソーシが指を突つき出すような形を作っていた。自分の額にデコピンが炸さく裂れつしたのだとモモカは理解した。それも、かなり強力で痛かった。日本一と呼ばれるモモカが涙なみだ目めになるほどの威い力りよくだった。

「バカ、モモカ。責任がどうとか、そういうことなんて考えなくていいんだよ。俺は全然気にしてないんだからな。それでも気になるって言うなら、今のデコピンで帳消しってことにしておいてくれ」

「それって、どういうこと？」

「早い話、モモカ。お前じゃ俺の妹、空我山喪々禍の代わりにはなれないってことだよ。そもそも誰も代わりになんてなれない。俺の妹は唯一無二の存在だからな」
















「だって……あなた、妹の記憶、ないのよね？」

「あぁ、確かにちょっと混乱していたけどな。でもこれを見てくれ」

　ソーシが、ベッドの傍らに置かれた本を取り出した。その本は『おまえだけのものがたり』と書かれた本だ。本のページを開くと、白いページにひらがなで書かれた文章が並んでいた。




『むかしむかし、あるところにおまえがいました

　あるひ、おまえはとてもたいせつなももかをうしないました

　おまえはたいせつなものをとりもどす、ながいながいたびにでました

　そしておまえは『ももたろう』とたたかい、なかまにしました』




「……なんなの、この本？」

「俺も、最初はわからなかった。でもしばらく眺ながめていると、この本が俺の分身のように思えてきた。早い話、こいつは俺自身の『運命ストーリー』が描えがかれた本だ。神様が俺に与あたえた奇き跡せき、とでも言えばいいのか？　この本のおかげで俺は『侵蝕者デイストラクタ』相手にも戦うことができるんだ。そして同時に、この本は俺の記憶のバックアップもしているらしい」

「それって……」

「つまり、『桃太郎』は確かに俺から記憶を消したのかもしれないけど、この本のバックアップまでは消せなかったってことだ。この本を眺めていたら喪々禍のことやお前のことも全部思い出した」

「え？　だって……伽藍道桜夜は、あなたに記憶がないって……」

「昨日の検査ではまだ思い出していなかったんだ。一晩本を眺めていたら思い出した」

「なら、本当に？」

「あぁ、もう大だい丈じよう夫ぶ、心配かけたな」

「ソーシ！」

　ガバッと、モモカがソーシに抱だきついてきた。モモカの体温と体たい臭しゆうがすぐ近くから感じられる。

「よかった、ソーシ、本当によかった……ワタシのせいでソーシがソーシでなくなったらどうしようって、本気で心配したわ……」

「まぁ、あれだな。俺が妹のことを忘れるわけないだろ？　シスコンのオタクなめんな。自分の好きなものは、死んだって忘れないさ……あと、モモカ。お前は確かに妹に似てはいるけれど、実際は別人だから」

「そうなの？　だってそっくりだって……」

「全然違う！　本物の妹はもっと気だてがよくて愛あい想そがよくて最高に天使な性格をしているし、その姿はまさに地上に舞い降りた女め神がみのようで、正直お前とは天と地ほど差があるというか、むしろ比べること自体おこがましいレベル……あれ？　痛い？　痛いよ、モモカさん？　俺の身体からだに回した腕が強く締め付けてきて……いたたたたたた！　マジ痛い、ちょっ、ギブ、マジギブ！　ゆるして!!」




　その後の検査でも異状は発見されず、ソーシはほどなく退院、学校に復帰することが決まった。

　退院当日──ソーシの病室を、乖人を連れた桜夜が訪おとずれた。乖人のケガも治ったらしく、包帯がとれていた。こいつもたいがいバケモノだなぁ、と内心で思うソーシ。

「退院おめでとう、と言っておきますわ、空我山さん」

「桜夜先せん輩ぱい、ありがとうございます……本当に治ち療りよう費とか払はらわないでいいんですか？」

「えぇ。『保全者パラミシア』関係の費用は全すべてわたくしどもで負担することにしてますから──ただ、あなたには少しお聞きしたいことがありますの」

「なんですか？」

　桜夜は、ごく自然な様子で尋たずねた。

「どうしてモモカさんにウソをつきましたの？」

「なんのことですか？」

「質問に質問で返すのは愚ぐ策さく、と教えて差し上げますわ」

　パチリ、桜夜が指を鳴らすと、乖人がテーブルに布を広げた。

　それは真っ白なシャツだった。

「運命侵蝕デイストラクシヨンされたものを元に戻す方法は存在しませんわ。あなたは喪々禍さんに関する記き憶おくを失った。失った記憶は絶対に戻らない──この、イラストが完全に消えたシャツが何よりの証しよう拠こですわ」

　結局のところ──奇跡は起こらなかった。

　喪々禍やモモカの記憶は全然覚えていない。『おまえだけのものがたり』？　あんなのを見ても記憶なんて全然戻っていない。記憶は全然ないが──轟岳館学園に入学したあとのできごとすべてを桜夜と乖人の二人から聞いて、記憶を取り戻したフリをしただけだ。大丈夫、暗記は得意だ。轟岳館学園の受験でさんざん暗記力は鍛きたえた。

「なぜ、モモカさんをだますようなマネを？　あんなことをさせるために、あなたに今までの記憶を教えてあげたわけではありませんわよ」

「それって、いけないことですか？　誰だれかを悲しませないためにつく優やさしいウソは、いけないことなんですか？」

「すぐにバレるウソなんて、悲しさを深めるだけですわ」

「俺マンガやラノベが大好きなんですけど、あぁいうフィクションって全部ウソですよね。読者だって全部ウソだって気づいてるけど、それでもみんな最後には楽しい気分になるじゃないですか。モモカが悲しそうな顔で俺の妹になるって言い出した時、ウソをついてでも彼女の笑え顔がおを取り戻したいって気持ちになりました──この気持ちだけは、ウソでもなんでもない、俺の本心です」

　そう告げるソーシの顔には、どこか晴れやかな決意が浮うかんでいた。




　ソーシが無事退院したあと──病室には桜夜と乖人が残っていた。

　腕うでを組んでなにやら考え込んでいる桜夜。乖人は、ふと思い出したように告げた。

「もしかして……『桃太郎』が道連れにしたソーシ君の最も大切なものって、ソーシ君の日常そのものだったんじゃないですか？　だからソーシ君は、この学園に来てからの記憶を失ったんですよ」

「……そうでしょうね。でも、妹の記憶も失ったことは、シャツの件でも明らかですわ」

　ふと、桜夜が告げる。

「そうか……もしかしたら、空我山喪々禍という存在そのものが幻想だったということですの？」

「どういうことですか？」

「彼女が存在した形けい跡せきは最初からどこにもない、そのことを認にん識しきできる人物はもはや残っていない、彼女が最初から空我山ソーシさんの脳内でのみ存在していたのだと仮定すれば、モモカという存在は空我山ソーシの生み出した架か空くうの『運命ストーリー』そのものが『保全者パラミシア』として顕けん現げんした……いいえ、さすがに考えすぎ、ですわよね」

「桜夜さん？」

「失礼。ただの独り言ですわ。お忘れなさい」

「そうですか。桜夜さんがそう言うならいいですけど……それはそれとして、あのことをみんなには話さないんですか？」

「なにを、ですの？」

「モモカさんを襲おそった人物について」

　乖人はいつになく真しん剣けんな面おも持もちだった。

「モモカさんによれば、夜中に何者かに襲われて、そこで意識を失い、気がつけば『侵蝕者デイストラクタ』の力に目覚めていたそうです。ですが学園島に外部からの侵しん入にゆう者がいた形跡はありません。つまり……」

「学園島内部に、『侵蝕者デイストラクタ』側の存在がいるということですわね」

　桜夜はだが、その問題を公表できなかった。

「モモカさんの一件ではっきりしたとおり──『侵蝕者デイストラクタ』もまた、『童話』の世界の住人ですわ。『侵蝕者デイストラクタ』も『保全者パラミシア』も、本質的には同じ存在。全ての『保全者パラミシア』は『侵蝕者デイストラクタ』に変へん貌ぼうする可能性がありますわ」

「ボクらはそう簡単に変わったりしませんよ」

「えぇ、わたくしもそう思いますわ。でも、危険性があるとわかればうるさく言ってくる連中が島外にはいますのよ。それに、その危険性を考こう慮りよしても、『保全者パラミシア』の戦力に頼たよらなくては戦えないことも事実……まったく、学園経営はままならないものですわ」

「たいへんですね、桜夜さん」

「たいへん？　いいえ、人間社会ではこういう時、やり甲が斐いがあると言うのですわ」

　桜夜の顔には不敵な笑みが浮かんでいた。

「現在の地球の総人口は、何人でしたかしら？」

「約四十億人です」

「十年前まで、世界人口は七十億人以上いたそうですわ。十年で三十億人以上が運命侵蝕デイストラクシヨンされても、世界はその深刻さにカケラも気づいていない……まったく、この世界はつくづくやり甲斐がありますわね」





了りよう










あとがき









　みなさまご無ぶ沙さ汰たしております、あるいは初めまして。八街やちまた歩あゆむでございます。

　前作から少し時間が空いてしまいましたが、みなさまはいかがお過ごしでしたでしょうか。




　と、いうことで新シリーズ始めました。なにがということなのかよくわからない気もしますが、細かいことは気にしてはいけません。宇宙の法則が乱れます。

　今回の新シリーズですが、タイトルやあらすじからもなんとなくわかるとおり、童話がテーマです。なんでそんなものを題材にしたの？　何番煎せんじなの？　そもそもお前、童話なんてもんを書くような顔してんのかよ、とかツッコミの声が聞こえそう（実際これらは友人や関係者に突つっ込こまれました）ですが、それでもあえてこれを題材にしたのには理由があります。当然です。ラノベ作家はすべからく伝えたいことがあるからこそ作品を書いているのです。なにも伝えたいことがないのにラノベを書いている人はラノベ作家じゃありません、あるいは人類ではありません、こわいね、宇宙人。

　八街はこの作品でなにを伝えたかったのか……まぁ早い話、誰だれでも昔妄もう想そうしましたよね、『二次元作品のキャラが現実に現れたらおもしろいのに』と。その妄想を形にしました。

　本当はかわいい○○○とか怪かい獣じゆうの○○○とかゲームキャラの○○○とかのキャラが現実に来て大暴れしてそれぞれの所属する企き業ぎようの理念をぶっ壊こわすとか好き放題やりたかったのですが『八街君、著作権とか商標って知ってる？』というツッコミが聞こえてきたので、そういった方向性はやめました、残念。

　というわけで『二次元キャラが現実世界に来て大暴れ』が今回のテーマです。でも現実世界といってもそこはラノベの中。つまり正確には『二次元キャラがラノベ世界に来て大暴れ』です。二次元キャラが二次元の世界に現れたって、あれ、それ結局なにも変わってないんじゃない？　このテーマって結局無意味？　というようなことを考えていると脳のう細さい胞ぼうが死し滅めつしそうな感じがしてきたので深く考えないことにします。考えるな、感じろ。

　今読み返すとこのあとがきふざけてるのか、作者は頭がわいているのか、という気がしてきましたが、作者はいたってマジメです。少なくともこの作品は真しん剣けんな気持ちで書きました。真剣に、かわいい女の子の全ぜん裸らをどうやって自然に出すか、日々試行錯さく誤ごしながら書いています、作者頭わいているのか。




　それでは最後に謝辞を。

　作品のキャラクターたちを美び麗れいすぎるイラストに描えがいていただいたれい亜あ先生、ありがとうございます。最初のキャラデザを見た段階で感動にうちふるえました。さっそくスマホの壁かべ紙がみに使わせていただいております。

　担当のＡ氏。並びにＫＡＤＯＫＡＷＡのみなさま、見捨てないでくれてありがとうございます。新年会に行ったら飲みすぎて翌日すさまじい二日酔よい状態で温泉に行ったら本気でヤバイことになったのも今となってはいい思い出です。生きているって素晴らしい。

　もちろん読者のみなさまにも最大限の感謝を。

　次巻でまたお会いできることを祈いのっています。


八街歩










八街歩

●やちまたあゆむ



みなさま、ご無沙汰しております、八街です。新シリーズ始めました！　前作から間が空いてしまいましたが、その間にちょっと海外で武者修行してきました。今作はその経験を生かした作品にしていきたいと思います。ちなみにウソです。武者修行なんてしてません。海外にも行ってません。新シリーズも始めません。今のもウソです。やっぱり始めます！
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